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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　こんにちは。この本の著者である伊藤和幸です。

　まずは、本書を手に取っていただけたことに感謝を。

　ありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス（以下、ジェネシス）』シリーズの第二巻目にあたります。そのため、第一巻の内容を踏まえて書かれている部分がありますので、既刊を読んでからご覧いただくことをお勧めします。




　さて、ここからは少々説明を。

　この本はＴＰＲＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＰＲＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧというと、いわゆるコンピュータゲームのそれを思い浮かべる方が多いと思いますが、ＴＲＰＧはテレビやゲーム機のような電子機器を必要とはしません。

　筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブックと一緒に遊ぶ仲間、そしてゲームを楽しもうという心さえあれば、誰にでも遊ぶことができます。




　このＴＲＰＧというゲームは、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるゲームの司会進行役のもと、参加者は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進めていきます。イメージとしては、仲間同士でアドリブで演劇をして楽しむような感じでしょうか。




『ＤＸ３』とはそんなＴＲＰＧのひとつです。舞台となるのは、現代にごく近い近未来。一見平穏な世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特殊なウィルスによる侵蝕を受けており、オーヴァードという超常能力を持った人間たちが、密かに戦いを繰り広げています。

『ＤＸ３』のプレイヤーは、みんなこのオーヴァードとなって、世界の裏側で起こっている戦いに身を置くことになります。




　そして、リプレイとは、そんなＴＰＲＧを遊んだ風景を文章として書き起こしたものです。




　さて、長々と説明してきましたが、そろそろ切り上げて、本編に移りましょう。

　よろしければ、最後までおつき合いください。







　　　　前回のあらすじ




　ＵＧＮチルドレンの少年陸原コウは、相棒兼義妹のＵＧＮエージェント陸原瞳と共に、綾間市で連続爆殺事件と呼ばれる奇妙な事件の調査にあたっていた。だが、事件の犯人であるジャーム───ランペイジの捕捉に失敗し、新たな犠牲者を出してしまう。その犠牲者の姿にコウは驚いた。それが高校のクラスメイトである敷島あやめだったからだ。さらに、あやめはオーヴァードとして覚醒、非日常の世界に足を踏み入れてしまう。オーヴァードとして蘇ったことで、ランペイジに目を付けられてしまうあやめ。しかし、綾間市に住むＵＧＮイリーガルにして、〝正義の弁護士〟神月正義の助力を得て、コウたちはランペイジを撃退。事件の解決に成功した。

　それから数週間後。綾間市で新たな事件が発生する。〝ミスト〟と呼ばれるドラッグが流通し始め、それが原因と思われるジャーム化事件が起こり出したのだ。再び調査に乗り出すコウたち。しかし、ドラッグ流通の黒幕であるＦＨエージェント〝マニピュレーター〟の仕掛けた罠によって、コウと瞳は窮地に立たされてしまう。だが、神月の協力を得て、ふたりは事件の調査を再開。さらにあやめの推理で、綾間市全域にジャームを発生させようとするＦＨの陰謀を暴き、〝マニピュレーター〟を倒して、恐るべき計画の阻止に成功したのだった。
















　　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　しかし、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




　その日、俺おれ、伊藤和幸いとう・かずゆきは、目の前にうずたかく積み上げられた、ふたつの紙束を前に目をキラキラと輝かがやかせていました。

　ふたつの紙束の正体───それは『ダブルクロス The 3rd Edition　ルールブック２』と『ダブルクロス The 3rd Edition　上級ルールブック』の打ち出しです。




　その内に収おさめられた膨ぼう大だいなデータや追加ルールの数々は、プレイヤーはもちろん、ＧＭにとっても宝たからの山のようなものです！

『ジェネシス』第二巻かんのシナリオを考えていた自分が、食い入るように読よみ込こむのも当然と言えましょう。

　さて、『ジェネシス』の第一巻は、ＰＣ同士が出会い、関係し合うための物語でした。

　ＵＧＮに協力することを決めた、あやめ。

　そんな彼かの女じよと少し距きよ離りの縮ちぢまったコウ。

　ふたりを微笑ほほえましく見守る神かん月づきと瞳ひとみ。

　この第二巻では、彼かれらの物語をより大きく動かしたいところです。




　そのために利用できる新たなデータや追加ルールはないか？

　キャラクター同士の関係を刺し激げきするには、どうしたらいいか？

　さまざまな事こと柄がらを考え、悩なやみ、友人に相談に乗ってもらったりしつつ、前回よりも増ふえた膨大なデータ群ぐんに四苦八苦しながらも、シナリオを作成し───。




　そして迎むかえたセッション当日。




　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には四人のプレイヤーが集まっていました。

　それでは早速、今回のリプレイに参加する面々をご紹しよう介かいしましょう！





▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）



　言わずと知れた、『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。そして、数々のリプレイに加え、さらに小説執しつ筆ぴつまで手がける、偉い大だいなる先達です。かつては〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟など、さまざまなふたつ名を持つ、いじられ属ぞく性せいの持ち主でしたが、今では成長して、いじってもよしのオールラウンダーな方に。そんな彼が手がける『ＤＸ３』初のシナリオ集『ディープフロント』（ゲーム・フィールド刊）。十一月末発売予定ですので、お楽しみに！

　本シリーズでは、無愛想ながらも不器用な優やさしさを持つＵＧＮチルドレンの少年、陸りく原はらコウを担たん当とうしています。





▼師走しわすトオル（以下、師走）



　富ふ士じ見みファンタジア文庫より発売されている大人気のライトノベル、『火の国、風の国物語』の著ちよ者しや。かつて鈴吹太郎すずふき・たろうが講こう師しをしていた、デジタルエンタテインメントアカデミーの生徒で、その縁えんで今回、『ジェネシス』シリーズに参加していただけることに！

　なんともノリの良い性せい格かくで、ガンガンネタを飛ばしては、場を盛もり上あげていく、熱い魂たましいを持つナイスガイ。ちなみに師走トオル入にゆう魂こんの『火の国、風の国物語』シリーズの最さい新しん刊かんも本ほん巻かんと同時に発売されてますので、是ぜ非ひご一いつ緒しよに購こう入にゆうを！

　本シリーズでは、「私わたしが正せい義ぎだっ！」を地で行く弁べん護ご士し、神月正義かんづき・せいぎを担当しています。





▼藤井忍ふじい・しのぶ（以下、藤井）



『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果てなきカーニバル』掲けい載さいリプレイ「ティーパーティーへようこそ」でリプレイライターとしてデビューした、フリーライター。ＦＢオンラインで公開されていたアルシャードガイアＲＰＧリプレイ『君といるセカイ』の執筆を終えて、次の作品に向けて着々と準じゆん備びを整えている模も様よう。『アルシャードガイア リプレイ　君といるセカイ』（エンターブレイン刊）、ウェブ上で公開されたものに、書き下ろしリプレイ一話を加えたこの一冊。これまた十一月は三十日発売予定ですので、是非お買い上げを！

　今回の紅こう一いつ点てんであり、セッションをしているとまれに、「はにゃー」や「うぐぅ」と素す敵てきな声で鳴いて、参加者の心を癒いやしてくれます。

　本シリーズでは、一見普ふ通つうの女の子だけど、戦せん闘とうになると少々過か激げきになる少女、敷しき島しまあやめを担当しています。





▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズのデザイナー。その立場ゆえに、みんなから〝社長〟と呼よばれています。常つねにＴＲＰＧの最さい先せん端たんを走る先達。そして、三度の飯よりＴＲＰＧが好きで、どんなに忙いそがしくてもプライベートでも遊び、ＴＲＰＧとは面白いものなのだということを、まさに身体で体たい現げんするようなお方でもあります。

　リプレイのプレイヤーとしても数々のセッションに参加しており、猫ねこやロボット、果ては軌き道どう衛えい星せいと、非ひ人にん間げん系けいのキャラクターになることが多いのが特とく徴ちよう。「本当は人間のキャラクターがやりたいんだよ！」とは本人の弁べん。

　本シリーズでは、猫を操あやつるお茶目な少女エージェント、陸原瞳を担当しています。




　以上、四名のプレイヤーと俺、ＧＭの伊藤和幸を加えた五名で送る、『ジェネシス』シリーズ第二巻。

　最後までおつき合いいただければ幸いです。

　それでは、リプレイ本ほん編ぺんをお楽しみ下さい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございます！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：これより、『ジェネシス』シリーズの第三話の収しゆう録ろくを開始します。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、前回はあやめがイリーガルとしてＵＧＮに登録されたところで終しゆう了りようしたわけですが、今回はそれから一ヶ月ほど時間が経けい過かすることになります。

師走：それなりに時間が経過しましたね。

矢野：その間に、何かあったりしたん？

ＧＭ：とりあえずは平へい穏おんな日々が続いてますよ。

藤井：とりあえず……ですか？（笑）

ＧＭ：こほん（笑）。えーっと、そこら辺についてはひとまず置いておいて。まずは今回の舞ぶ台たいについて説明しましょうか。

鈴吹：今回の舞台って、綾あや間ま市じゃないのか？

ＧＭ：ちょっとばかり場所を移うつして、綾間市の近くにあるＵＧＮの研究所が、今回のシナリオの舞台になりますね。

師走：ＵＧＮの研究所？

ＧＭ：はい。レネゲイドウィルスの研究を行なってる研究所です。この未知のウィルスは、まだ多くが謎に包まれていて、さまざまな組織が研究を進めています。もちろん、ＵＧＮも例外ではありません。

師走：なるほど。でも、どうして急に研究所に行くことに？

ＧＭ：あやめに精せい密みつ検けん査さを受けてもらうためですね。

藤井：検査ですか？

ＧＭ：あやめってオーヴァードに成り立てじゃないですか。なので、レネゲイドがちゃんと安定してるかどうか確認するため、研究所に検査を受けにいってもらおうと思いまして。

藤井：ふむふむ。

ＧＭ：あと、検査ついでに、レネゲイドの力を制御するための訓練とかも受けてもらおうかと考えています。

矢野：それじゃあ、俺たちは、その付つき添そいとして行く感じになるのかな？

ＧＭ：はい、その通りです。

藤井：ちなみに……私、実験体にされたりとかしませんよね？（笑）

ＧＭ：しません（笑）。ただ、今回から、みなさんにはそれぞれ特とく殊しゆな設せつ定ていを手に入れてもらうことになるので、研究員に興味ぐらいはもたれるかもしれませんけどね。

師走：特殊な設定ですか？

ＧＭ：ええ。『上級ルールブック』に掲載される追加ルール───ディスクリプトロイス（以下、Ｄロイス）を今回から導どう入にゆうします。

藤井：おおっ、Ｄロイスですか！（[image: ]超嬉しそう）

師走：うおっ!?　何だか、急に藤井さんが目をキラキラさせ始めましたけど、そのＤロイスというのはいいものなんですか？

ＧＭ：とてもいいものです（笑）。ちなみにどういうルールかというと───。




　Ｄロイス───他者との絆を現わす通常のロイスとは違い、自分自身に特殊な設定を付けるために結ぶロイスのこと。

　このＤロイスを取ることでＰＣは、〝戦闘に特化した第二の人格を持つ〟〝数百年を生きる不老の存在〟〝自分の周囲で、普通ならありえない、珍妙な出来事がよく発生する〟などのような設定と、それに見合った特殊な能力を得ることができる。




ＧＭ：……というものなのです。

矢野：ロイス枠わくをひとつ潰つぶす代わりに、特殊な能のう力りよくとかを手に入れられるんですよ。

師走：ふむふむ。特殊な設定と能力……それは興味が湧いてきました。

ＧＭ：ちなみに、どのＤロイスを取得するかは、推すい奨しようＤロイスという形で、ハンドアウトと一緒に、こちらの希望をお伝えしますので、それについてはまた後で。

藤井：はーい（笑）。

ＧＭ：それでは、簡かん単たんに今回のセッションについて説明したところで、次にトレーラーを読み上げますよ。




●トレーラー

　ＦＨから綾間市を守ってから一ヶ月。

　一行は、ＵＧＮ日本支部長、霧谷雄吾きりたに・ゆうごの要よう請せいでＵＧＮ研究所に出頭することになった。

　安全なはずのＵＧＮ研究所。だが、そこにもＦＨの魔ま手しゆが忍しのび寄よる。

　ＦＨ戦闘部隊による襲しゆう撃げき。封ふう鎖さされる研究所。そして、さらなる脅きよう威いの発はつ現げん。

　迫せまり来くる数々の災さい厄やくを、キミたちは退しりぞけられるのか！




『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス』第三話

　忍び寄る影～Creeping Shadow～

　ダブルクロス───それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




矢野：研究所に行くのをやめましょう（一同笑）。

ＧＭ：いやいや！　研究所に行く理由はあやめの検査のためだって、さっき言ったじゃないですか（笑）。

藤井：というか、プレイヤーは危き険けんだと分かってても、キャラクターはそんなの知らないわけですから（笑）。

鈴吹：そりゃそうだ（笑）。

矢野：やっぱ行くしかないですね。

師走：そして、今回も〝正義〟を執行すると（一同笑）。

ＧＭ：はい、それでお願いします（笑）。では、トレーラーの次に、みなさんに配るハンドアウトを読み上げていきますよ。




陸原コウ用ハンドアウト


ロイス：敷島あやめ　　　推奨感かん情じよう　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：不安




推奨Ｄロイス：業わざ師しor奇き跡せきの血



　ＵＧＮのイリーガルとなった、敷島あやめ。

　今後、彼女とどう接せつしていくか。それは大きな問題だった。

　そんなキミの悩みを見み透すかしたように、上司の霧谷雄ゆう吾ごから連れん絡らくが来る。

　敷島あやめの今後の扱あつかい。また、連続してレネゲイド事じ件けんが起き、さらにはＦＨの活動も確認された綾間市において、ＵＧＮとしてどのように動くべきか、キミの意見を聞かせて欲ほしいので、直ちよく接せつ会って話がしたいという。

　交こう渉しよう事に長たけた霧谷ならば、あやめとの接し方かたについてもよい意見がもらえるかもしれない。丁度いい機会だ。少々相談してみるとしよう。




鈴吹：コウは人付き合いが苦手なキャラだからなぁ（笑）。

矢野：というか、興きよう味みがないんですよね（笑）。

ＧＭ：そこで上司に相談を、という訳わけです（笑）。

矢野：霧谷に相談か……。ちなみに霧谷って俺にどんな感じで接してるのかね？

ＧＭ：任にん務む中はいかにも上司って感じで固いですね。でも、プライベートだと結けつ構こう、過か保ほ護ごな感じでしょうか。

矢野：あっ、そうなの？（笑）

ＧＭ：たぶん（笑）。「ちゃんと学校で友達を作れているんでしょうか」、とか心配してたりするかもしれません（一同笑）。

藤井：あはっ、何だかお父さんみたいですね（笑）。

ＧＭ：確かに。まあ、それだけコウのことを気にかけているということで（笑）。




敷島あやめ用ハンドアウト


ロイス：自分自身　　　推奨感情　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：恐きよう怖ふ




推奨Ｄロイス：起き源げん種しゆor古代種



　キミはオーヴァードとして超ちよう常じようの力を手に入れた。だがそれと同時に、その力が時としてジャームという怪かい物ぶつを生み出し、災厄を生むことも体験した。

　自分もあんな怪物になるのだろうか？

　そんな疑ぎ問もんが頭をよぎる中、ＵＧＮの霧谷雄吾から、オーヴァード化による悪あく影えい響きようが出ていないか、念のため精せい密みつ検査を受けて欲しいという要請があった。また、オーヴァードの力を制御するための訓練も受けて欲しいという。自分自身への興味と、能力をきちんと制御できるようになるため、キミはＵＧＮ研究所へと向かうことにした。




師走：どうやら自分探さがしの旅が始まるようです（笑）。

藤井：オーヴァードになっちゃいましたし、自分についてやっぱり悩なやんじゃいますよねえ。

師走：せっかくだから、自分を超こえましょうよ（笑）。

藤井：いや、超えたらまずいんじゃ……。あっ、自分を乗のり越こえる分にはいいのかな？

ＧＭ：そうですね。それとも人間を超えちゃいますか？

矢野：いや、それはジャーム化してるぞ、きっと！（笑）

藤井：人間は超えない程度に、がんばりたいと思います（笑）。




神月正義用ハンドアウト


ロイス：霧谷雄吾　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：疎そ外がい感かん




推奨Ｄロイス：生せい還かん者しやor超ちよう血けつ統とう



　正義を為なすために力を振ふるう───それがキミの信念ジヤステイスだ。

　そう大人として、まだ若わかい陸原兄妹と敷島あやめ（特に瞳くん！）を時に見守り、時に助けることは、重大な使命のひとつと言えるだろう。

　そんなキミのもとに、霧谷雄吾から話の場を設もうけたいという旨の打だ診しんがあった。

　最近、レネゲイド事件が連続しておきた綾間市にＵＧＮ支部を新しん設せつすることも視し野やにいれた、今後のことを相談したいというのだ。




師走：霧谷から相談……。まさか、報ほう酬しゆうを値ね切ぎられる!?

ＧＭ：いや、霧谷はそんな狭きよう量りような人物ではない……はず（笑）。

矢野：まあ、支部新設と書いてあるし、きっと仕事の相談なんじゃないですかね。

師走：仕事かー。仕事よりもむしろ、今はどうしたら瞳を小学校に行かせられるかを検けん討とうしたいところですねえ（笑）。

鈴吹：まだ諦あきらめてないのかよ！（笑）

師走：当然じゃないですか！　瞳を小学校にいかせることは、神月の使命のひとつですよ！

藤井：ふえーっ、そこまで重要なことなんですね（笑）。

ＧＭ：いいじゃないですか（笑）。きっと霧谷も「瞳さんは、どうしたら小学校に行かせられるんでしょうか」とか悩んでますよ（笑）。

矢野：妙みようなところで家庭的な奴やつだからなぁ（笑）。

師走：とりあえず、霧谷とは気があいそうな気がしてきました（一同笑）。




陸原瞳用ハンドアウト


ロイス：敷島あやめ　　　推奨感情　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安




推奨Ｄロイス：触媒or組織の助力



　ＵＧＮの協力者として仲間となった、敷島あやめ。

　彼女は世話の焼ける義ぎ理りの兄───陸原コウにとって、稀き少しような友人候こう補ほであり、キミにとっては期待の新人といえるだろう。だが、あやめはオーヴァードとしては目覚めたばかりで、まだ未み熟じゆくだ。当分は彼女を見守っていかねばなるまい。

　とりあえず、あやめがオーヴァード化したことで問題を抱かかえていないか、精密検査を行なう必要がある。そのことは上司の霧谷も考えていたようで、あやめの検査や訓練のためにＵＧＮ研究所へ来て欲しいという打診があった。




鈴吹：これさ、あやめに向かって。「わたしの方が年下だけど、オーヴァードとしてはわたしが先せん輩ぱいだから！」とか言ったりした方がいいのかね？（笑）

師走：それじゃあ、意地悪な先輩みたいじゃないですか（笑）。

矢野：瞳って、そんなヤツでしたっけ？（笑）

藤井：普通にフレンドリーなお調子者って感じだったと思いますけど（笑）。

鈴吹：うん、まあそうなんだが。やっぱりオーヴァード的な先輩としては、こう、一発かましておくべきかなと思ってな（笑）。

ＧＭ：いや、普通に友達として接してください！（一同笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ハンドアウトを配ったところで、キャラクターの成長となりますが、同時にちょっとみなさんにお願いが。

鈴吹：何だ？

ＧＭ：第一巻の時は作成途と中ちゆうのいわゆるベータ版ばんのルールでやったじゃないですか。それで製せい品ひん版ばんになって、いろいろとデータバランスが変わってるところがあるんですよ。

藤井：そういえば、分ぶ厚あつい紙束と格かく闘とうしながらやりましたね。

師走：それが今や、この文庫サイズ。これはもう買うしかない！（一同笑）

ＧＭ：宣せん伝でんありがとうございます（笑）。んでですね、こうしてちゃんと製品版も出たことですし、『ルールブック２』掲載のリビルドルールを使って、再さい度ど、コンストラクションによるキャラクター作成を行なってもらいたいんです。

矢野：データ周りは最後まで調整してたしな。確たしかに、一回リビルドするのはいいかもね。

ＧＭ：ええ。というわけで、みなさん、ちょっと手間をかけさせてしまいますが、リビルドとキャラクターの成長をお願いします。

一同：はーい！




　製品版の『ルールブック１』と、ベータ版の『ルールブック２』と『上級ルールブック』の紙束を広げて、そこに書かれているデータの数々に目を通していく一同。




　そして、作業開始から一時間後───。

　無事にリビルドとキャラクターの成長は完了したのであった。




▼陸原コウ　～矢野俊策

ＧＭ：では、まずはコウから報ほう告こくをお願いします。

矢野（以下、コウ）：了りよう解かい。陸原コウです。データ確認のためにリビルドはしたけど、特に変化はないね。成長は《渇かわきの主》を２レベル上げて、経けい験けん点てんを５点残した。

ＧＭ：おや、経験点を残しましたか。

コウ：次の成長で新しん規きエフェクトを取得して、一気にレベルも上げようかと思ってね。

藤井：そうか。そういう手もありますね。

ＧＭ：先を見み据すえてますね。しかし、これで《渇きの主》が４レベルですか。通つう常じよう16点、侵しん蝕しよく率りつボーナスが入れば20点もＨＰを回かい復ふくできるのは強い。

鈴吹：今まで、ＨＰフルなら敵てきの攻こう撃げきに耐えられてたし、ＨＰ回復の強化はありだな。

コウ：俺もそう思ったので、《渇きの主》を強化しました（笑）。

ＧＭ：なるほど。では、次に固定ロイスの報告をお願いします。

コウ：まず、ひとつはＤロイスで〝業師〟にした。

ＧＭ：トライブリードだと本来は取得できない、侵蝕率制限系のエフェクトを取れるようになるＤロイスですね。多様な能力が使えるトライブリードでありながら、ひとつのシンドロームの能力を鍛え続けてきた、といった感じの設定がつきますが───。

コウ：俺の場合はキュマイラだ。ＵＧＮチルドレンとして戦闘訓練を受けてきた中、最後に信用できるのは自身の肉体だと考えるようになって、その強化に重点的を置くようになった。

ＧＭ：その結果、キュマイラの能力に関しては、本来ならトライブリードには到達できない領域になったと。……ちなみに訓練は、毎日突き一万回みたいな感じですか？（笑）

コウ：いや、それだと一日中突きばっかりしてることになっちゃうだろっ！（笑）　腕立てや腹筋とかの諸々の筋トレを百単位、さらに戦闘訓練を一時間とかってところで。

鈴吹：高校にいきながらそれだと、暇を見ては訓練してる感じだな。きっと瞳は、コウが訓練してるのを見るたびに、「また、やってんの～？」とか言ってたりするよ（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。ちなみに、Ｄロイスの効果で取得したエフェクトは何でしょうか？

コウ：《獣の王》だな。これで、一シナリオに一回だけだけど、リアクション不可の攻撃ができるようになった。

藤井：おおっ、それは強い！

コウ：あと残る二枠は、〝上司〟霧谷雄吾と〝妹〟陸原瞳を残したよ。

ＧＭ：了解しました。
















▼敷島あやめ　～藤井忍

藤井（以下、あやめ）：では、二番手、敷島あやめです。こちらもデータに変へん更こうはないですね。成長は、新しく《サポートデバイス》を取りました。

師走：《サポートデバイス》？

あやめ：ルールブック２で追加される、モルフェウスのエフェクトですね。

師走：（ルールブック２の紙束をめくり）ほほう、選せん択たくした能力値ちを使った判はん定ていのダイスが増ふえるエフェクトなんですね。レベル×２個こ、ダイスが増えるのは強いなぁ。

あやめ：その分、侵蝕率の上じよう昇しようもすごいですけどね（笑）。次に固定ロイスですが……。

鈴吹：Ｄロイスは何にしたんだ？

あやめ：〝起源種〟を取りました。侵蝕率のダイスボーナスはなくなっちゃいますけど、それ以上に、エフェクトレベルが上がることの恩おん恵けいの方が大きいと思ったので。

師走：（上級ルールブックの紙束をめくりつつ）起源種、起源種……。ふむ、二十年前のレネゲイド拡散より前の、変質していないレネゲイドというのを持っているのか。

あやめ：ですね。とはいえ、なんで、あたしがそんな特殊なレネゲイドを持っているのか、自分では分かりませんが（笑）。

コウ：もうひとつの推奨Ｄロイスの古代種もレネゲイドそのものが特殊って設定の奴だよな。

鈴吹：そこはＧＭに何か思惑があるんじゃないの？

ＧＭ：ふっふっふっ、もちろんですとも。いずれそのことについて明かすときが来ますから、それをお楽しみに（笑）。

あやめ：はい、楽しみにしてます（笑）。

ＧＭ：ちなみに残る二枠はどうなりました？

あやめ：〝友人〟紫倉千鳥しくら・ちどり、〝兄〟を残しました。……今回の舞台は綾間市じゃないみたいですけど、千鳥は登場します？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとオープニングで登場しますよ（笑）。

あやめ：よかった、残した甲斐かいがあります（笑）。
















▼神月正義　～師走トオル

師走（以下、神月）：次は俺ですね。神月正義です。特に大きな変更はなく、相変わらず「俺が正義だ！」という感じの、弁護士をしています。

ＧＭ：やはり正義ですか（笑）。

神月：正義ですねぇ。あっ、ちなみに成長は、イージーエフェクト七種をすべて取得しました。

ＧＭ：……はい？（笑）

神月：ソラリスのイージーエフェクト七種類をすべて取得しました！

一同：えええええええっ!?（爆笑）




　イージーエフェクト───通常のエフェクトより容易に取得できるエフェクトで、ちょっとしたことを実現するためのもの。

〝自分を誉め称えてくれる従者を大量に生み出す〟〝獣化したさい、毛がサラサラになる〟など、一風変わった効果のものがそろっている。




神月：あー……でも、さすがにまずいですかね？　戦闘能力が上がらない。

コウ：いや、いいんじゃないですかね。神月先生は現状でもかなり強いから、これぐらいの遊びを入れてもいいと思いますよ（笑）。

ＧＭ：確かに。攻撃の命中判定で振るダイスは、現状だと神月がトップですからね。

あやめ：最終的には二十個以上振ってましたよね。

ＧＭ：振ってましたね。そう考えると、これぐらいの遊びは入れても大丈夫かと（笑）。

神月：ありがとうございます！

ＧＭ：でも、経験点を全部イージーエフェクトにつぎ込むのは予想外でした（笑）。

神月：だって面白いんですもの、イージーエフェクト（笑）。たとえば、《元気の水》。栄養満点の水を作りだせるだけとか、もう訳が分からない。だけど、それがいい!!

あやめ：言い切ったーっ！（笑）

神月：最近は不景気で、弁護士業だけで食っていけるかどうか分からないですからね。将しよう来らい、レストランを開こうと考えているのですよ。

ＧＭ：ほほう？（笑）

神月：《快かい楽らくの香こう気き》で客を集めて、《竹馬の友》で親しくなるんです。お薦めメニューは、《細さい菌きん環かん境きよう操そう作さ》で作った天然酵こう母ぼパンに、《隠かくし味あじ》と《虹にじの香かおり》を効きかせた料理！　これははやりますよ。名付けて、レストラン・レネゲイド！

一同：レストラン・レネゲイド!?（爆笑）

あやめ：でも、そのネーミング、ＵＧＮ的にＮＧにならないですかね（笑）。

鈴吹：だったら、レストラン・ジャスティスとかでいいんじゃないか？（笑）

神月：それだっ！

ＧＭ：いや、「それだっ！」、じゃないですよ！（一同爆笑）

コウ：でも、本当にそんな名前のレストランがあったら、ちょっと入ってみたいな（笑）。

神月：それであとは固定ロイスですね。まず、〝犯はん罪ざい者しや〟瞳の親と、三面記事をすっぱ抜ぬかれた〝記者〟は変わらず。新たにＤロイス〝生還者〟を取りました。

ＧＭ：バックトラックのダイス数が増えるＤロイスを取りましたか。

神月：前巻では、侵蝕率的にきついことが多かったので（笑）。私の中のたぎる正義の心が、レネゲイドの侵蝕を退ける、ということで！

コウ：すごいな、正義の心（笑）。
















▼陸原瞳　～鈴吹太郎

鈴吹（以下、瞳）：んじゃ、最後は俺だな。陸原瞳だ。リビルドしたところ、ちょっと能力値が変わってたんで、フリーポイントを【感覚】につぎ込こんで、行動値を伸のばしてみた。

ＧＭ：どれぐらい速くなりました？

瞳：行動値13まで上がって、あやめと並んだぞ。これで、あやめにも一ラウンド目から支し援えんをかけられるようになった！

あやめ：おおっ！

ＧＭ：一ラウンド目の攻せめがより激しくなるわけですか。ふーむ、こちらとしては、なかなか厳きびしいことになりそうです。

瞳：あと技ぎ能のうもちょっと調整して、〈意い志し〉のレベルを４まで上げた。

コウ：衝しよう動どう判定対たい策さくですか？

瞳：そうそう。新しく《カバーディフェンス》を取ったんだけど、バッドステータスの〝暴ぼう走そう〟を受けると使えなくなるからさ。

ＧＭ：なるほど、確かに。しかし、瞳がカバーリング系のエフェクトを取るとは。

瞳：わたしは基本、支援オンリーで侵蝕率とロイスに余裕ができることが多いからね。カバーリングできるようにして、他の人の負担を減らそうという作戦だよ。

コウ：ああ、それはいい作戦ですね。

瞳：でしょ？　特にあやめは侵蝕率が上がりやすいから、攻撃から守って、少しでも負担を減らせるといいなと思ってさ。

あやめ：それは大変助かります！

瞳：それで次は固定ロイスなんだけど……。ＧＭ、ちょっと相談がある。Ｄロイスさ、今回取らなくてもいいかな？

ＧＭ：むむっ？

瞳：ＧＭが推奨する〝触媒〟や〝組織の助力〟もいいんだが、他のＤロイスデータを眺めてたら、いろいろ目移りしてしまってな。

あやめ：ああ～。いろんなのがあるんで、見てると「これもいいな。ああ、これもいい！」って、なっちゃいますよね（笑）。

瞳：そうなんだよ！（笑）　だから、よく吟味した上で、次回、Ｄロイスを設定したいのだ！

ＧＭ：なるほど（笑）。そうですね……（[image: ]考え中）。

瞳：もちろん、ダメなら、推奨の中から選ぶぞ？

ＧＭ：……いえ、推奨はあくまで推奨ですから。今回はＤロイスなしでいいですよ。社長の悩みも分かりますしね（笑）。

瞳：おおっ、ありがとうっ！

ＧＭ：ただし、次回の収録時にはちゃんと設定してくださいね。

瞳：もちろんだ！　それじゃあ、固定ロイスは普通に三つ設定しないとだな。……〝親〟と〝兄〟陸原コウ、〝上司〟霧谷雄吾の三つにしよう。

ＧＭ：了解しました。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では次にＰＣ間ロイスを結びましょう。ちなみに今回は、前回までとは順番が逆ぎやくになります。なので、コウ[image: ]瞳[image: ]神月[image: ]あやめ[image: ]コウの順で取得してください。

コウ：それだと、俺は瞳へのロイスはすでに持ってるな。

ＧＭ：なら、すでに持っているロイスがＰＣ間ロイスとして扱あつかわれますね。なので、ロイス枠がひとつ余よ分ぶんに空きます。

瞳：それじゃあ、感情の確認だけさせてもらえる？

コウ：了解。ポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝食しよく傷しよう〟になってる。ＵＧＮの仲間として連帯感を持ってるけど、ことあるごとに世話を焼かれて、少々うんざりしてる感じかな。

瞳：あー、はいはい。まあ、そんなところだよね（笑）。

ＧＭ：では、次は瞳から神月へ。

瞳：オッケー。さて、どうしようかな。……ポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝脅威〟で取ろう。外部協力員として頼たよりにしてるけど、優ゆう秀しゆうなんで能のう力りよ的てきに脅威を感じてるってことで。

神月：信しん頼らいされてる上に、能力を認みとめてもらえているとは嬉うれしいな。

瞳：頼りにしてるからね（笑）。

神月：うむ、存ぞん分ぶんに頼たよってくれ（笑）。では、次は私からあやめくんへだな。

あやめ：はーい。

神月：ふーむ……。よし、ポジティブ〝好奇心〟、ネガティブ〝猜さい疑ぎ心しん〟でいこう。

あやめ：さ、猜疑心ですか？

神月：あやめくんはまだ、レネゲイドを知って日が浅い。それだけに、ひょんなことから、敵に寝返る可か能のう性せいもあるのではと思ってしまっているのだ！

あやめ：な、何ですとーっ！（笑）

瞳：じゃあ、あやめはその猜疑心を払ふつ拭しよくするためにも、研修をがんばらないと（笑）。

あやめ：が、がんばります！（笑）

ＧＭ：では次。あやめからコウへ。

あやめ：はっ、もう考えて決めました。ポジティブ〝好意〟と、ネガティブ〝食傷〟でいきますよ。いつまでたっても認めてくれないので、そろそろ認めてくれてもいいじゃないと、ちょっと拗すねてます（笑）。

コウ：実じつ際さいに関わるようになってから、時間はそんなに経ってないじゃないですか（笑）。とりあえず、研修の様子をうかがいつつ、考えるということで。

あやめ：やっぱり研修なんだ！

ＧＭ：いよいよもって、がんばらないとですね（笑）。さて、ＰＣ間ロイスも結び終わったので、プリプレイは完かん了りようです。では、オープニングフェイズに参りましょう！




















リビルドルール　追加のルールやデータが出た際など、キャラクターを作り直したくなった時に使用するルール。『ルールブック２』Ｐ19より掲載されている。

《渇きの主》　敵から血液を奪い取り、自身の体力を回復するブラム＝ストーカーのエフェクト。

固定ロイス　セッション開始時からＰＣが取得している三つのロイスのこと。その時、もっとも気にかけている、もしくは身近な人物などが選ばれることが多い。

《獣の王》　相手にプレッシャーをかけて動きを止めることで、攻撃を命中させるキュマイラのエフェクト。

《サポートデバイス》　特定の行為を補助するアイテムを生み出すモルフェウスのエフェクト。

《快楽の香気》　嗅ぐだけで恍惚となるような、かぐわしい香りを漂わせるソラリスのイージーエフェクト。

《竹馬の友》　幻覚物質で相手の認識をかく乱し、信頼を得るソラリスのイージーエフェクト。

《細菌環境操作》　さまざま細菌を操作し、物質の発酵や醸造を完璧に行なうソラリスのイージーエフェクト。

《隠し味》　化学物質によって料理の味を向上させるソラリスのイージーエフェクト。

《虹の香り》　特定の香りを生み出すソラリスのイージーエフェクト。

《カバーディフェンス》　みずからを盾に、仲間を守る一般エフェクト。

〝暴走〟を受けると使えなくなる　暴走のバッドステータスを受けると、リアクションとカバーリングができなくなってしまう。そのため、カバーリングを行なう《カバーディフェンス》も使用できなくなってしまうのだ。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆上司のお誘さそい


Scene Player ─── 陸原瞳ひとみ






　あやめが出入りするようになってから、妙みようにインテリアが増ふえてきた陸原家。

　瞳は、コウとあやめ、神月の三人と昼食を摂とっていた。

　今日、霧きり谷たにから連れん絡らくがくる予定なのだが、待ち時間に小こ腹ばらがすいたので、神月が料理の腕うでを振ふるったのだ。食しよく卓たくの上に並ならぶ食事に、みんなが手を伸のばす。




ＧＭ：ではオープニングフェイズ。シーンプレイヤーは瞳で、全員登場になります。

瞳：はいはい。んじゃ、まずは侵しん蝕しよく率りつを上げよっか。それっ！　……うわっ、いきなり８点も上がった！

神月：むうっ、私わたしも出目が高い。７点上じよう昇しようだ。

あやめ：こっちは、10点も上がったー！（笑）

コウ：なんか、みんな飛ばしてるな。ちなみに、俺おれは３点上昇だ。

ＧＭ：コウだけ平へい穏おんですね。ひとりクールに、冬服で体温調整してるからかな。

コウ：いや。クールなのも、冬服着てるのも、体温調整も、どれひとつ取っても、ダイスの出目とは関係ないんだが（笑）。

ＧＭ：でも、気分的にそんな感じがしませんか？

コウ：その発言は、自分から関係ないことを認みとめてるようなものだ！（一同笑）

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。さて、侵蝕率も上げたところで、状じよう況きようの説明をしますよ～。

あやめ：はーい（笑）。

ＧＭ：前回の事じ件けんから一ヶ月後。休日の昼下がり。みなさんは陸原家に集まって、霧谷からの連絡を待っているところになります。

神月：（ハンドアウトを確かく認にんしつつ）何やら話したいことがあるとのことだったな。今まさに話し中か？

ＧＭ：いえ、約束の時じ刻こくまではもう少しあるので、自由に時間を潰してていいですよ。

コウ：なら、俺は情じよう報ほう端たん末まつ前で、じっと霧谷からの連絡を待ってる。

瞳：飼かってる白しろ灰はいのブチネコとじゃれあってるよ～。こう、猫ねこの上で、猫じゃらしをふりふりして、ぴょんぴょんジャンプさせてる（笑）。

あやめ：あっ、いいな～。あたしも猫ちゃんと遊びたい！（笑）

瞳：いいよー。予よ備びの猫じゃらしを貸かしてあげる。

ＧＭ：あやめと瞳が、左右から猫じゃらしをふりふりすると、猫が両方に反はん応のうして、左右の前脚をわたわたと動かす。「にゃにゃにゃーっ！」

あやめ：あーん、可か愛わいい～（笑）。

神月：微笑ほほえましい光景だな（笑）。では、私はみんなに昼食を作るとしようか。

一同：昼食？

神月：昼下がりらしいし、少し遅おそめの食事にしようかと思ってな。せっかく取ったイージーエフェクトも使いたい（笑）。

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。では、台所の方では、神月がひとり料理をしており、リビングに、美味うまそうな香かおりが漂ただよってきます。

瞳：その匂においに引かれて、ふらふらと台所に（笑）。神月先生、何を作ってるの？

神月：肉じゃがや味み噌そ汁しる、あとは焼き魚など、いわゆる和食というやつだな。

あやめ：へー、神月さんって料理できたんだ。興きよう味み津しん々しんにあたしも顔を出そう。

神月：ひとり暮ぐらしが長いのでね。ちなみに肉じゃがや味噌汁には《元気の水》が入っているし、料理全ぜん般ぱんに《隠かくし味あじ》が効きいているので、味の方は保ほ証しようできるぞ（笑）。

コウ：なんだか食べたら、オーヴァードに覚かく醒せいしそうな料理だな、おい（笑）。

神月：ここにいるのは全員オーヴァードだ。問題なかろう（笑）。さて、できたぞ。みんな、料理を運ぶのを手伝ってくれ。

ＧＭ：では、食卓に神月手て製せいの和食料理が運ばれ、みんなでそれをつつきあう。神月の料理はすばらしく美味く、しばらく無言のまま、箸はしと口を動かす音だけが響ひびきます。

あやめ：あたしが作ったのよりおいしくて、ちょっとショック受けてたり（笑）。

神月：エフェクトの力なのだから、へこむことはなかろう。ちなみに、自分の家ならば、《細さい菌きん環かん境きよう操そう作さ》で最高の状じよう態たいにした、ぬか漬づけも用意できたのだがな。

あやめ：《細菌環境操作》で……。

コウ：ぬか漬け……。

瞳：なんというか……。非日常的なものと、身近なものが混ざり合って、何ともシュールな感じだね（笑）。

神月：そうかね？（笑）　しかし、使い方としては正しいのだぞ。《細菌環境操作》は完璧な発酵と醸造を行なうエフェクト。つまり、発酵食品であるぬか漬けも、完璧なものが作れるはずなのだ！

コウ：それは確かにそうだろうが……。何だかもう神月先生が弁護士じゃなくて、料理人か主夫に見えてきた（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、そんなこんなで食事を終えて、昼食の後あと片かた付づけをしたところで、ちょうど霧谷との約束の時間になりますよ。

瞳：じゃあ、リビングに通信端末を持ってきて、みんなで見られるようにするよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。リビングのテーブルの上に置かれた通信端末が着信を告げ、モニター上に霧谷の姿すがたが映うつし出だされる。「みなさん、お久ひさしぶりです」

あやめ：今回は霧谷さんがえらい人だって分かってるから、礼れい儀ぎ正ただしくするよ。……お久しぶりです！（ぺこり）

瞳：（だる～んと）おひさ～。

神月：久しぶりだな、霧谷（キリッ）。

コウ：挨拶はせずに、いきなり話を切り出そう。……話があるそうだが？

ＧＭ：「コウさん、あなたは相変わらずですね」いつもと変わらぬ、つっけんどんな態たい度どに、霧谷が心配そうな視し線せんを向けますよ（笑）。

コウ：そういう性しよう分ぶんなんだ、気にしないでくれ。

ＧＭ：すると、やれやれと溜ため息いきを吐つきながらも、霧谷は話を始めます。「まずは、先日のミスト事件の事後報ほう告こくをさせてもらいましょうか」

あやめ：ミスト事件……。一歩間ま違ちがえば、綾あや間ま市が大変なことになってたんだよね。

瞳：まっ、わたしたちのおかげで事件は無事に解かい決けつされたけどね！　にっと、猫と一いつ緒しよに笑顔を浮うかべよう（笑）。

コウ：相変わらず器用な猫だ（笑）。

ＧＭ：「瞳さんの言うとおり、ミスト事件に関しては一段だん落らくしました。みなさんが回かい収しゆうしたミストを充じゆう塡てんした飛行船の解かい体たいも無事に完かん了りようしましたよ」

神月：一安心というわけだ。ちなみに、裏市場に流れてしまっていたミストに関しては、どうなったのだ？

ＧＭ：ドラッグの売人が保ほ管かんしていたミストの回収も完了しています。事件後、ジャーム化事件が何度か起こりましたが、それも沈ちん静せい化かして、被ひ害がいは最さい小しよう限げんですんでいます。

あやめ：ほっ、よかったー。

ＧＭ：「というわけで、本日、わざわざ集まっていただいた理由のひとつは、ミスト事件の事じ後ご処しよ理りが終わったことをお伝えするためです」

神月：理由のひとつ……ということは、他にも話題があるわけだな。

ＧＭ：「はい、その通りです。実は……みなさんに〝技ぎ術じゆつ研けん修しゆう〟のために、近場にあるＵＧＮ研究所に出向してもらおうと思いまして」

コウ：技術研修？

ＧＭ：「ええ。敷しき島しまさんは覚醒したばかりですし、異い常じようがないか精せい密みつ検けん査さを受けていただくと同時に、レネゲイドコントロール訓練を受けてもらいたいのです」

あやめ：えーっと……？　何だか、自分の知らない単語が出てきて、ちょっと混こん乱らんした様子で首を傾かしげてる（笑）。……レネゲイドコントロール？

瞳：じゃあ、そっと耳打ちするね。……つまり、オーヴァードとしての力を制せい御ぎよするための訓練を受けて欲ほしいってこと。

あやめ：ああっ、なるほど（ぽんっと手を打つ）。

神月：ふむ……。しかし、霧谷。それならば、あやめくんだけ研究所に行けばいいのではないのか？　わざわざ全員で行く必要はないように思うのだが。

ＧＭ：「確たしかに、敷島さんの検査と訓練だけならそうです。ただ、それと同時に、綾間市におけるＵＧＮの今後の活動方ほう針しんについても話し合いがしたいのです」

コウ：今後の活動方針？

ＧＭ：「ジャームによる事件の発生に続いて、ＦＨの活動も確認されましたからね。実は、綾間市にＵＧＮ支し部ぶを新しん設せつすべきではないかという意見が出まして」

瞳：ああ、そういえば綾間市ってＵＧＮ支部がないんだっけ。

ＧＭ：「ええ。今後もＦＨが活動を継けい続ぞくするようならば、組そ織しき的てきに対たい抗こうできる体たい制せいを整える必要があります」

神月：敵てきが組織的に来るならば、確かにこちらも組織的に対抗する方が理にかなっているな。

ＧＭ：神月の言葉に霧谷がこくりと頷うなずく。「支部を新設するとなれば、綾間市におけるＵＧＮの動きも変わってきます。当然のことながら、現げん在ざいの綾間市を担たん当とうしている、みなさんにも影えい響きようが出てくるでしょう」

神月：それで、その話し合いもしてしまいたいというわけか。

コウ：だが、俺たちが全員離はなれたら、その間、綾間市の防ぼう衛えいはどうする？

ＧＭ：「その件ならご安心を。現在、短期間なら綾間市に滞たい在ざいさせられるエージェントが数名います。彼かれらを派は遣けんして、防衛にあたってもらいますので」

コウ：ふむ……。それなら、一いち応おう大だい丈じよう夫ぶか。

あやめ：……あのー、ちょっといいですか？

ＧＭ：「はい、何でしょうか？」

あやめ：その検査とか、訓練ってどれぐらいかかるんでしょうか？　学校とかもあるし、あまり長期だと……。

ＧＭ：その疑ぎ問もんには、霧谷はにこやかに微笑ほほえんで。「大丈夫です。折良く、一週間後に四連休がきますから、それを使えば、学校を休む必要はありませんよ」（笑）

あやめ：おおっ、さすが霧谷さん。すでに計画ができてる！（笑）

ＧＭ：ちょっと変わったところもありますが、厳しい状況の日本ＵＧＮをまとめ上げている、敏腕支部長ですからね。

瞳：ところで、ひとつ質しつ問もん。ＵＧＮ研究所ってどこにあるの？

ＧＭ：綾間市から電車で片かた道みち約二時間。さらに、駅から車に乗のり継ついで、一時間ほどといったところです。山間部に建っていて、表向きは生物工学を扱あつかう研究所のひとつとしてカムフラージュされている施し設せつですね。

あやめ：結けつ構こう、遠いんだね。

ＧＭ：往おう復ふくで半日かかりますからね。何度も顔を出してもらうのも手間ですし、連休を利用して、泊とまりがけで検査や訓練を一気にやってしまおう、というわけです。

あやめ：それだと四連休中にやっちゃった方が、あたしとしても助かるかな。うん……あたしは行ってもいいよ。

ＧＭ：他の方々はどうですか？

コウ：俺は……命令に従したがうだけだ。

瞳：あたしは、子こ供どもっぽくちょっと嫌いや々いやしておこう（笑）。ちなみに、そのＵＧＮ研究所には、わたしは行ったことがあることにしてもいい？

ＧＭ：構いませんよ。

瞳：じゃあ、ごろごろ床ゆかを転がりながら。……あんまり気が進まないなぁ。あそこって、周りは山ばっかりだし、施し設せつ内ないに遊ぶ場所もないしさ～。

コウ：おい、瞳。任にん務むだぞ。文もん句くを言うな。

瞳：だって、あそこつまんないんだもん！　いきたくなーい！　わたしは猫と一緒にフローリングの上を、ゴロゴロと転がり出す（笑）。

コウ：おいおい（笑）。
















神月：まあ、子供らしくていいじゃないか（笑）。それに私としても、弁護士の仕事がある。休日をすべて空けるのは少々厳きびしい───。

ＧＭ：「そうですか。残念です。相談内ない容ようには瞳さんの今後のことも含ふくまれ───」

神月：と思ったが、うまくスケジュールを調整するとしよう！（一同爆ばく笑しよう）

あやめ：一いつ瞬しゆんで意見が変わったーっ！（笑）

瞳：というかわたしを餌えさにするなんて……。霧谷、結構腹はら黒ぐろいな（笑）。

ＧＭ：いやいや霧谷は本気で瞳のことを心配してるんですよ（笑）。「さて、あとは瞳さんだけですね。任務の一いつ環かんと思って、今回は我が慢まんしてもらえませんか？」

瞳：そうねえ……。（少し考え込み）そうだ！　わたし、何かお駄賃が欲しいな～（笑）。

ＧＭ：「お駄賃……ですか？」

瞳：そう！　たとえば、チャッパチャプス一年分！　ちなみに一日二本で、七百三十本ね！

あやめ：な、ななひゃくさんじゅうっ!?　部屋がチュッパチャプスで埋まっちゃうよ！

コウ：いや、さすがにそこまでの量ではないと思うが……。

神月：というか、問題はそこではない！

あやめ：えっ？

神月：毎日二本もチュッパチャプスを食べたりしたら、糖分の過剰摂取になってしまうではないか！　そんなの先生許しません！（一同笑）

コウ：……何か、前にもこんな会話しなかったか？（笑）

瞳：わたしがコウと同居してるのが判明したときじゃない？　あの時も、大騒ぎだった（笑）。

神月：仕方あるまい。私は、彼女のご両親から面倒を見てくれと頼まれているのだ。というわけで、瞳くん。チュッパチャプス一日二本は身体に悪い。せめて一本にしなさい！

瞳：あ～……ちなみに一日二本なのは、猫も食べるからなんだけど（笑）。

神月：…………猫？

瞳：そう、猫（笑）。そう言って、猫を持ち上げて、神月先生の前に出す。




　ぽかんとする神月の前で、瞳に抱き上げられた猫がにやりと笑う。

　そして、前脚で器用にチャッパチャプスを持つと、パクリと口に含んだ。




神月：そ、そうか。瞳くんと猫で一本ずつなのか……。まあ、それならば……。どこか釈然としなくて首を傾げるが、ここら辺で納得しておこう（笑）。

ＧＭ：では、霧谷も瞳の出した条件を飲みます。「分かりました。後で送りましょう」

瞳：やったーっ！　だったら超行くよーっ！　猫と一緒に「ひゃっほーう」と喜ぶ（一同笑）。

コウ：現金な奴だ……。やれやれとため息を吐く。

神月：子供らしくていいではないか。私は満面の笑みで瞳くんを見ているよ（笑）。

ＧＭ：では、みなさん、ＵＧＮ研究所に出向するということでいいですか？

一同：はーい。

ＧＭ：「それでは、一週間後の連休に、ＵＧＮ研究所でお会いしましょう」笑顔でそう告げて、通信端末は切れます。

あやめ：ふはぁ～、緊きん張ちようした～。今までキリッとしてたのが急にぐでーんとテーブルに突つっ伏ぷす（笑）。

瞳：あやめはまじめだね（笑）。お偉いさんたって、そんな気にすることないのに。

神月：はっはっはっ、いいではないか。そういう普ふ通つうなところが、あやめくんのいいところだと思うぞ。なあ、コウ？

コウ：ん？　そういうものか？　と、よく分からんという顔で（笑）。

瞳：やれやれ、コウも相変わらずだよねえ。こういう時は、「そうだな」って言うところでしょう！

コウ：むっ、そうか。では……そうだな。

瞳：今いま頃ごろ、遅ーいっ！




　瞳の叫さけびに、みんなが笑い出す。

　一週間後の技術研修。みんなは、いったい何を得るのか。

　それぞれの思いを胸むねに、時間は過すぎていく。







◆Opening02◆放課後の大おお騒さわぎ


Scene Player ─── 敷島あやめ






　キーンコーンカーンコーン───終業を伝えるベルの音が、校こう舎しやに鳴なり響ひびく。

　明日から始まる四連休。何をして遊ぶか、早速話し合いを始める生徒たち。

　その中に、あやめの姿もあった。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはあやめです。あと、コウも登場してください。

コウ：俺もか。了解だ。

あやめ：んじゃ、まずは侵蝕率を上げるね。……うわっ、８点も上がった！

コウ：10、８と高い目が続いてるな。俺は６点上昇だ。

ＧＭ：では、状況を説明しましょう。舞ぶ台たいは放課後の教室になります。前のシーンから日が経たちまして、問題の四連休の前日となります。

あやめ：ああ、もうそんななんだ。

ＧＭ：ええ。周囲では、生徒たちがこの四連休に何をして遊ぶかと、楽しそうに話している。隣の席にいる千鳥も、連休にワクワクしてる感じですね。

あやめ：相変わらず、元気よさそうだね（笑）。

ＧＭ：もう元気溢れまくりですよ（笑）。しかも今は連休中の予定について考えているのか、少々興奮気味ですね。そして、そんな彼女の首元で、銀のチェーンがきらりと輝く。

あやめ：銀のチェーンって……前の巻でプレゼントしたダブルクロスのペンダント？

ＧＭ：その通りです。

あやめ：ちゃんと付けてくれてるんだね。ちょっとしたことだけど、これは嬉しい（笑）。

神月：千鳥のあやめへの好感度を考えると、手放す方がありえんと思うぞ（笑）。

瞳：確かにね～（笑）。

ＧＭ：さて、そんなあやめ大好き千鳥ちゃんなわけですから、もちろん、この四連休を一緒に過ごそうと話し掛けてくるわけです。

神月：（いきなり千鳥になり）「ねえ、あやめ！　この四連休ってさ、何か予定入ってる？　よかったら一緒にどっかに遊びにいかない!?」（一同爆笑）

ＧＭ：という感じで、千鳥があやめに訊きいてくるわけでございます（笑）。

瞳：なんか、すっかり千鳥＝師走しわすさんになってるよなぁ（笑）。

神月：いやー、ついやっちゃうんですよね（笑）。

ＧＭ：こっちとしては楽ですし、助かってます（笑）。

神月：では引き続き、千鳥をがんばらせていただくということで！（笑）

ＧＭ：お願いします！（一同笑）さてさて、そんなわけで、千鳥があやめの予定を訊いてくると、そこにカインも乗っかってきますよ。

あやめ：おおう。

ＧＭ：にこやかに微笑ほほえみながら、カインが言う。「敷島さん、紫倉さん、休み中にどこか遊びに行くの？　よかったら混まぜてもらえないかな？」

神月（千鳥）：「別にいいよ～。何なら、陸原も呼よんでみる？　そんで、あたしとカイン君、あやめと陸原でＷデートでもしてみるとか！」（笑）

あやめ：デ、デートって!?　いきなり、すごい提てい案あんしてきたーっ！（笑）

ＧＭ：師走さん、すごいなぁ（笑）。

神月：いや、男女で二対二ですし、ここはＷデートを提案すべきところでしょう！

あやめ：言い切ったーっ！（一同爆笑）

瞳：そう思ってもさらりと提案できるのはすごいよ（笑）。

あやめ：と、とりあえず、あたしは予想外の提案にあうあうしてます（笑）。

コウ：俺は何だか名前を呼ばれたんで、あやめたちの方を見るが。

ＧＭ：では、そこでカインが話はなし掛かけますよ。「紫倉さんの発案で、みんなで遊びに行かないかって話になってるんだけど、よかったらコウ君もどうだい？」

コウ：行かない。もう予定が入っている。




　一いつ刀とう両りよう断だんである。




ＧＭ：突つき放はなした言い方に、ガーンっとショックを受けるカイン（笑）。「……ち、ちなみに予定って、どんな予定なんだい？」

コウ：お前に言う必要はない。

ＧＭ：「そう言わずに、僕ぼくたち友達じゃないか」（笑）

あやめ：相変わらず、めげない人だね（笑）。

コウ：ぼそりと答えるぞ。……お前と友達になった覚えはないんだが。

ＧＭ：ガーンッ！　カインは再ふたたびショックを受けた様子でよろめく（一同笑）。

コウ：というか、こいつと友達になるほうが無茶だろ。正体についてはまだ知らないから、つっかからないが内心では疑うたがいまくってるんだ。

瞳：ＵＧＮでも正体のつかめてないオーヴァードだしねぇ。

ＧＭ：まあ、そりゃそうですよね（笑）。

コウ：ああ、そうだ。ついでだから言っておこう。……ちなみに、あやめも四連休には予定が入ってるぞ。

あやめ：えっ、ちょっ！　ここでコウ君がそれ言うの!?（笑）

神月：キュピーンッ！（千鳥の目が輝かがやいたらしい）

あやめ：何かロックオンされたーっ！（笑）

神月：（再び千鳥になり）「予定って……四日全部？」

コウ：ああ、全部だ。

神月（千鳥）：「もしかしてお泊まりで？」

コウ：そうなるな。

神月（千鳥）：「ほうほう。……ところでひとつ質問してもいいかな？」

コウ：何だ？

神月（千鳥）：「何で、陸原があやめの予定なんて知ってるの？」（笑）

あやめ：えっ、いやそれは、その……！

ＧＭ：「はっはっはっ。紫倉さん、そんなの決まってるじゃないか」カインがほがらかに笑いながら言う（笑）。

神月（千鳥）：「……ああっ！」（ぽんっと手を叩く）

あやめ：えっ？　「ああっ！」って今、何を納得したの？

神月（千鳥）：「ごめんね、あやめ。私、気が利かなくてさ」

あやめ：いやいやいや、何を言ってるのか分からないよ？（笑）

ＧＭ：「みなまで言わないで。大だい丈じよう夫ぶ、分かってるから！」優やさしい笑顔の千鳥（笑）。

あやめ：いや、分かってないよ！（笑）ねえ、コウ君からも何か言って！

コウ：では、「むっ」と一言うめいてから、考かんがえ込こんで……。

瞳：考え込んで？

コウ：……。

一同：……（[image: ]コウを見てる）。

コウ：（ぽつりと）予定や行き先については言えない。

あやめ：そうじゃないでしょーっ！（一同爆笑）

コウ：……何か間ま違ちがったことを言ったか？　本気でよく分からないと、首を傾かしげる（笑）。

あやめ：ううっ、そうだよね。コウ君はごまかしなんてできないよね。……ちなみに今の言葉に、千鳥とカイン君は？

ＧＭ：にこり（笑）。

あやめ：ああ……（笑）。ただの研修しに行くだけのはずが、どうしてこんなことに。

ＧＭ：あっ、ちなみに周囲の生徒たちもびっくりしてますね。「えっ、あのふたり付き合ってたのかよ!?」「そういえば、最近よくふたりでいるような……」

あやめ：はにゃっ!?　そうか、あんな大声で喋しやべってたらまる聞こえじゃん！

瞳：（生徒になって）「俺、この間、敷島が陸原の家に行くの見たぞ。しかも、スーパーの袋ふくろ片かた手てにさ」「マジかよっ！　陸原の野や郎ろう、いつの間に！」（笑）

あやめ：あうあうっ！　違ちがう、違うのーっ!?（笑）

コウ：ふむ……。みんな、どうしてそんなに騒いでるんだ？

あやめ：一番の原因が、何にも気づいてないっ!?（一同爆笑）




　もう、てんやわんやである。




ＧＭ：とまあ、教室が騒そう然ぜんとなるわけですが、それが落ち着いたところで、カインが言います。「まあ、何にせよ、この連休中に四人で遊ぶのはちょっと無理みたいだね」

あやめ：あー、うん。ごめんね。

ＧＭ：カインに続くように、千鳥も言います。「となると、次に会えるのは連休明けの学校かね～。四日もあやめと会えないなんて、寂さびしいなぁ」

あやめ：ううーっ、本当にごめん！　今度、埋うめ合あわせするから！

ＧＭ：あやめの言葉に、千鳥はくすりと笑って。「むふふ、期待してるよーん。んじゃ、連休明けにね！」そう言って、彼かの女じよは教室から出て行きます。

あやめ：ばいばーいって、手を振ふって見送るよ。

ＧＭ：千鳥が出て行くと、カインも立ち上がり。「僕もお先に失礼するよ。敷島さん、コウ君」

あやめ：あっ、うん。カイン君もまたね。

コウ：俺は返事はしないで、ただ一いち瞥べつだけ返す。

ＧＭ：コウのそんな態度にも慣なれたのか、カインはくすりと微笑みを返して歩き出します。そして、あやめの横を通りすぎる時に、あなたにだけ聞こえる声で一言。「そうだ、敷島さん。……旅先で、きっといいことがあるよ」

あやめ：えっ、それってどういう……。

ＧＭ：あやめが聞き返そうとした時には、すでにカインは教室を後にしています。

あやめ：うーん、何だか意味深な一言だったけど……。

コウ：不思議そうにしてるあやめに、怪け訝げんそうに問う。……どうした、あやめ？　カインが何か言ったのか？

あやめ：んー、旅先でいいことがあるとか、何とか……。

コウ：……どういう意味だ？

あやめ：よく分かんない。まあ、とりあえず、あたしたちも行こう。明日の準じゆん備びもあるしさ。

コウ：分かった。




　あやめも立ち上がり、コウとともに教室を後にする。

　そんな彼女の思考を埋めるのは、四日間の研修のことだ。

　明日の今頃には、綾間市を離れ、ＵＧＮの研究所に着いているだろう。

　そこで、自分はどんな経験をすることになるのか。




　あやめは期待と不安を胸に家路に着く。

　そして、次の日───。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle01◆山やま奥おくに広がるのは


Scene Player ─── 神月正義






　深い緑に囲まれた山間部の道を、神月たちを乗せたマイクロバスが進む。

　街の喧けん騒そうはすでに遠く、開け放たれた窓まどから流ながれ込こんでくる風は、緑の匂においが濃こい。

　───たまには、こういうのも悪くはないな。

　流れていく風景をのんびりと眺ながめながら、神月はそう思った。




ＧＭ：では、ミドルフェイズになります。最初のシーンプレイヤーは神月から。全員登場でお願いします。

コウ：了りよう解かい。侵しん蝕しよく率りつを上げるぞ。……２点上じよう昇しよう。

神月：よい出目じゃないか。よし、今回は私わたしも低い目を……くあっ、今度は８かっ！

瞳：なんか、出目が走るねえ。わたしもまた８だよ。とほほ。

あやめ：……。

コウ：どうした、あやめ。いきなり黙だまり込こんで？

あやめ：（ぼそりと）……10が出た。

ＧＭ：はい？

あやめ：また10が出たのっ！　これで出目10、８、10だよっ!?　ミドルに入ったばかりなのに、もう侵蝕率が62％になってるしっ！

一同：62％っ!?

コウ：それは……何というか……。すごいな（笑）。

瞳：わたしだって出目は高かったけど、まだ50％いってないよ？（笑）

神月：一シーン多く登場しているとしても、高すぎだな。もしや、何か起きる前まえ触ぶれか？

あやめ：うわーんっ、勘かん弁べんしてーっ！（笑）

ＧＭ：最初からテンパってるなぁ（笑）。ですが、シーン自体は穏おだやかに始まりますよ。前のシーンの翌よく日じつ。みなさんは電車にゆられること二時間、さらに現げん在ざいはＵＧＮの迎むかえのバスに乗って、ＵＧＮ研究所目指して山間部の道を移い動どう中になります。

神月：そこからスタートか。

ＧＭ：ええ。みなさんを乗せたマイクロバスが、山間の道を軽かろやかに駆かけ抜ぬけていく。

瞳：ちなみに、わたしは超はしゃいでる。サイドウィンドウ全開にして、身を乗り出しながら、吹ふき込こんでくる風を顔に受けて、「きゃー！」とかってやってる（笑）。

あやめ：瞳ちゃん、ノリノリだね（笑）。

神月：こらこら、瞳くん。楽しむのはいいが、危あぶないから、あんまり身を乗りだすのはやめなさい！　ハラハラしながら、注意しよう（笑）。

コウ：というか、瞳。お前、一番来るのを嫌いやがってなかったか？（笑）

瞳：そうなんだけどね（笑）。ほら、わたしって親が犯はん罪ざい者しやだったり、子こ供どもながらにエージェントしてるじゃない？　こういう風に遠出するっていうか、旅するみたいなのってあんまなくて、はしゃいじゃうわけよ。

神月：瞳くん……。

瞳：それに今回は、コウとふたりじゃなくて、あやめに神月先生もいるからね。なんというかこう……うん、家族で出かけてるみたいだなって思ってさ。

あやめ：瞳ちゃん……。

コウ：……。

神月：なるほど、はしゃいでいたのにそんな理由があったとは……。ならば、ぞんぶんに楽しみたまえ！　むしろ今日は、私をパパと呼よんでくれてもいいぞ？（笑）

瞳：いや、この面子めんつならパパ役はコウで、ママ役はあやめでしょ（笑）。

あやめ：えっ!?（笑）

コウ：年ねん齢れい的てきには釣つり合あいが取れてるな。

あやめ：ええっ!?（笑）

神月：いや、取れてないだろう！　17歳の少年少女に、11歳の子供がいるか！（一同笑）

ＧＭ：それは確かに（笑）。

神月：まあ、よしんばコウが父親役、あやめくんが母親役だとしたら、私は何役になるのだ？

瞳：んー、おじいちゃん？（笑）

神月：おじいちゃんなのかっ！　まさか三十路みそじもいかないうちに、おじいちゃんと呼よばれる日が来ようとは……（笑）。

ＧＭ：ショックに打ちひしがれる神月であった（笑）。さて、そんなこんなで、みなさんが話に華はなを咲さかせている間にも、バスは順調に走り続け、やがて目的地であるＵＧＮ研究所に着きますよ。

神月：ようやく到とう着ちやくか。ここではどんな研究をしているんだ。

ＧＭ：表向きは生物工学研究所となっていて、生物工学の中でも、医学分野の研究が行なわれていることになっています。地上部分にある施し設せつの大半はカムフラージュで、レネゲイドウィルスに関する研究は地下施設で行なわれています。

瞳：レネゲイドの性せい質しつ調ちよう査さとか、ジャーム化を解とくための研究がされてたりするのかな。

ＧＭ：そんな感じです。みなさんを乗せたマイクロバスは、研究棟とうが建たち並ならぶ敷しき地ち内ないを進んでいき、一ひと際きわ大きな建物───管かん理り棟とうの前で止まります。

あやめ：やっと着いたーっ。

ＧＭ：ちなみに研究所の入り口から少し離はなれたところに、オープンカフェのような場所があるんですが、霧きり谷たにはそこにいます。紅こう茶ちやを片かた手てに優ゆう雅がにくつろいでますね。

コウ：おい、日本支し部ぶ長ちよう（笑）。何をしてるんだ。

ＧＭ：紅茶と一いつ緒しよにスコーンなどを食する、英国でいうところのクリームティという奴やつですね。霧谷がみなさんに気づき、にこやかに話はなし掛かけてきます。「みなさん、長旅ご苦労様です。いきなり仕事の話をするのもなんです。一緒に紅茶をしませんか？」

コウ：霧谷……。

瞳：わたしは、無む邪じや気きに霧谷の方にかけていくよ（笑）。わーい！

あやめ：じゃあ、せっかくなのであたしも（笑）。

神月：ふむ、紅茶か。私は味にうるさいぞ。と言いつつ、私も席に着こう。

瞳：いつの間にそんな設せつ定ていがついたのさ？（笑）

神月：イージーエフェクトを取って、料理が得意になった瞬しゆん間かんからだ！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、三人は席に着きましたが、コウはどうします？

コウ：……渋しぶ々しぶ席に着く。

ＧＭ：では、みなさんが席に座すわったところで、霧谷は早速、紅茶を淹いれ始めます。

神月：ふふっ、お手て並なみ拝はい見けんといこうか。

ＧＭ：じゃあ、どれだけ美味く淹れられるか判定しますか。紅茶は味はもちろん、香りが重要。《虹の香り》を使って、〈ＲＣ〉判定しますよ。

あやめ：エフェクト使ってるーっ!?（笑）

ＧＭ：美味しい紅茶を淹れて、日本支部長としての腕を見せようと思いまして（笑）。

瞳：紅茶の淹れ方は、支部長の技量に関係なくない？（笑）

ＧＭ：何事にも本気で取り組む姿勢が重要なのです（笑）。それじゃあ、判定しますよ～（ダイスを振る）。……おっ、クリティカル！

神月：むっ！

ＧＭ：10……20の……22。霧谷は〈ＲＣ〉を８レベル持ってますので、達成値30ですね。

あやめ：メッチャ高いっ！　これは、すごい紅茶ができそうだね（笑）。

ＧＭ：というわけで、みなさんの前に霧谷の淹れた紅茶が出されます。カップの中では琥珀色に輝く紅茶から湯気が立ち上り、素晴らしい香気が周囲に満ちます。

瞳：じゃあ、霧谷の紅茶を飲んだ瞬間、思わず叫ぼう。……やばいっ、これやばすぎるって！　メチャ美味いっ！　霧谷、あんたのこと見直したわ！（笑）

あやめ：あたしは、あまりのおいしさに絶句してます（笑）。

コウ：料理の味には頓着しない俺も、思わず目をむくな。

ＧＭ：「満足いただけたようで何よりです」にこりと微笑む、霧谷。そして、彼は神月のことをちらりと見ますが。

神月：むう……っ！

あやめ：神月さんが、どう反応するか悩んでる。

神月：……認めるのは悔しいが、達成値30では、認めないわけにもいくまい。仏頂面になって言うぞ。……美味いな。やるではないか、霧谷！

瞳：神月先生のお墨付きが出ました（一同笑）。

ＧＭ：「ありがとうございます」にこりと微笑む霧谷（笑）。さて、それでは一服したところで、霧谷が話を切り出しますよ。「そろそろ仕事の話……といきたいところですが、その前に少々プライベートな話をしてもいいですか？」

あやめ：プライベートな話ですか？

神月：別に構かまわんが。

ＧＭ：では霧谷は、まずコウに訊ききます。「コウさん、学校生活はどうですか？」

コウ：怪け訝げんそうにしながらも真っ正直に答える。……少し気になる奴がいるが、他は特に問題はない。

ＧＭ：「気になる人物ですか？」

コウ：カイン・マイルズという男だ。詳くわしくはあとで説明する。

ＧＭ：「そうですか。……ちなみに友達はできましたか？」

コウ：カイン以外に怪あやしい奴は特にいないな。……と、ピント外れな答えを返すぞ。

ＧＭ：むう、そうきますか（笑）。では、霧谷は溜息をつきながらも、ちらりと瞳の方を見て。「コウさんは、万事こんな調子ですか？」

瞳：もご!?　急に話題を振られて慌てつつ。もぐ、もご、もぐもぐ（[image: ]スコーンを食べてるらしい）。

ＧＭ：いや、何て言ってるか分かんないじゃないですか！（笑）

瞳：はっはっはっ（笑）。紅茶でスコーンを押し流すように吞み込んで言うよ。ま、そんな感じかな～。

ＧＭ：瞳の返答に霧谷は沈ちん痛つうな面おも持もちになります。「そうですか……。学校生活をしていれば、友人のひとりやふたりはできて、性せい格かくも柔やわらかくなると思っていたのですが───」

瞳：あっ、そうだ。最近になって友達はできたかも。

ＧＭ：「本当ですか！」

あやめ：霧谷さん、すごい喰くいついてるね（笑）。

神月：それだけコウのことを気にかけてる、ということだろう（笑）。

瞳：興きよう味み津しん々しんな霧谷に向かって、無言であやめを指差すよ。

あやめ：ほあっ!?　いきなりこっちに話題が！（笑）

ＧＭ：「ほう、あなたが……」彼かれは期待に満ちた視し線せんをあやめに注ぎます。

あやめ：そ、そんなに見つめられると、恥はずかしいよ～。

瞳：まっ、その友人がオーヴァードになっちゃったのは予定外だったけどねえ。あっ、ちなみにオーヴァードになったから友達になったんじゃないよ？　その前から、コウはあやめのことを気に入っててさ～。……などと少々誇こ張ちよう気味にぺらぺら話し始める。

コウ：いや、待て。それは明らかに噓うそ───。

瞳：はい、ストップ！　コウが余よ計けいなこと言う前に猫ねこがむぎゅって、口を押おさえる（笑）。

コウ：もご、もごご、もごもご（一同笑）。

ＧＭ：そうすると霧谷は、瞳の話を訊きいた後。「敷しき島しまさん。コウさんのことをよろしくお願いします」と、真しん摯しにお願いしてきます。

あやめ：は、はぁ、それはまあ……。

ＧＭ：「彼は無愛想な男ですが、本当は友人仲間想いのいい子なんです」まるで息子を頼たのみますと言うかのように、彼はぺこりと頭を下げる。

あやめ：なんで、こんなお見合いみたいになってるんだろう（笑）。とりあえず、がんばってみますと答えておきます。

コウ：では、そんなふたりの会話を聞いてつぶやく。……友人は作った方がいいのか？

ＧＭ：（力強く）「当然です！」

コウ：うおっ!?

ＧＭ：ちなみに友人を作ることは、ロイスを結ぶことに繫がりますから、ジャームになりにくくなるわけですよ。なので、霧谷としては、コウの友人関係の改善を願ってるんです。

神月：ふむ。なかなか深い考えがあるのだな。

ＧＭ：というわけで、彼は滔とう々とうと語り出します。「いいですか、コウさん。あなたも知っていると思いますが、ＵＧＮの最終的な目標はオーヴァードと一いつ般ぱん人じんの共きよう存ぞんです。いずれレネゲイドの真実を公開するべき時がくる前に、友人関係をうんぬんかんぬん───」

コウ：自分を気遣ってくれてるのは、何となく感じられるので、霧谷の忠ちゆう告こくを受け入れておこう。……分かった。友人を作るよう努力する。しかし、瞳は学校にすら行ってないのだが、それはいいのか？

瞳：うわっ、こっちに飛び火してきた!?

ＧＭ：コウの言葉に、霧谷が今度は瞳を鋭するどく見つめる。「瞳さん、小学校に行っていないのですか？　確か、手続きは踏ふんでいるはずですが」

瞳：だって、学校退たい屈くつなんだもん（笑）。

ＧＭ：瞳の返答に、霧谷は困こまった表情になり、神月に「本当に行ってないんですか？」と問いかけるような視線を送ります。

神月：こっちも溜息を吐ついて。……私も何度か説得を試みてはいるのだがな。

瞳：ほら。最近、レネゲイド事じ件けんとか多かったじゃん？　忙いそがしかったのよ！

ＧＭ：「なるほど。現げん状じよう、綾あや間ま市の人員はコウさんと瞳さんだけですからね……。その意見はごもっともです」

神月：そこら辺は何とかできんのか？

ＧＭ：「任にん務むの負ふ担たんをある程てい度ど軽けい減げんすることは可か能のうだと思います。そもそも、みなさんに来てもらったのは、その問題を解かい決けつするためでもあるんです」

神月：ほほう、それは詳しく話を聞かせてもらいたいな。瞳くんを小学校に行かせるためにもな！（一同笑）

ＧＭ：「分かりました。こちらとしても、その点については協力できると思いますよ」霧谷がにこりと微笑ほほえむ。

瞳：あー、何だか変なところで共同戦線ができ始めてるなー（笑）。

ＧＭ：さて、そんなこんなでコウと瞳のプライベート話をしてきたわけですが、紅茶も切れたところで一いつ旦たんお開きになります。

あやめ：この後はどうすればいいの？

ＧＭ：来客用の宿しゆく泊はく室しつがすでに準じゆん備びされてますので、まずはそれぞれの部屋に荷物を置きに。その後、神月は霧谷と会議、あやめは検けん査さと研けん修しゆうになります。コウと瞳は、どちらか好きな方に同行していいですよ。

コウ：そうか。じゃあ、俺は会議の方へ行こう。カインについて話しておきたい。

瞳：コウが会議の方に行くなら、わたしは、あやめに同行しようかな。ひとりじゃ心細いだろうしね。

あやめ：ありがとう、瞳ちゃん！

瞳：気にしないでいいよ～。ニカッと笑顔を返す。

ＧＭ：では、みなさんのその後の行動も決まったところで、宿泊室へ移動してシーンを切りましょう。







◆Middle02◆これから為なすべきことは……


Scene Player ─── 陸原コウ






　宿泊施設に荷物を置いたコウは、霧谷の待つ会議室へと向かう。

　今後の綾間市における活動について話し合うためだ。

　話すべきことはたくさんある。

　自分のこと、カインのこと、ＦＨへの対策、そして───。

　あやめのこと。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはコウ。神月も登場してください。

神月：了解だ。侵蝕率は６点上昇。少し落ち着いてきたか。

コウ：俺は８点上がりだ。

ＧＭ：さて、先ほどのシーンのあと。霧谷と一度別れたおふたりは、部屋に荷物を置き、今は研究所の地上部分にある会議室へとやってきたところになります。

コウ：霧谷と話し合いをするためか。

ＧＭ：はい。定員十名ほどの、それなりに広い会議室の中。霧谷は、部屋の中央に置かれたテーブルの席に、ふたりと一緒についています。

神月：すでに会議の準備は整っているわけだな。

ＧＭ：はい。

神月：ならば、早速始めるとしよう。……それで、今後の活動について話したいということだったな。

コウ：とりあえず、先にカインについて報ほう告こくしておいてもいいか？

神月：構わん。それならば、私は待っているよ。

コウ：では、最近の事件があやめを中心に起こっていることと、その事件にカインという少年が関わっていたことを伝える。あと、彼があやめに積極的に接せつ触しよくしたりしていることもだ。……ＵＧＮのデータベースにも載っていない、所しよ属ぞく不明のオーヴァードだ。彼について調べて欲ほしい。

ＧＭ：すると、霧谷はキリッとした支し部ぶ長ちようとしての顔になり。「分かりました。そのカイン・マイルズという人物については調べておきましょう」と言います。

コウ：頼たのむ。俺からの報告はこれでお終しまいだ。

神月：では、次は私だな。霧谷、話を聞かせてもらおうか。

ＧＭ：霧谷はこくりと頷うなずき。「ここ最近、連続してレネゲイド関連の事件が起きたことと、ＦＨの介かい入にゆうが確かく認にんされたこともあり、綾間市に対する関心が高まっています」

コウ：事件ひとつは、街全体を巻まき込こみかねないものだった。注目されるのも当然か。

ＧＭ：「はい。そこで支部新しん設せつが議題に挙がったのです。幹かん部ぶたちの意見は現状、人員さえ確かく保ほできるならば新設するという方向でまとまっています」

神月：ふむ。支部を作ったところで、そこに所属する者がいなくては意味はないな。

ＧＭ：「ええ。ですが現在、日本ＵＧＮは大変人手不足でして」コードウェル博士によるＵＧＮの存そん在ざい否ひ定てい。さらに我わがもとに集つどえと呼よびかけたことによる影えい響きようです。




　ＵＧＮの創設者───アルフレッド・Ｊ・コードウェル博士。

　事故で死亡したと思われていた彼が、ＦＨ幹部として復活したことは、ＵＧＮに少なからず影響を与えている。

　組織の混乱によって活動に支障が出ている他、構成員の離反なども起こっているのだ。




神月：かなりやばい状況なのだな。

ＧＭ：その通り。日本ＵＧＮの人材不足は深しん刻こくになりつつあります。人員の補ほ充じゆうはまさに急きゆう務むといえるでしょう。

神月：もっともな意見だ。

ＧＭ：「そこで、神月正義さん。あなたをＵＧＮ支部長としてスカウトしたいのです」

神月：……はい？（笑）

ＧＭ：「ですから、あなたを支部長としてスカウトしたいんです」（笑）

神月：なんだとっ!?

コウ：それには俺も少し驚おどろくな。

瞳：でもさ、わたしたちの中だと支部長になるなら、神月先生だよねぇ。

あやめ：あー、確かに。

神月：ふーむ。しかし、私には弁べん護ご士しとして正義を執しつ行こうする使命がある……。急に支部長になってくれと言われても、困ってしまうな。

ＧＭ：「支部長の中には、表向きの職しよく業ぎようを持ち、兼けん業ぎようしている方もいますよ」

神月：むっ。つまり、支部長になったからといって、弁護士を辞める必要はないわけか。

ＧＭ：はい、その通りです。

瞳：というか、弁護士じゃない神月先生は、もう神月先生じゃないっしょ。

神月：そうだな。正義を執行してこその私。弁護士は天てん職しよくだと思っている。

ＧＭ：なので、弁護士をしつつ支部長もしてもらうという感じになりますね。「ちなみに、支部長をしていただけるなら、正式に給金も出るようになります」

神月：ほほう。それは興きよう味み深ぶかいな。もう少し詳しく聞かせてもらおうか（笑）。

ＧＭ：では、霧谷はメモ帳にさらさらと金額を記入して。「……このぐらいでどうでしょうか？」すっと神月の前に金額が書かれたメモ書きを提示します。

神月：いや、これぐらいでどうだ？（スラスラ）

ＧＭ：「いや、さすがにそこまでは……。でしたら、事務所の一階をレストランにして、副業としてみては」（一同笑）

コウ：おいおい。最初からそこまで見み込こむな（笑）。

ＧＭ：ともあれ、そんな感じで交こう渉しようは進んでいきまして……。

神月：まあ、これぐらいでよかろう……。と一段だん落らくするわけだな（笑）。しかし、まだ支部長を受けるには足りんな。

ＧＭ：他に何か条じよう件けんがあると。

神月：そうだ。もし、支部を綾間市に新設するならば、人員の増ぞう加かも条件として組み込んでおきたい。具体的には、とある少女が小学校にいけるようにするために！（一同笑）

ＧＭ：「なるほど……。それはこちらとしても考えてはいます。そうですね。支部新設の際さいには───」と、霧谷が告げたところで事件が起きます！

コウ：むっ！

ＧＭ：突とつ如じよ、外でズズンッと爆ばく発はつが発生し、その衝しよう撃げきで管理棟が微かすかに揺ゆれます。

神月：今の爆発は何だっ!?　がたりと立ち上がる。

ＧＭ：さらに爆発音に続いて、管理棟内に緊きん急きゆう警けい報ほうが鳴なり響ひびきますよ。そして、所員のひとりが、会議室に慌あわただしく飛とび込こんできて叫さけびます。「た、大変です！　敷地内にＦＨの戦せん闘とう部隊と思わしき集しゆう団だんが侵しん入にゆうしてきました！　現在、警けい備び隊たいが応おう戦せん中です！」

コウ：ＦＨか……っ！

ＧＭ：飛び込んできた所員に霧谷は素す早ばやく戦闘班はんの出動と、非ひ戦闘員の避ひ難なんを指し示じ。そして、おふたりにも協力を求めてきます。

神月：敵てきがＦＨだというならば、力を貸かさぬわけにはいくまい。綾間市を壊かい滅めつさせようとした連中の仲間とあれば手て加か減げんはせん！

コウ：俺はチルドレンだ。もちろん、上司である霧谷の指示に従したがう。

ＧＭ：では、ふたりが会議室をあとにしたところで、一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle03◆検けん査さと出会いと


Scene Player ─── 敷島あやめ






　ＵＧＮ研究所の地下施し設せつ。研究区画にある一室で、あやめは検査を受けていた。

　各種計けい測そくに血けつ液えき採さい取しゆ、さらにはＣＴスキャンなど。検査項こう目もくは多た岐きに亘わたったが、検査自体は普通の健康診断と大差なかった。もっと怪あやしげな検査を想そう像ぞうしていたあやめは、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしつつ、ぽつりとつぶやく。

「何だか、健康診しん断だんみたいだな～」




ＧＭ：次はあやめのシーン。地下施設で検査を受ける場面になりますんで、同行を申し出ていた瞳も登場してもらえますか。

あやめ：よーし！　今度こそ低い目、今度こそ低い目……！　ていやっ！（ダイスを振ふる）……って、ギャーッ！

神月：おいおい、なんて悲鳴を上げるんだ（笑）。

あやめ：だって、また10が、また10がーっ！

一同：ギャ───ッ!?

コウ：ここまでくるとすごいな。ある意味、神懸がかった出目だ（笑）。

あやめ：こんな方向に神懸かっても嬉しくないーっ！（笑）

瞳：あやめ、苦労してるねぇ（笑）。あっ、ちなみに、わたしは４点上じよう昇しようした。

あやめ：うらやましい……（一同笑）。

ＧＭ：さて、それでは状じよう況きようを説明しましょう。ちょっと時間を遡さかのぼりまして。コウたちが会議してる、その頃ころという感じになります。

瞳：はいはい。あやめの検査とかするんだよね。

ＧＭ：はい。ＵＧＮ研究所の地下施設の研究用区画。その一室であやめは、採さい血けつやら、ＣＴスキャンやらで検査を受けて、つい先ほど解かい放ほうされました。

あやめ：じゃあ、少しぐったりしてるかも。あ～、やっと終わった……。

瞳：おつかれさま～。

ＧＭ：検査結果についてですが、簡かん易い的てきなものについてはすぐ出ます。研究員が言う。「詳くわしいことはもう少し調べないと分かりませんが、現げん状じようあなたの体内のレネゲイドは安定しているようですね。少なくともすぐにジャーム化するような要よう因いんはありません」

あやめ：ほっ、よかった。

ＧＭ：「ただ……」

あやめ：ただ？

ＧＭ：「いえ、ずいぶん特とく殊しゆなレネゲイドをお持ちだと思って」研究者は、ちょっと好こう奇き心しんに目を輝かがやかせながら言います。

瞳：いかにも研究者っぽい興きよう味みの持ち方だねえ。あやめは友達だからね。変なことしたら……猫ねこに爪つめで顔をひっかかせちゃうよ～。と、ちょっと脅おどしておこう（笑）。

ＧＭ：研究者は降こう参さんのポーズを取ります（笑）。「ただ珍めずらしいタイプのレネゲイドだったんで興味が湧わいただけです。別に何かしようとは思ってませんよ」

あやめ：あの、珍しいって、どういうことなんでしょう？

ＧＭ：すると研究者はレネゲイドについて説明してくれます。「そもそもレネゲイドそのものが多た様よう性せいを持つウィルスなんですが、その中でも特とく異いな性せい質しつを持つものが、ごく稀まれに存そん在ざいするんです」

あやめ：つまり、その特異なレネゲイドっていうのが、あたしに感かん染せんしてるんですか？

ＧＭ：「ええ。起き源げん種しゆと呼よばれるものです」

あやめ：起源種……。ぽつりとつぶやくと同時、ノイマンの高速思考でその性質について、ふっと理り解かいしちゃっていいですか？（笑）

ＧＭ：その程てい度どなら問題ありませんよ（笑）。では、あやめは起源種がエフェクトの力を増幅させることに特化した性質を持つことを認識しました。

瞳：さすがノイマン！

ＧＭ：研究者は最後にひとつ。「しかし、どういう経けい路ろでこの起源種があなたに感染したのやら」中東の遺い跡せきから拡かく散さんしたレネゲイドの多くは変へん質しつしていて、このタイプは本当に珍しいのにと、興きよう味み深ぶかそうにつぶやく。

あやめ：心当たりは……ないです。普ふ通つうの高校生というか、普通の生活してきたんですけれども。

ＧＭ：そう言うと研究者は本当に不思議そうに首を捻ひねります。「まあ、でも力自体は安定していますから大だい丈じよう夫ぶですよ」そう告げて、彼かれは立ち去ります。

あやめ：うーん、起源種に感染した理由か……。

神月：ふむ……。あやめくんは、ランペイジに殺されたことで覚かく醒せいしたのだったな。となると、奴やつが起源種だったということか？

瞳：どうだろ。感染したのはもっと前で、ランペイジはただのきっかけ、って可か能のう性せいもありえる。

ＧＭ：レネゲイドの潜せん伏ぷく期間や発はつ症しよう条じよう件けんには、個こ人じん差さがありますからね。残念ながら、現状では、あやめが何時いつ、起源種に感染したかは分かりません。

神月：ふむ、推すい測そくは立てられても、答えは出せないか……。

あやめ：それなら、あんまり悩なやんでも仕方ないかな。とりあえず、自分はオーヴァードの中でも、ちょっと変わってるらしいと、心にとどめて置くぐらいにしておこう。

瞳：そだね。次は訓練施設に行けばいいんだっけか？

ＧＭ：はい、そうです。

瞳：じゃあ、訓練施設行こうかーと言って案内するよ。

ＧＭ：勝手知ったる何とやら。地下施設の構こう造ぞうは、かつて瞳がこの研究所にいた頃と同じですので、特に迷まようことなく、訓練所までたどり着けます。

瞳：きっと訓練所は、何か特とく撮さつとかの秘ひ密みつ結社が使ってそうなのに違ちがいない。電でん撃げき訓練室があって、ブラックドッグの人がビリビリしてたり（笑）。

あやめ：ええっ（笑）。

瞳：他にも椅子に固定した状態でぐるぐる回してやる遠心力発生装そう置ちが置いてあったり。椅子に座ったオーヴァードの人が、ぐるんぐるん回ってるのを指差して。……これ、回転数最大まで上げるとね、十三Ｇまで上げられるんだよ（笑）。

あやめ：ひぃーっ！（笑）

ＧＭ：さて、訓練用の区画を進んでいくと、やがて射しや撃げき場じように着きます。そして、そこではひとりの少女がふたりを待っている。

あやめ：おっ、どんな人ですか？

ＧＭ：肩かたあたりまで髪かみを伸のばした凛り々りしい少女です。ちなみにルールブックにも載っているキャラクターで、名前は玉野椿たまの・つばきといいます。

あやめ：おおっ！




　玉野椿───『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズで主役を務めたＰＣのひとりで、凛々しいＵＧＮチルドレンの少女。

　ＵＧＮチルドレンの最年長組で、現在は他のチルドレンの訓練教官を務めている。冷静かつ真面目な性せい格かくで、子どもたちから尊そん敬けいされているが、怒おこると大変怖こわい。
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あやめ：お[image: ][image: ][image: ]！　テンションが上がりました（笑）。ＵＧＮチルドレンの教官さんになったんですよね。

ＧＭ：ええ。大人びた雰ふん囲い気きを纏まとっていて、いかにも頼たよりがいのある感じです。

あやめ：かっこいい人だな～って、一いつ瞬しゆん見とれちゃうかも（笑）。

瞳：ＧＭ。せっかくだから、知り合いってことにして、ロイスを取ってもいい？

ＧＭ：はい、構かまいませんよ。

瞳：んじゃ、ロイス取るね。「おっ」って顔になって。やっほー、椿ちゃん。久ひさしぶり～。

あやめ：あたしは初対面だから、きょとんとしてるよ。……瞳ちゃん、知り合い？

瞳：うん。コウの先せん輩ぱいの椿ちゃんだよ。

ＧＭ：「玉野椿です。今日から四日間。あなたの訓練を担たん当とうさせてもらうことになりました。よろしくね」そう言って、にこりと笑って握あく手しゆを求めてきます。

あやめ：こ、こちらこそ、よろしくお願いします！　なんか恐きよう縮しゆくして、顔を真っ赤にしながら手を握にぎり返す。
















ＧＭ：初々しいあやめの反応に、くすりと椿は微笑みます。

あやめ：あうっ！　ますます顔が赤くなっちゃう。照れ照れ（笑）。

ＧＭ：そんな、あやめの様子を温かく見つめる椿ですが、その表情を凛々しいものへと変化させて言います。「それじゃあ、早速だけど訓練を始めましょう」

あやめ：おっ、早速ですか。では、あたしも表情を引き締めて、こくりと頷きますよ。

瞳：んじゃ、あたしはその様子を後ろで見守ってるよ。あやめ、頑張ってね～。

あやめ：うんっ！

ＧＭ：では、シューティングレンジのひとつにあやめは入り、あなたがエフェクトで生み出すものに比較的近い拳銃を、椿から手渡されます。

あやめ：うっ、ちょっとそれは受け取るのを躊ちゆう躇ちよしちゃうかも。

神月：銃ならば、今までにも何度か撃っているではないか。

瞳：いや、あやめが今までに銃を握ってきたのは戦闘中のことじゃん。平時に銃を前に躊躇する気持ちも分かるなぁ。

コウ：普通の女子高生は、拳銃とは無縁だろうしな。

あやめ：うん。でも、ここでおろおろしてても訓練になんないよね。恐る恐る、椿さんから銃を受け取るよ。

ＧＭ：銃を受け取ると同時、ずしりとした重さが、あなたの手にかかる。

あやめ：戦闘の時は気にならなかったけど、銃ってこんな重いんだって、びっくりする。

ＧＭ：驚くあやめに、椿はあなたの銃を握る手を、そっと優しく支えます。

あやめ：えっ？

ＧＭ：「銃は重い？」真剣な表情で訊く、椿。

あやめ：……とても重いです。

ＧＭ：「それは命の重さだよ。銃で撃てば……人は死ぬ」

あやめ：……っ！

ＧＭ：「でも、その銃を撃たなければ失われる命がある」力そのものが悪なのではない。それを扱う者が制御すれば、大切なものを守れるかもしれないと、椿は説く。

あやめ：今までに遭遇した、二回のレネゲイド事件を思い出しながら、こくりと頷きます。

ＧＭ：「あなたが銃を重いと感じるならば、その〝重さ〟を忘れないで。それはとても大切なことだから」

あやめ：はいっ！

ＧＭ：力強い返事に、椿は優しい微笑みを返します。

瞳：んじゃ、そんなふたりの様子を眺めながら、感心して、うんうんと頷こう。……さすがチルドレン最年長の椿ちゃん。言うことが違うねえ（笑）。

ＧＭ：瞳の言葉に、彼女はちょっと照れたようにはにかむ（笑）。というわけで、力を扱う者への心得を説き、実技訓練を始めようというところで───突如、〝ズズンッ！〟という爆発音が頭上から聞こえてきて、ぐらりと地下施設がゆれます！

あやめ：な、何っ!?

ＧＭ：地下施し設せつ内ないに緊きん急きゆう警けい報ほうが鳴なり響ひびき、施設内に設置された通信端末が、ＦＨの襲しゆう撃げきを告げます。さらに、研究員は避ひ難なんを、戦せん闘とう員いんには出撃命令が下されます。

コウ：ＦＨの襲撃ってのは、さっきのシーンであったやつか。

あやめ：あ、あたしも戦いに出た方がいいのかな？

ＧＭ：迷うあやめに、椿が指示を出します。「あなたは避ひ難なん所じよの方へ。研究員の人たちを守ってあげて」

あやめ：は、はい！

ＧＭ：彼女はさらに、瞳へと視線を移して言います。「私わたしは上に行くから、瞳ちゃんはあやめちゃんを避難所まで連れていってあげて」

瞳：オッケー。あやめはまだここに慣なれてないしね。迷まい子ごにでもなったら大変だ。

ＧＭ：では、椿は地上へ、あやめと瞳が地下施設の避難所へと向かったところで、一旦シーン終しゆう了りようになります。







◆Middle04◆動き出す闇やみ


Master Scene






　戦せん禍かに巻まき込こまれたＵＧＮ研究所を、丘おかの上からカインが見下ろしている。

　その視し線せんは、学校での彼からは想像できないほど、冷たく、酷こく薄はくだ。




ＧＭ：では、次はマスターシーンになります。夜の闇に包まれた山中。ＵＧＮとＦＨがぶつかり合う、ＵＧＮ研究所の敷しき地ちを見下ろせる丘の上に、カインがひとり立っています。

コウ：カイン……か。

神月：ふむ。オープニングで何やら意味深なことを言っていたが、やはり来たか。

ＧＭ：ＵＧＮとＦＨは、最初は牽けん制せいし合っていますが、やがて本ほん格かく的てきに戦せん闘とうを開始する。




　飛び交う銃じゆう火か、空間を走る幾いく条じようもの閃せん光こう、炎ほのおや氷、雷かみなり、重力、腐ふ食しよく性せいガス───。

　エフェクトによる攻こう撃げきが、敷しき地ち内ないを乱みだれ飛とぶ。

　悲鳴、咆ほう哮こう、爆ばく音おん……さながら戦場のごとき光景が、そこにはあった。




ＧＭ：……その凄せい惨さんな光景を、カインは冷れい淡たんに観察しながらつぶやく。「そろそろ、頃ころ合あいかな。……エレクトロン」彼の呼よびかけに応おうじて、戦闘服に身を包んだ女じよ性せいが、夜の闇の中から姿すがたを現あらわし、かしずく。

瞳：（エレクトロンになり）「はっ、ここに控ひかえております」

ＧＭ：ああ、まさにそんな感じです。ひざまずくエレクトロンに、カインは一いち瞥べつも与あたえずに命令を下します。「キミの出番だ。彼かの女じよに、〝こちら側〟への道を示しめしてあげてくれ」




　淡たん々たんと告げられる言葉に、エレクトロンが妖艶な微笑みを返す。

　その姿は、従じゆう順じゆんな部下のようにも、何かをたくらむ策士のようにも見える。

　しかし、彼女の心の内は、微笑みという仮面に隠され、うかがい知ることができない。




ＧＭ：……まるで仮面のような笑みを浮かべるエレクトロンに、カインが念を押すように言う。「くれぐれもやり過ぎないようにしてくれ。キミは、加減というものを知らないところがあるからね」

神月：ふむ。このエレクトロンというエージェント、どうやら厄介な人物のようだな。

ＧＭ：カインの言葉にも、エレクトロンは笑みを崩さず、ただ一言。「分かっております」と返す。

瞳：そんなこと言って、内心はどう思ってるんだか。

ＧＭ：はてさて。それは知るのは彼女のみです。




　跪いていたエレクトロンが立ち上がり、一歩後ろに下がる。

　カインは彼女からすでに視線を外している。もはや興味がないとでも言うように。

　それでも、エレクトロンの仮面のような笑みは崩れない。




ＧＭ：……最後に一礼して、エレクトロンは姿を消します。そして、彼女はＵＧＮ研究所へ向かい、《通信支し配はい》と《ドミネーション》というエフェクトを使用。退たい場じようします。

神月：《通信支配》に、《ドミネーション》？

コウ：ブラックドッグ専せん用ようのエネミーエフェクトだな。《通信支配》は通信の支配と妨ぼう害がい、《ドミネーション》は建物ひとつのセキュリティを支配する効こう果かがある。

ＧＭ：ちなみに、具体的に何が起こるかは次のシーンで説明しますので。

あやめ：どっちの効果も、嫌いやな予感しかしないんですけど（笑）。

ＧＭ：まあ、それを言ったら、そもそも敵てきのやることですし（笑）。ともあれ、エレクトロンが姿を消し、ひとりきりになったカインがつぶやきます───。




「さあ、〝こちら側〟へもう一歩踏ふみ出だしてもらうよ。僕の〝アルテミス〟」

　まるで恋こいに焦こがれるような、熱を帯びた言葉。

　それは、ひどく不ふ吉きつな響ひびきをもって、夜の闇へと溶とけていく。







◆Middle05◆襲しゆう撃げき者しやを退しりぞけろ！


Scene Player ─── 陸原コウ






　戦場と化したＵＧＮ研究所の地上エリア。

　臨時の戦闘基地と化した管理棟のロビーに、コウは神月とともにやってきた。

　慌ただしくエージェントたちが行き交う中、玉野椿が、仲間に指示を出している。




ＧＭ：では次のシーン。まずは地上エリア───コウ＆神月組の方から始めます。場所は管かん理り棟とうのロビー。ここには現げん在ざい、研究所内の戦せん闘とう要員や物ぶつ資しが運はこび込こまれ、仮か設せつ基き地ちとして使用されています。そして、陣じん頭とう指し揮きを取っているのは玉野椿です。

コウ：瞳が知り合いってことになったし、俺おれも玉野と知り合いだってことでいいか？　ロイスを取るから。

ＧＭ：ＯＫです。周囲に指し示じを飛ばしていた椿が、コウに気づきます。「コウくん！」

コウ：久ひさしぶりだな、玉野。とはいえ、再さい会かいを懐なつかしんでる状じよう況きようでもない。現在の戦況を教えてくれ。

ＧＭ：「分かった。でも、その前に……」この人は、と問いかけるように、椿は神月のことをちらりと見ます。

神月：ふむ。彼かの女じよとは初対面だろうし、気にはなるのも当然か。とはいえ、戦闘中にのんびり自じ己こ紹しよう介かいともいかん。手早く済すますとしよう。……神月正義。綾間市で弁べん護ご士しをしているものだ。そして、ＵＧＮイリーガルとして、キミたちに協力している身でもある。

コウ：俺も何度か任にん務むを手伝ってもらった。信用して、大だい丈じよう夫ぶだ。

ＧＭ：神月の自己紹介と、コウの補ほ足そくを聞き、椿は少しだけ考かんがえ込こむような仕草をしてから。「分かりました。頼たよらせてもらいます」と言って、再ふたたび表ひよう情じようを引ひき締しめる。

コウ：そこで改めて訊くぞ。……それで、ＦＨとの戦闘はどうなってるんだ？

ＧＭ：「かなり厳しいよ」最初にずばり告げてから、椿は現状について説明してくれます。




　椿の語った情報は、コウと神月を呻うめかせるのに十分なものだった。

　すでにＵＧＮ研究所は危機的状況にあった。

　セキュリティは敵に乗っ取られ、各種防衛機構は使用不能。地下施設は封鎖され、さらに妨害電波の影響で連絡を取ることすらできないという。しかも、セキュリティ復旧には、システムの再起動が必要だが、地下施設にあるセキュリティルームでしかできないというのだ。




コウ：……なかなか厄介な状況だな。搦め手で来るとは、敵もなかなかやる。

神月：その一言に表情をしかめぞ。……コウ、敵を褒めている場合ではないだろう。地下が封鎖されたということは、あやめくんが……そして、瞳くんが閉じこめられてしまったということなのだぞ!?

コウ：分かってる。だが、俺たちが慌てたところで問題が解決するわけじゃない。

神月：むっ……。だが、しかし───。

コウ：落ち着け、神月先生！

神月：───っ！

コウ：危険な状況でこそ、冷静であれ……。俺はそう教え込まれてきた。ここで、取り乱せば、救えるものも救えなくなるぞ？

神月：……確かに、コウの言う通りだ。一度深呼吸して気分を落ち着けて言おう。……手間をかけさせたな。もう大丈夫だ。さあ、スマートに問題を解決しようではないか！　椿くん、我々が為すべきことを教えてくれたまえ！

ＧＭ：神月の言葉に、椿がこくりと頷きます。というとことで、地上エリアで為すべきことを説明しましょう。まずは、こちらのＭＡＰをご覧ください。




　読者の皆様は、左のＭＡＰをご覧ください。



















ＧＭ：（ＭＡＰを指差しながら）コウと神月がいるのは地上エリアになります。そして、おふたりにしてもらうことは、いわゆる拠点防衛というやつですね。

コウ：拠点防衛？

ＧＭ：はい。ＭＡＰの左上に〝拠点防衛力〟という数値がありますね。これはキャラクターのＨＰのようなものだと思ってください。

神月：ふむ。

ＧＭ：これから、ＦＨの戦闘部隊がＵＧＮ研究所に対して、さまざまな攻撃を仕掛けてきます。ふたりには、それに対して、戦闘や適切な技能での判定という形で応戦してもらうことになります。

コウ：なるほど。その迎撃に失敗すると拠点防衛力が減少するんだな？

ＧＭ：その通りです。

神月：なるほどな。ちなみに、右上にある、この〝援軍ユニット〟というの何なのだ？

ＧＭ：ＦＨ撃退のために協力してくれる、ＵＧＮの戦力ですね。彼らと行動をともにすることで、次のような効果を得られます。





　・戦闘部隊：あらゆる判定のダイスを＋２個する。




　・斥候部隊：〈知覚〉〈情報：軍事〉判定のダイスを＋３個する。




　・工作部隊：〈交渉〉〈知識：爆発物〉判定のダイスを＋３個する。




　・玉野椿：【肉体】に属する技能判定のダイスを＋５個する。






コウ：特定の判定にダイスボーナスをもらえるわけか。心強い！

ＧＭ：ただし、援軍ユニットはひとつ一回しか出撃できませんから、ご注意を。

神月：得意分野が違うようだし、使いどころが肝心ということか。了解した。

ＧＭ：さて、やるべきことを説明したところで、勝利条件と敗北条件を確認しておきましょう。





▼勝利条件



　地下エリアの勝利条件が満たされるまで、ＵＧＮ研究所を守り抜く。


▼敗北条件



　拠点防衛力が０になる。




神月：……勝利条件だが、地下エリアの勝利条件が満たされるまで、とはどういうことだ？

ＧＭ：詳しくは次のシーンで説明しますが、コウと神月が拠点防衛をしている間、あやめと瞳にはセキュリティ復旧をしてもらうことになります。

瞳：そういえば、セキュリティ復旧は地下施設でないとできないんだっけ。

ＧＭ：ええ。なので、地上エリア組には、地下エリア組がセキュリティを復旧するまでＦＨの攻勢に耐えてもらおう、という感じになりますね。

あやめ：ということは、あたしたちががんばれば、その分、地上組の負担を減らせる？

瞳：だね。こっちも気合を入れないと！

コウ：ちなみに、もし地上エリアがセキュリティ復旧より早く、制せい圧あつされたらどうなる？

ＧＭ：ゲームオーバーにはなりませんが、イベントが発生します。そして、クライマックスの戦闘で、敵てきの数が増ふえるので後々きつくなりますよ。

コウ：なるほど……。そうなると地上エリアを落とされるわけにはいかないな。

瞳：ちなみに一いち応おう、確かく認にんするけど、《ハンドリング》で地上に登場できたりはする？

ＧＭ：残念ですが、今回は猫ねこも地下にいるということで、《ハンドリング》による地上エリアへの登場は不ふ可かとさせていただきます。

コウ：両方に登場していると侵蝕率がヤバイことになるし、問題ないだろ。

瞳：そうだね（笑）。

ＧＭ：それでは、地上エリアの第一ターンを始めましょう。まず最初に、情報収集ができます。調べられる項目は次のふたつ。





▼ＦＨの襲撃方法　〈情報：軍事〉判定　難易度10



　成功すると、このシーンでＦＨの襲撃を防ぐのに重要な要素が判明する。


▼ＦＨが研究所を襲撃した理由　〈情報：ＵＧＮ〉判定　難易度８



　成功すると、ＦＨがＵＧＮ研究所を襲撃した理由について情報を入手できる。




神月：敵の襲撃目的も調べられるのか。

ＧＭ：ちなみに１シーンで情報収集できるのは、どちらか片方だけです。ＰＣごとにどちらを調べるか宣言してください。

コウ：なら、まずは敵の出方を調べるか。

神月：そうだな。では、私が調べよう。ダイスは８個振れるし、まず失敗はすまい。〈情報：軍事〉で……むっ、達成値ち６で失敗した！　しかも、財産ポイントをつぎ込んでも届かん！

瞳：うわちゃーっ！

ＧＭ：では、残念ながら敵の出方は分かりません。

神月：すまん、コウ。後は任まかせた！（笑）

コウ：頼まれた。とはいえ、俺は情報収しゆう集しゆうが苦手だ……。ここは作戦変へん更こう。敵の襲撃目的を探さぐろう、こっちならコネが使える。……よしっ、クリティカルした！　達成値14で成功だ。

ＧＭ：では、戦闘中に捕ほ獲かくしたＦＨ戦せん闘とう員いんから情報を聞き出しまして……。




　ＦＨ戦闘部隊の第一目標はＵＧＮ研究所の制圧である。さらに、第二の目標として、研究所の保ほ管かん庫こに隠かくされている、〝賢けん者じやの石〟の確保があるようだ。




コウ：この研究所には、賢者の石が保管されてるのかっ！

神月：むっ、賢者の石とは何だ？　初めて聞く言葉だと首を傾げるが……。

コウ：なら、俺が神月先生に説明しよう。賢者の石とは───。




　賢者の石───高濃度のレネゲイドが、鉱物に溶け込む形で自己保存を行なっているもの。オーヴァードの身体に埋めこむことで、レネゲイドの力を爆発的に高める性質を持つが……。




コウ：……ただし、石の力に適応できる者は少ない。もし、適応できたとしても、力に吞まれてジャーム化する者もいる。適応できなかった者は……死ぬ。

神月：ずいぶん物騒な代物だな。ＧＭ、賢者の石が隠されている保管庫は何処にあるのだ？

ＧＭ：地下エリアより、さらに下層にあります。現在は、地上エリアと地下エリアのように通路が封ふう鎖さされているため、移い動どう不ふ可か能のうな場所となっています。

神月：ふむ……。何にせよ、セキュリティを何とかしないことには、ということか。ならば、今は地上エリアの防衛に全力を尽くすとしよう！




　その言葉を合図に、コウと神月はＦＨを撃退のための作戦会議を始めた。

　だが、敵の出方が分からないため、どの支援ユニットを連れていくのが効率的か判別できない。そこでふたりは、自分たちに足りない能力を補う、斥候部隊を同行させることにした。




ＧＭ：では、コウと神月は、斥候部隊とともに前線へと出撃。研究所周囲の森からＦＨが攻撃を仕掛けてくるのに対して、ＵＧＮは研究棟を防壁代わりにして戦線を維持しています。

神月：では、応戦するＵＧＮエージェントに声をかけよう。待たせたな！　助けに来たぞ！

ＧＭ：神月の声に、ＵＧＮの面々の緊張が一瞬だけ緩みます。しかし、その直後、ＦＨが陣取っている森から、無数の小型ミサイルが飛んでくる！

コウ：なっ!?

ＧＭ：このシーンにおけるＦＨの攻撃は、携行型ミサイルによる大火力攻撃！　こちらが20＋５Ｄ10を振り、目標値を出します。そして、ふたりには一回ずつ攻撃を行なってもらい、ダメージを合計。目標値との差分があった場合、その分、拠点防衛力が減ります！

コウ：つまり、向かってくるミサイルをたたき落とせってことか！

神月：なるほど。しかし、私の攻撃なのだが、ミサイルに効くのだろうか？（笑）

ＧＭ：効きます（笑）。さすが神月、ミサイルすら恐きよう怖ふする幻覚を操るとは！

コウ：いや、それはもう幻覚でもなんでもない気がするぞ！（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。さて、それでは目標値を出しますよ。おりゃ！　……目標値は49です！

コウ：ちっ、いい出目だな。これは手加減できる状況じゃなさそうだ！　研究棟の影から飛び出して、全力で攻撃するぞ！




　飛来するミサイル群を前に、コウはひるむことなく前へと飛び出す。

　異形化した右腕が振るわれる度に、撃墜されていくミサイル！




コウ：よし、こっちもいい出目だ！　ダメージ35点！

ＧＭ：うおっ！　一気に目標値に迫りましたね！

神月：よくやった、コウ！　あとは私に任せろ！　《絶対の恐怖》その他で攻撃だ……って、命中判定が17で止まった!?　ダメージは……な、７点（笑）。

ＧＭ：７点足りませんね（笑）。次々と打ち落とされていく小型ミサイルですが、そのうちの何発かは、迎撃網を抜けて着弾。爆発に巻き込まれ、ＵＧＮエージェントや、研究所の施設に少なからぬ被害が出ます。拠点防衛力が７点減げん少しようして、23点になりました！

神月：むうっ、まさかこのような結果に！　みんな、すまん！

コウ：ダイスゲームなんだから、こんなこともあるさ。神月に声をかけよう。……落ち込んでる暇ひまはない。ミスは次で取り返せばいい。

神月：……分かった！　この失態は、次の迎撃で払ふつ拭しよくするとしよう！　しかし、今日はよくよくコウに励まされる日だな（笑）。

コウ：人生は長い。そういう日もある。さあ、一度管理棟に戻って、体勢を立て直そう。

ＧＭ：では、ふたりが怪我人を連れて、管理棟へと引き返したところでシーン終了です。
















◆Middle06◆逃とう亡ぼう者しやを追おい詰つめよ


Scene Player ─── 敷島あやめ






　セキュリティの異常によって封鎖された地下エリア。

　避難所に逃れていたあやめは、異常事態の回復のために、静まり返った通路を走っていた。




ＧＭ：次に地下エリア組に参りましょう。シーンプレイヤーはあやめ。一緒に地下に残っている瞳も登場をお願いします。

瞳：ほいほい。……ん、侵蝕率は５点あがって、きっかり60％だ。

あやめ：あたしも５点上昇だね。でも侵蝕率は77％だけど！（笑）

ＧＭ：あやめだけ、一回り……いや、二回りほど高いですね（笑）。

あやめ：とほほ～。

瞳：さて、地上はずいぶんと派手なことになってたけど、こっちはどんな状況なのかな？

ＧＭ：では、演出させてもらいましょう。おふたりは現在、地下の避難所を出て、セキュリティルームへ向かっている最中だと思ってください。

瞳：乗っ取られたセキュリティを復旧するためだね。

ＧＭ：その通り。ちなみに、地下に残っていた数名の警備員が先に、様子見に出て行きましたが、一時間経っても戻る気配はなく、妨害電波の影響で連絡を取ることもできていません。

あやめ：うっ、何だか嫌な予感がするんだけど……。

ＧＭ：そんなわけで、警備員以外は非戦闘員の研究員しかいないため、おふたりが地下エリアの様子を探ることになったわけです。

瞳：りょーかい。んじゃ、セキュリティルームに向かって走りながら、あやめに話し掛ける。……ただの研修のはずが、とんだ実戦訓練になっちゃったね。あやめ、大丈夫？

あやめ：それにはちょっと緊張した面持ちで答える。……大丈夫だよ。心配してくれて、ありがとう、瞳ちゃん。

瞳：いえいえ。本当はわたしだけで解決できればよかったんだけどね。わたしの能力は支援特化だからさ。状況によっては、あやめを頼らせてもらうことになると思う。ごめんね。

あやめ：そんな、謝らないでいいって！　むしろ、頼ってもらえて嬉しいんだからさ！　瞳ちゃんを元気づけるように、ガッツポーズをしてみせるよ。

瞳：あやめ……。今の言葉にはじーんっときちゃうな（笑）。

ＧＭ：さて、そんな感じで言葉を交わしつつ走るふたりは、やがてセキュリティルームにたどり着きます。そして、部屋の前で倒れている警備員たちを発見しますよ。全員ぴくりとも動かきません。どうやら、死んでいるようです。

あやめ：うあ……っ！

瞳：……警備員の遺体に近づいて調べるよ。どんな風にやられたか分かる？

ＧＭ：どれも急所───頭部や心臓などを一撃で〝何か〟に撃ち抜かれています。傷跡は焼けこげていて、遺体からの出血はありません。

瞳：焼けこげた傷跡……レーザーか何かかな。だとしたら、敵はエンジェルハィロゥのシンドロームかもしれないわね……。ぽつりとつぶやく。

ＧＭ：では、瞳がつぶやくと同時、すぐ近くの壁に設置されている通信端末が、勝手に立ち上がり、モニターに映像が映し出されます。

あやめ：な、何？

ＧＭ：モニターに映っているのは、髪も瞳も、全身を包む戦闘服も、すべてが黒で統一された長身の女性です。ちなみにエレクトロンですね。彼女は妖艶な微笑みを顔に貼りつけながら話し掛けてくる。「きたわね、〝アルテミス〟。……それに、〝死の舞踏ダンスマカブル〟も一緒なのね」

瞳：遺体を調べるのを中断して、モニターに映るエレクトロンを鋭く睨みつけて言う。……あなた、ＦＨエージェントね？

ＧＭ：「ええ。コードネーム〝エレクトロン〟。今回の作戦の指揮を任されているわ」

瞳：そう……。ねえ、ひとつ訊かせて。……彼らを殺したのは、あなたなの？




　底冷えするような声音で、瞳が言葉を紡ぐ。

　それに対して、エレクトロンは変わらぬ笑顔のまま───。




ＧＭ：「そうよ」大した問題ではないと言うかのように、彼女はあっさりと肯定する。

あやめ：どうしてそんなこと……っ!?

ＧＭ：「セキュリティのシステム再起動に必要なマスターキーを渡さなかったからよ。邪魔者は排除するしかないでしょう？」くすくすと笑いながら、彼女は言います。

あやめ：そんな……ただ、それだけで……？

ＧＭ：「そう、それだけの理由。でも、ＵＧＮを殺すのには十分な理由ね」

瞳：……あんた、イカれてるわ。ギリッと歯嚙みしながら、エレクトロンを睨むよ。

ＧＭ：怒りに満ちた瞳の視線にも、エレクトロンの表情は変わらない。妖艶な笑みが仮面のように張り付いている。「無駄話はこれぐらいにしましょう。本題に入ってもいいかしら？」

あやめ：本題？

ＧＭ：「あなたたちに、ちょっとした遊戯に付き合ってもらいたいのよ」

瞳：遊戯？

ＧＭ：「今、この研究所のセキュリティは私が支配している。ちなみに、システム復旧に必要なマスターキーは私の部下が持って、あなたたちのいる階層に隠れてるわ」

瞳：なに？　あたしたちに隠れん坊の鬼役でもやれっての？

ＧＭ：「あら、察しがいいわね。その通りよ。私の部下からマスターキーを奪い返して、セキュリティを復旧できるか。そういう遊びね」というわけで、地下エリア組が為すべきことについて説明しましょう（地下エリアのＭＡＰを開示する）。
















あやめ：（地図を見つつ）エリアが六つに分かれてるね。

ＧＭ：この六つのエリアのどこかに、マスターキーを持つＦＨエージェント───逃走者が隠れていて、居場所を探るための判定をすることで、場所の絞り込みが行なえます。ちなみに、達成値が高いほど、場所を絞り込めます。

瞳：ふむふむ。ちなみに左下にある〝捕縛難易度〟ってのは？

ＧＭ：逃走者を発見できても、即座にマスターキーを奪還できるわけではありません。発見後に〈知覚〉もしくは〈知識：追跡〉判定を行ない、その捕縛難易度以上の達成値を出して、ようやくマスターキーを奪還できます。

あやめ：なるほど……って、捕縛難易度25とかって高すぎない!?

ＧＭ：ああ、それは下げる方法があるんです。セキュリティを部分的に復旧するという形で、次の判定に成功すれば、捕縛難易度を下げられます。





▼隔壁操作　〈知識：機械操作〉　難易度10



　一部の隔壁の制御を取り戻すことで、逃走者の動きを妨害して捕縛難易度を５点下げる。


▼監視カメラ復旧　〈知識：機械操作〉　難易度10



　監視カメラの制御を取り戻し、逃走者の居場所を調査することで捕縛難易度を５点下げる。




瞳：ふたつ成功すれば、合計で10点下げられるわけね。

ＧＭ：はい。ただし、セキュリティの部分復旧を行なった場合、そのシーンでは逃走者の捜索ができなくなるのでご注意を。ちなみに、地下エリア組の勝利条件と敗北条件は───。





▼勝利条件



　逃走者を捕まえ、マスターキーを奪還する。


▼敗北条件



　マスターキー奪還の前に、地上エリアが制圧される。




ＧＭ：……となります。

瞳：了解。結構厳しいけど、何とか最短でクリアできるようにがんばらないとね。

神月：うむ、頼むぞ。瞳くん、あやめくん。我々も何とか持ち堪えてみせる！

ＧＭ：では、さっそくですが、逃走者の居場所を特定するための判定を───。

瞳：いや、今回は逃走者は追わないよ。

一同：えっ？

瞳：今回はセキュリティの部分復旧に徹てつする。わたしとあやめの両方が成功すれば、逃亡者を捕まえるための難易度が15まで下がる。逃走者を捜すのはそれからで！

あやめ：確かに、その方が効率的だけど……。でも、あたしたちの能力値じゃ、ふたり同時に〈知識：機械操作〉判定に成功するのはきつくない？　難易度も高めだし。

瞳：まあねえ。……ＧＭ、地上エリアの援軍ユニットみたいなの、こっちにはないの？

ＧＭ：地下に残った人員は非戦闘員の研究者なので、いないですね。

瞳：んー……研究員にセキュリティの部分復旧の手伝いをしてもらうとかダメかな？

ＧＭ：ふむ……。

神月：研究員の中には、セキュリティに詳しい奴がいてもおかしくはないと思うが？

コウ：戦闘させるわけでもないしな。

ＧＭ：そうですね……。ではこうしましょう。おふたりで、難易度８の〈交渉〉判定をしてください。ひとりでも成功したら、研究員が協力してくれます。

あやめ：〈交渉〉か～。神月さんがいてくれればなあ（笑）。

神月：すまんが、ＦＨの相手で一杯一杯だよ（笑）。

瞳：まっ、何とかがんばってみましょ。

あやめ：うう、成功できるかな……。ダイス２個で技能なし。８出ろ、８っ！　えいっ！（ダイスを振る）　……おっ、やった！　達成値９で成功！

瞳：わたしも８で成功したよ～。

ＧＭ：おおっ、ダブルで成功しましたか！　では、研究者の協力を取り付けられますよ。

瞳：んじゃ、一度避難所に戻って、研究者に事情を説明して協力を要請ってことで。……地上で戦ってる仲間を助けるためにも、わたしたちはセキュリティ復旧のために動くつもり。手伝ってくれる人はついてきて！

ＧＭ：瞳の言葉に、顔を見合わせる研究者たち。その表情に浮かぶのは、恐怖や戸惑いです。

あやめ：あたしたちだけじゃ難しいけど、みなさんの力があれば乗り越えられるかもしれないんです。お願いします。力を貸してください！

ＧＭ：ふたりの言葉に沈黙する研究者たち。しかし、しばらくして研究者のひとりが前に進み出ます。「……分かった、協力しよう」

瞳：おっ、ガッツがある奴がいるじゃない！

ＧＭ：さらに、ふたり、三人と協力者が増えていきます。「子供たちががんばっているのに、大人の我々が何もしないわけにはいくまい」「私たちにも協力させてくれ！」

あやめ：ありがとうございます！　ぺこりと頭を下げる。

ＧＭ：というわけで、このシーンの間、おふたりが行なう〈知ち識しき：機械操そう作さ〉判定のダイスが３個増えますよ。

コウ：ダイスボーナス３個はでかいな。

あやめ：これで成功の目が見えてきたね！

瞳：よしっ、研究員を連れて、セキュリティルームに戻ろう！

ＧＭ：では、瞳とあやめは、研究員の一団を連れて、セキュリティルームへとたどり着きます。というわけで、セキュリティの部分復旧を行ないましょうか。ふたりとも、難易度10の〈知識：機械操作〉判はん定ていをお願いします。

あやめ：オッケー。研究者のダイスボーナスも入って、ダイスは６個こ。お願い、成功してーっ！　（ダイスを振る）……出た！　クリティカル！　達成値16で成功だよ！

ＧＭ：むう、やりますね。ですが、瞳の方が失敗すれば───。

瞳：あっ、クリティカル（笑）。

ＧＭ：なにぃ───っ！（笑）

コウ：ふたりとも技ぎ能のうもないのにすごいな（笑）。

神月：これは思ったよりも早くセキュリティが復旧できそうだ（笑）。

ＧＭ：うおーっ、まさかふたりとも一発成功するとは！　とほほ。

瞳：ざっとこんなもんよ！　みんなの前で、超得意げに胸むねを張はってる（笑）。

あやめ：いや、研究者の人たちも手伝ってくれたじゃない！（笑）

瞳：そうでした（笑）。じゃあ、胸を張った後で、にっと笑って研究者に言おう。……あと、あんたたちも、なかなかやるじゃない！（一同笑）

ＧＭ：瞳の言葉に、研究者たちも笑顔で応えます。では、ふたりがセキュリティの部分復旧に成功したところでシーンを終了しましょう。







◆Middle07◆第二戦目


Scene Player ─── 神月正義






　初手でそれなりの被害を出した地上エリア。

　今度こそは被害を抑おさえるべく、神月は燃もえに燃えていた！



















ＧＭ：では、地上エリアに戻もどりますよ。

神月：よし。まずは敵の動向の確認からだな。今度こそ、成功させる！

瞳：おおっ、神月先生が燃えてる！（笑）

コウ：神月先生、頼たのむ。本当に情報収集はダメなんだ、俺は（笑）。

神月：任まかせろ！　今回はコネの〝要人への貸かし〟も使って、ダイスは12個！　……よし、クリティカルだ！　達成値18で成功！

一同：おおっ！

ＧＭ：お見事！　では、次のＦＨの攻撃を凌しのぐために重要な技能が判はん明めいします。次に重要なのは……〈知覚〉です！

コウ：〈知覚〉!?　よりにもよってか！

神月：（急にオロオロして）〈知覚〉を補助する斥候部隊は、さっき使ってしまったぞっ！

コウ：……使ってしまったものは仕方ない。ここは万ばん能のう系けいの戦闘部隊を連れていこう。

神月：……そういえば戦闘部隊はあらゆる判定に対たい応おうしてるのだったな。

コウ：ああ。ダイス＋２個でも、俺たちにとっては、かなり重要だ。

神月：そうだな。私たちは〈知覚〉はさっぱりだからな！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。それでは、今回ＦＨが仕掛けてくるのは正面と背はい面めんからの挟きよう撃げきです。そこで、おふたりには〈知覚〉でＦＨ戦闘部隊と対決してもらい、背後に回まわり込こもうとしている部隊を発見してもらうことになります。ちなみに、拠点防衛力へのダメージは、おふたりのうち、出目の高い方との達成値の差分になります。

コウ：どちらかが成功すればいいのか。

ＧＭ：はい。それではまずはＦＨ戦闘部隊側からいきます。こちらのダイスは10個の技能レベルはなしになります。

瞳：低い目出ろー、低い目出ろー！（念を送ってる）

ＧＭ：いや、ここは高い目を出して一気に攻せめ込こみますよ！　おりゃ！　……うわっ、クリティカルせず！　達成値は８。ふ、普通だ（笑）。

神月：それなら、対たい抗こうできそうだ。（超ちよう気き楽らくにダイスを振ふって）……おおっ、クリティカル！

ＧＭ：情報収集に引き続き、またですか！　このシーン、神月絶ぜつ好こう調ちようですね（笑）。

コウ：これで、俺が失敗しても大丈夫だな。……あっ、８。普通に成功した（笑）。

ＧＭ：むう、今回は敵てき側がわいいとこなしだ（笑）。では、ふたりは戦闘部隊を率ひきいて、側面から背後に回り込もうとしている、ＦＨの戦闘部隊を発見します！

神月：不意打ちを狙ねらっていたようだが、そうはいかん！　背後を取ろうなどという卑ひ怯きよう者ものたちよ！　さあ、断だん罪ざいの時だ！

ＧＭ：神月の幻覚や、指示を受けた戦闘部隊の攻撃を受けるＦＨ戦闘部隊。もはや、背後に回り込む余よ裕ゆうもなく撤てつ退たいします！　「ちっ！　退け、退け！」

神月：ふう。これで先ほどの失敗は何とか取とり戻もどせたかな。

ＧＭ：十分すぎるぐらいに（笑）。今回は拠点防衛力へのダメージは０です。とほほ。

コウ：何とかなったか。それじゃあ、戦闘部隊率いて仮設基地に戻る───。

ＧＭ：（遮さえぎるように）おっと、そこでイベントが発生します。

神月：むっ、何が起こる？

ＧＭ：戦闘が一段だん落らくした直後。ＵＧＮ研究所の敷しき地ちをすべて吞のみ込こむほどの大だい規き模ぼなワーディングが、地下の方から展てん開かいされます！

コウ：地下から？　いったい誰だれが……。

ＧＭ：そんな疑ぎ問もんが脳のう裏りをかすめた直後、ワーディング内にいるオーヴァードたちが次々と衝しよう動どうに襲おそわれ始める！　というわけで、コウと神月は衝動判定をしてください！

コウ＆神月：成功！

ＧＭ：ふたりとも成功か。しかし、コウはよく成功できますね。【精せい神しん】１なのに。

コウ：侵しん蝕しよく率りつボーナスとかもあるけど、何だか妙みように成功するんだよ。まあ、それはともかく、いったい何が起こってるんだ？

ＧＭ：では、ふたりが衝動に耐たえながらも仮か設せつ基地に戻ると、椿からある程てい度どの状況説明を聞くことが出来ます。地下から不思議な光が膨ふくれあがり、現在光のドームとなって、ＵＧＮ研究所の敷地全体を包つつみ込こんでいるようです。

神月：光のドーム？

ＧＭ：あと、この光のドームの中にいるオーヴァードは精せい神しん的てきに、奇き妙みようなプレッシャーを受け、衝動を刺し激げきされてしまうようですね。

コウ：さっき、俺たちが襲われたみたいにか。

神月：ちなみに、この衝動は一時的なものなのか？　それとも、その光のドームの中にいると断だん続ぞく的てきに襲われるようなものなのか？

ＧＭ：断続的に襲われます。なので、このまま放置すれば、このＵＧＮ研究所にいるオーヴァードは全員、いずれジャーム化するでしょう。

一同：っ！

コウ：いったいこの光のドームは何なんだ？

ＧＭ：残念ながら、現状ではその正体はつかめません。コウのつぶやきは、誰にも答えられることなく消え去ります。シーンは終了です。







◆Middle08◆悪あく魔まを追おい詰つめろ！


Scene Player ─── 陸原瞳






　一いつ刻こくも早くセキュリティを復ふつ旧きゆうしなくてはならない。

　焦あせる瞳は逃とう亡ぼう者しやの移い動どう経けい路ろを予よ測そくしようとするが、うまくいかない。

　だが、その隣となりで、あやめが静かに地下エリアの地図を見つめていた。



















ＧＭ：では次、地下エリアになります。瞳とあやめは登場してください。

瞳：ほいほい。侵蝕率は５点上がって65％だ。

あやめ：ぎゃーっ、また７上がった！

神月：またか！（笑）

あやめ：これで侵しん蝕しよく率りつ84％だよ！

コウ：あやめだけ侵蝕率がクライマックスに突とつ入にゆうしてるな（笑）。

あやめ：このシーンで絶ぜつ対たいに捕つかまえて、終わらせる！




　気合入りまくりのあやめに、瞳が《エンジェルボイス》＋《導きの華》による支援を飛ばす。そして、力強く振られるダイス。その結果は───。




あやめ：達成値は16！

ＧＭ：それだと三箇所まで絞り込めますね。ちなみに、研究用区画、食堂、物資倉庫になります。

瞳：三箇所か……。二箇所に絞り込むには達成値がいくつ必要？

ＧＭ：24になります。

コウ：それだと、タイタスを消費して達成値を上げても、到達するのは難しいな。




　逃走者を捕まえる確率を上げるため。何とかあやめと瞳、ふたりで正解の場所へ向かいたいと悩む一同。みんなが黙り込む中、その沈黙を破ったのは、あやめだった。




あやめ：……いや、これでいけるよ。

一同：えっ？

あやめ：今気づいたけど、あたし起き源げん種しゆでエフェクトのレベルに侵蝕率ボーナスが入ってるから、《インスピレーション》が二回使える！

ＧＭ：おおっ!?　そうか、侵蝕率上昇が激はげしかった分、ボーナスがもう入ってるのか！（笑）

神月：出目が悪いと思っていたのが、こんなところで役に立つとは（笑）。

あやめ：あとはＧＭが《インスピレーション》を二回連続で使うのを認みとめてくれるなら、チェックメイトだよ！

瞳：ＧＭ、どう？　タイミングはメジャーだけど二回使ってもいい？

ＧＭ：そうですね……。回数制せい限げんのあるリソースを侵蝕率を上げて使うんです。二回連続で使用していいものとしましょう！

一同：やったーっ！

瞳：すごいぞ、起源種！（笑）

あやめ：じゃあ、《インスピレーション》まずは一回目。研究用区画に逃亡者はいますか？

ＧＭ：いません！

あやめ：二回目！　食堂にいますか？

ＧＭ：……います！

瞳：よし、来たーっ！　ナイスだよ、あやめ！

あやめ：それじゃあ、ふたりで食堂に向かおう！

瞳：オッケー！

ＧＭ：では、ふたりが食堂へと移動する途中で、ひとつ異変が起こりますよ。

あやめ：おっ？

ＧＭ：現在、ふたりがいる地下施設より下層に突如、強大な力を秘めた〝何か〟が出現する。さらに、《ワーディング》が展開され、光のドームとなって、研究所を覆います！

瞳：前のシーンで起こった奴か！

ＧＭ：その通り！　光のドームの内部に取り込まれると同時、あやめと瞳の体内でレネゲイドが活性化。衝動が巻き起こる！　さあ、衝動判定をしてください！

あやめ：あうあう、ただでさえ侵蝕率がやばいのにーっ！　……判定は失敗！　侵蝕率は……うわっ、14点も上がった！　これで侵蝕率[image: 102]％だよ！

神月：もう[image: 100]％を超えたのか！

瞳：本当に、あやめは侵蝕率上がりまくるね（笑）。あっ、あたしは衝動判定には成功。侵蝕率は11点上がったよ。

ＧＭ：了解です。ちなみにこのシーンでは戦闘は発生しないので、暴走のバッドステータスは気にしないでいいですよ。

あやめ：ほっ、よかった。

ＧＭ：さて、突如展開された光のドームの中、あやめが衝動に翻弄されていると、ふと視線を感じます。

あやめ：えっ？　誰？

ＧＭ：視線を感じた方を見れば、そこにはひとりの少女の姿がある。銀色に輝く長い髪に、金色の瞳を持ち、華奢な身体を古風なドレスで包んでいます。また、その身体は、まるで結晶のようにキラキラと光っています。

あやめ：こんなところに何で、こんな子供が？

ＧＭ：銀髪の少女は、あやめに向かってぽつりとつぶやく。「……きて、私のもとまで」

あやめ：何？

瞳：そこで、あやめが呆然としてるのに気づくよ。……どうしたの、あやめ？

あやめ：いや、あそこに子供が───。

ＧＭ：ちなみに、瞳には少女の姿は見えません。

あやめ：えっ？

瞳：じゃあ、きょとんとして。誰もいないよ？

あやめ：えっ？　えっ？　もう一度、女の子の方を見るけど……。

ＧＭ：銀髪の少女は、あやめのことをじっと見てます。

あやめ：ほら、そこにいるよ！

瞳：もう一回、あやめの言う方をみるけど……。

ＧＭ：誰もいませんね。

あやめ：……。

瞳：……。




　ふたりの間に、何とも奇妙な沈黙が流れる。




瞳：ちょっと逡巡しながら言う。……あの、あやめ。無理しなくていいんだよ？

あやめ：えっ？

瞳：ごめんね、気づいてあげられなくて。

あやめ：えっ？　えっ？（笑）

瞳：わたし、まさか、あなたが幻覚を見るほど疲れてるなんて思ってなくて！（笑）

あやめ：ええーっ!?　いやいや、そんなんじゃないってば！（一同爆笑）

瞳：落ち着いて。きっとレネゲイドが活性化したせいで、変なものが見えちゃってるだけだから！（笑）

あやめ：いや、本当にいるんだってば！（笑）　ＧＭ、いるんですよね!?

ＧＭ：いますね（笑）。

瞳：でも、わたしには見えないんでしょ？

ＧＭ：見えませんね（笑）。

あやめ：なんでーっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：銀髪の少女の存在に、あやめが混乱していると。「私のもとまで、来てください。待っています……」そうつぶやいて、少女はまるで霞のように姿を消してしまいます。

あやめ：き、消えた……。

瞳：わたしは、不安そうにあやめの様子をうかがってるよ。……あの、大丈夫？

あやめ：だ、大丈夫だよ！　うー、今の子のこと、気になる……。でも、逃走者を追わないとだし……。とりあえず、首を傾げながら、食堂に向かおう。

瞳：じゃあ、わたしもあやめの様子を心配そうにうかがいながら、後に続こう。

あやめ：あうあう（笑）。

ＧＭ：では、一騒ぎありましたが、ふたりが食堂にたどり着くと、厨房の方から何やらガタガタと音が聞こえてくる。「ＵＧＮの連中め、なかなか上等なものを食べているではないか。小腹も空いてきた。丁度いい、一食いただこうか」（笑）

コウ：……逃走者が食事をあさってるのか？（笑）

ＧＭ：どうやらそのようです（笑）。あやめと瞳の位置から、厨房をあさる逃走者の姿が見えますね。妙に哀愁漂う背中をしている、髪をオールバックにした男で、ベージュのスーツを着用し、眼鏡をかけています。

神月：何だ、その妙に具体的な描写は（笑）。

あやめ：……あー、もしかして、〝あの人〟かな？（笑）

神月：むっ？　あやめくんは、逃走者の正体に心当たりがあるのかね？

あやめ：キャラクターは知らないけど、プレイヤーは知っているというか……（笑）。

瞳：わたしも分かった（笑）。逃走者の背中から声をかけるよ。……あらあら、お腹が空いてたのね。見つけたわよ、逃走者。いえ、〝ディアボロス〟春日恭二！

ＧＭ：正解です！（笑）

神月：おおっ、こいつが噂の春日恭二なのかっ！




　春日恭二───『ダブルクロス』シリーズ最初期から活躍しているＦＨエージェントのひとり。最初はエリートだったが、とある任務に失敗して以来、一転して転落人生へ。それでも不屈の闘志で動き続けるも、すっかり三下属性がついてしまった、悲しい男である。
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ＧＭ：瞳の声に、春日はくわっと目を見開き、振り返ります。「ぬっ、ＵＧＮか！」

瞳：さあ追おい詰つめたよ。観念してマスターキーを返しなさい！

ＧＭ：「ふん、返せと言われて素す直なおに返すと思うか！」春日は叫さけぶと、食堂から逃にげ出そうとすさまじい速度で走り出す。「ふはははっ、こと逃げ足にかんしてはＦＨ一と名高いこの俺おれに追いつけるものか！」（一同爆ばく笑しよう）

瞳：あやめ！　叫さけんでいつもの支援をかける！

あやめ：瞳ちゃんの声に反はん応のうして、春日にタックルを仕し掛かける！　判はん定ていは〈知覚〉で！

ＧＭ：では、難易度15でどうぞ！

あやめ：逃がさない！（ダイスを振る）　達成値16で確かく保ほ成功だよ！

ＧＭ：お見事！　脱だつ兎とのごとく逃げようとした瞬しゆん間かんに、あやめが身体ごと春日にぶつかる。その衝しよう撃げきに耐たえきれずに彼は転び、その拍子にマスターキーを落としてしまいます。

瞳：マスターキー、ゲットー！　鍵かぎに飛びつく！

ＧＭ：ちなみに春日は今回はエキストラなので、煮にるなり焼くなり好きにしてください。

瞳：そう？　じゃあ、指をぽきぽき鳴らしながら近づいていくよ（笑）。

ＧＭ：びくりと震える春日恭二。「や、やめろ。こっちに来るな！　と、とりあえず話し合いをしよう。いきなり暴ぼう力りよくに走るのはよくない！」（笑）

あやめ：ほ、本当に三下だなぁ（笑）。
















瞳：こんな情なさけない姿すがたをさらし続けさせるのも忍しのびない。ていっと首くび筋すじに手刀を入れて、気き絶ぜつさせちゃおう。……とりあえず、あんたは寝ねてなさい！

ＧＭ：「ぐえっ!?」カエルが潰つぶれるような悲鳴を上げて、春日は気絶してしまいます（笑）。

瞳：さて、もうここに用はないわね。

あやめ：うん。マスターキーも手に入れたし、はやくセキュリティを復旧しよう！

瞳：オッケー！

ＧＭ：では、ふたりがマスターキーを手に、食堂を後にしようとしたところで、食堂にある通信端末の回線が、突如繫がります。そして、モニター上に妖艶な微笑みを称える、戦闘服姿の女性の姿が映し出される。

あやめ：エレクトロンっ！

ＧＭ：いかにも。

瞳：モニターに向かって、マスターキーを見せつけながら言おう。ふふんっ、ご覧の通り、マスターキーは取り戻したわよ！　ゲームはお終い。わたしたちの勝ちね！

ＧＭ：「ええ、そうね。おめでとう」瞳の言葉に彼女は、素直に祝福の言葉を返します。

瞳：むっ。なんか、余よ裕ゆう綽しやく々しやくって感じじゃん。あんた、分かってるの？　セキュリティさえ復旧できれば、研究所の防衛機構が使えるようになる。こっちが有利になるのよ！

ＧＭ：「分かってるわ。もしかしたら、部隊は全滅するかもしれないわね」

瞳：じゃあ、どうして───。

ＧＭ：「地上の部隊がどうなろうと、私は別にどうでもいいもの。所詮、彼らは有う象ぞう無む象ぞうの輩やからに過ぎない。代わりはいくらでもいる」くすくすと笑いながら、エレクトロンはさらりと告げます。

あやめ：そんなっ！　いくら敵でも、そんな風にあっさり切り捨てるようなこと言われたら、反応しちゃうよ！　……あなた、人の命を何だと思ってるのっ!?

ＧＭ：「その答えはすでに言ったわ。〝どうでもいい〟、とね」

あやめ：……っ！　もう絶句して、エレクトロンを呆然と見るよ。

ＧＭ：「ふふっ、ずいぶんと初うぶなのね。この程度のことで心を乱すなんて」ショックを受けるあやめの姿に、エレクトロンは笑みを深めます。

瞳：なら、そこであやめをかばうように、ずいっと前に出るよ。

あやめ：瞳ちゃん……。

瞳：本当ならコウの役目だけど、今はあいつがいないからね。あやめを元気づけるように、ウィンクする。

あやめ：……ありがとう、瞳ちゃん。一度深呼吸して、気分を落ち着けてから、エレクトロンを、きっと睨みつける。

瞳：わたしも、彼女を鋭く睨みつけて言おう。……あんたとこれ以上話してても、気分が悪くなるだけだわ。ゲームも終わったところで、決着を付けようじゃない！

ＧＭ：「ええ。私は地下の保管庫にいる。セキュリティを復旧して、ここまでいらっしゃい。待っているわ」その言葉を最後に、モニターの映像は途絶えます。

瞳：今度こそ、食堂を後にするよ。……あやめ、行こう！

あやめ：うんっ！

ＧＭ：では、おふたりが食堂を後にして、セキュリティルームに向かったところで、シーン終しゆう了りようとなります。








《エンジェルボイス》　聞く者を昂揚させる音波を発するハヌマーンのエフェクト。

《導きの華》　領域内を操作することで、仲間が有利な状況を作りだすオルクスのエフェクト。













◆Middle09◆あやめを追え！


Scene Player ─── 陸原コウ






　激戦続く地上エリア。被害を出しながらも、コウは神月と共に戦線の維持に努めていた。

　そして、さらなるＦＨの攻撃が行なわれようとしたその時───。

　地下から低く唸るような、機械の駆動音が響き渡ったのを、コウは聞いた。




ＧＭ：では次のシーンは地上エリアになります。コウと神月は登場してください。

神月：さて、前のシーンで瞳くんたちがマスターキーを取とり戻もどせたが、これでどうなる？

ＧＭ：マスターキーによるセキュリティの再さい起き動どうには、特に障しよう害がいはないので割かつ愛あいします。ただ、戦場と化した研究所の敷しき地ちに、低い機械の起動音が鳴なり響ひびきます。

コウ：セキュリティが戻ったか！

ＧＭ：その通り。そして、それと同時に敷地内の防ぼう衛えい用ようの兵へい装そうが起動していき、ＦＨ戦せん闘とう部隊の迎げい撃げきを開始します！　ひるむＦＨ戦闘部隊をＵＧＮ戦闘部隊が押おし返かえす！

神月：形けい勢せい逆ぎやく転てんだな！

ＧＭ：さらに、各エリアを封ふう鎖さしていた隔かく壁へきも開かい放ほうされます。以後、研究所内における登場は自由にできるようになりますよ。

コウ：もうＵＧＮ戦闘部隊に全部任まかせても大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：大丈夫です。

神月：ならば、急いで地下へ行こう。そして、光のドームを消す！

コウ：こくりと頷うなずいて、神月先生と一いつ緒しよに地下へ向かう。

瞳：じゃあ、ふたりが地下への通路にたどり着いたところで登場したい。

ＧＭ：ＰＣの合流は、こちらとしても望ましいです。どうぞ。あやめはどうしますか？

あやめ：できるなら、休ませていただきたいです！（一同笑）

瞳：そうだよね（笑）。じゃあ、あやめは一足先に地下保ほ管かん庫こに向かったってことで。わたしは《ハンドリング》で登場するよ。地下の隔壁が開いて、ふたりが入ってくると、丁度そこに猫が駆けだしてくる。……コウ、神月先生、見つけたにゃ！

神月：瞳くん、無事だったか！　猫とはいえ、瞳くんの姿にほっと安あん堵どの息をもらすぞ。

コウ：あやめはどうした？

瞳：あやめは地下保管庫に向かったにゃ！　エレクトロンってＦＨエージェントがそこにいて、何かしようとしてるみたいなのにゃ！

コウ：なら、珍めずらしく舌した打うちして。先走り過すぎだ……！　と、地下保管庫に向かって走り出す。

神月：私わたしも後を追うぞ。瞳くん、遅おくれるな！

瞳：あわわ、ちょっと待つにゃー！　走り疲れてヘロヘロになった猫が後を追いかける（笑）。

ＧＭ：では、みなさんが地下保管庫へ向かったところでシーン終了です。







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆暴ぼう走そう、そして……


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　地下保ほ管かん庫こへ通じる通路を、あやめはひとりで降おりていく。

　静せい寂じやくに包まれた通路は薄うす暗ぐらく、不気味だ。




ＧＭ：というわけで、ではクライマックスフェイズに入ります。シーンプレイヤーは、あやめ。他の方々は、好きなタイミングで登場してもらって構かまいません。

一同：はーい。

ＧＭ：地上エリアに瞳ひとみが救きゆう援えんを呼よびにいっている、その頃ころ。あやめは先行して、地下の保管庫へと続く薄暗い通路を、ひとりで降りていっているところだと思ってください。

あやめ：ううっ、何か不気味だな……。辺りをキョロキョロと確かく認にんしながら進んでいくよ。

ＧＭ：周囲を警けい戒かいしながら進むこと五分ほど。保管庫も間近というところで、あやめはひとりの少女を見つけます。

あやめ：もしかして、途と中ちゆうで会った、キラキラ光ってる子？

ＧＭ：その通り。少女は相変わらず、平へい淡たんな表ひよう情じようを浮うかべていて、浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを身に纏まとっています。

あやめ：あなたは……誰だれ？

ＧＭ：「私わたしは導みちびく者───メンター」淡々とした口調で少女がつぶやきます。

あやめ：導く者？

ＧＭ：「資し格かくある者に、力を与あたえ、より強き者を生み出すのが私の使命……」

あやめ：資格ある者？　力を与える？　どういう意味だろうって、首を傾かしげちゃう。

ＧＭ：不思議そうにするあやめに、少女───メンターは、通路の奥おく、地下保管庫の方を指差します。「すべての答えは、この先に……」そうつぶやいて、彼かの女じよは消えます。

あやめ：消えた……。

ＧＭ：突とつ然ぜんの出来事に呆ぼう然ぜんとするあやめ。通路は静寂に包まれています。

あやめ：……ここでじっとしてても仕方ないよね。先へ進むよ。

ＧＭ：では、更さらに先に進んでいくと、やがて地下保管庫にあやめはたどり着く。保管庫の前には戦せん闘とう服ふくに身を包んだ、腰まである長い黒髪を持つ女性───エレクトロンが立っています。彼女は妖艶な笑みを浮かべていて、あやめを出迎えるように立っています。また、右手には賢者の石が収められたアタッシェケースが握られている。

あやめ：見つけた！

ＧＭ：「思ったよりも早かったわね」くすりと微笑み、彼女は余裕を持って告げる。

あやめ：……。

ＧＭ：「ただの小娘と思っていたけど……なるほど。あの御方に見初められただけのことはある」彼女は微笑みながら言いますが、その目は笑っていない。

あやめ：その視線に気圧されそうになるけど、何とか踏みとどまるよ。……あの御方？

ＧＭ：「私の主よ。あなたにご執心なの」

あやめ：ご執心って……どうして、あたしなんかを……？

ＧＭ：「何故かしらね。あの御方の考えていることは、私には分からないわ」嘆くように、エレクトロンの口から微かに溜息が漏れる。

あやめ：……。

ＧＭ：「私はただ命じられただけ。あなたを追い詰めることと、この賢者の石を埋めこむことをね」そう言って、彼女はアタッシェケースを開く。すると、中に収められた赤く輝く賢者の石が、その姿を露あらわにします。

あやめ：賢者の石を見るのは初めてだし、怪訝そうに訊くよ。……その石は？

ＧＭ：「賢者の石……。レネゲイドの力を増幅する性質を持つ鉱物よ。あの御方は、これをあなたに与えろと言っていた。でもね、私はその命令に従う気はないの」

あやめ：……えっ？

ＧＭ：エレクトロンは妖艶に微笑み。「だって、そうしたら、あの御方はますますあなたに執心するようになるじゃない。私は、あの御方に自分のことを一番に思ってもらいたいの」

あやめ：な、なんだかやばい雰囲気になってきてるような……。

ＧＭ：実際、やばいですね。エレクトロンが言葉を紡ぐ度に、周囲の空気が張り詰めていく。彼女は酷薄な声音で、こう告げます。「そういうわけで、あなたの存在は、私にとって邪魔なのよ。だから……」




「ここで死んでちょうだい」

　言葉と同時に、エレクトロンの身体から殺気が発せられた。

　そして、それは光と雷となって彼女の右手に集束し、あやめに向かって解き放たれる！




コウ：そこで登場だ！

神月＆瞳：同じく！

ＧＭ：雷光があやめをとらえようとする直前、通路に飛とび込こんでくる三つの影かげ！

コウ：あやめとエレクトロンの間に割って入って、攻撃を弾けるか？

ＧＭ：構いません。あやめを守ろうとする心への、サービスということで、ここは演出で処理しましょう！

コウ：なら、一気に通路を駆け抜け、異形化させた拳で光を打つ！

ＧＭ：ぶつかりあう雷光と拳こぶし。バーンッと派は手でな爆ばく音おんを鳴なり響ひびかせて、雷らい光こうは霧む散さんします。

コウ：エレクトロンに鋭く言う。悪いが、こいつに手を出させるわけにはいかない……っ！

瞳：ひゅうっ、コウ、かっこいいじゃん！

神月：やるではないか、コウ！　私も今の動きには喝采を上げるぞ！

あやめ：あたしは、コウ君が守ってくれて、ちょっと感動しちゃうよ（笑）。

瞳：だってさ（笑）。

コウ：あー、その、なんだ……。と、とりあえず先に進めてくれ！（笑）

ＧＭ：了解です（笑）。コウの乱入により場の動きが止まる。そこに瞳と神月も追いつきます。

瞳：あやめ、お待たせ！

神月：無事なようだな。安心したぞ。

あやめ：瞳ちゃん、神月さん！

ＧＭ：「仲間に追いつかれたか。これは少し厄介ね」あやめへの一いち撃げきを受け止められて、エレクトロンが溜息をもらす。ですが、すぐに表情に微笑みを戻しみなさんと対峙します。

神月：ずいっと前に出て問いかけるぞ。貴き様さまが敵てきの指し揮き官かんか？

ＧＭ：「そうよ。ＦＨエージェント、エレクトロンという」と、彼女は堂々と名乗りを上げる。自身の存在とコードネームに誇ほこりを持っているといわんばかりに。

神月：そうか。地上にいたＦＨの部隊は瓦が解かいした。あとは貴様を倒たおせば、この事じ件けんは終わりというわけだな。

ＧＭ：「ＵＧＮごときが私を倒せるとでも」くすくすと、嘲ちよう笑しようするエレクトロン。

コウ：倒す……！　それにその手に持ってる賢者の石も返してもらう。

ＧＭ：「どちらも不ふ可か能のうよ。だって、あなたたちはここで死ぬのだから」

瞳：四対一だっていうのに、ずいぶんと余よ裕ゆうじゃない。

ＧＭ：瞳の一言に、エレクトロンは、哀れむような視線を返して。「四対一？　そんなものは問題にならないわ。だって、私の手の中には今まさに力があるのだから！」そう言って、アタッシェケースの中に収められている賢者の石を手に摑つかむ！

瞳：まさかっ、賢者の石を使うつもりっ!?

ＧＭ：そのまさかです！　エレクトロンは摑んだ賢者の石を、自分の胸むな元もとに叩たたきつけるようにして埋うめこむ。




　赤く輝く賢者の石が、エレクトロンの身体に融合していく。

　激しく明滅する賢者の石。

　エレクトロンの身体から、無数の稲妻が迸り、通路に火花を散らしていく。




ＧＭ：……自分の中で膨れあがっていく力に、高らかに哄笑するエレクトロン。「ふふっ、力が溢れてくるっ！」しかし、その裏には先ほどまでにない狂気が見え隠れします。

瞳：……もしかして、賢者の石との融合で衝動に吞まれちゃった？

ＧＭ：正解です。瞳を爛々と輝かせながら、彼女は叫ぶ。「あの御方の心を乱す存在も、私を邪魔する者もすべて殺してあげる。さあ、断末魔の悲鳴を聞かせてちょうだい！」

神月：なんとも過激な発言だね。話し合いの余地はなさそうだ。仕方あるまい、ここで貴様を断罪させてもらおう！

ＧＭ：「できるものかっ！　ああっ、我が主マスターレイス！　今、この邪魔者たちを消して、あなたのもとへ戻ります！」うわごとのように叫び、襲いかかってくるエレクトロン！

コウ：マスターレイスっ……!?　今の言葉は聞き逃せない。思わず聞き返そうと───。

ＧＭ：（遮るように）コウが驚き、言葉を紡ぐより速く、エレクトロンが突撃を開始します。彼女は正気を失っており、とても会話できる状況ではありません！

神月：コウっ、気を乱すな！　こちらがやられるぞ！

コウ：ちっ！　仕方ない。疑問を心に押し込めて、戦闘態勢を取る！

ＧＭ：では、戦闘です！　ちなみに衝動判定はなしで。ミドルフェイズでやりましたからね。

コウ：それは助かる。一応、今の侵しん蝕しよく率りつを確認しておくか。俺おれは93％だ。

神月：私は92％だな。

瞳：なかなか理想的な数すう値ちじゃん。わたしは96％。ギリギリ[image: 100]％は超こえなかった。

あやめ：あう～っ、あたしだけ[image: 100]％を超えてる！　現在[image: 107]％です！（笑）

コウ：あやめは、もう、何というか……（笑）。

ＧＭ：出目が半はん端ぱじゃなく走ってましたからね（笑）。

あやめ：いや、本当に（笑）。もう、とほほだよ～。

瞳：大だい丈じよう夫ぶ！　その分、あたしがカバーリングして守るから。そうすれば、ロイスも温存できるし、バックトラックでも大丈夫でしょ。

あやめ：はっ、頼たよりにしております！（笑）

ＧＭ：そう、うまくいきますかな？　敵はエレクトロン一体！　さあ、戦闘開始です！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずは第一ラウンドのセットアップから。エレクトロンは《異い形ぎようへの変へん貌ぼう》を使用して、侵蝕率によるダイスボーナスを二倍に増ふやします！

コウ：厄やつ介かいなエフェクトを使う……。

ＧＭ：エレクトロンから雷光が迸ほとばしり、通路の鋼こう材ざいがバキバキと引きはがされて、彼女の身体に融合。さながら鉄の巨きよ人じんのごとき姿へと変貌していきます。

あやめ：おおっ!?

ＧＭ：女性ながら長身なエレクトロンでしたが、もはやそういうレベルを超えています。変貌したその巨きよ軀くは、さながら通路をふさぐ壁かべのごとし！

瞳：で、でかーい！（笑）

神月：こちらは《女王の降こう臨りん》から《狂戦士》を使用だ！

あやめ：あたしは《サポートデバイス》を使うよ。ダブルクロスのペンダントを握にぎりしめて、感覚を研とぎ澄すましていく。

ＧＭ：うおっ！　あやめも神月も、初っぱなから全力ですか！

神月：あやめくんはもちろん、我われ々われも侵蝕率的に余裕があるわけではないからな。ここは短期決戦を仕し掛かけさせてもらおう！

ＧＭ：これでセットアップは終しゆう了りようですね。では、こちらの行動値ちは14なので、先手を取らせてもらいます。

瞳：みんな、来るよ！

ＧＭ：《破は壊かいの光》＋《主の右腕》＋《雷の砦とりで》＋《コンセントレイト》を組み合わせて範はん囲い攻こう撃げきです。鋼こう鉄てつの巨人と化したエレクトロンの右腕に、光と雷が集束していく。

瞳：全員に攻撃か。早速、わたしの出番がきそうな予感（笑）。

あやめ：頼りにしてまーす（笑）。

ＧＭ：ちなみにこの攻撃。１点でもダメージが入ったら、バッドステータスの〝硬こう直ちよく〟が入りますので、ご注意を。

あやめ：な、なんですとーっ!?　また厄介なのが！

神月：（ルールブック１を開いて）硬直は……移い動どうができなくなるのか。……接せつ近きん戦せんオンリーのコウが受けたら、やばそうだな。

あやめ：かなり、やばいよ！　このラウンド、攻撃できなくなっちゃう！

コウ：一応、タイタスを消費して不利な効こう果かを打ち消せば、行けなくもないが……。

瞳：いや、さすがにそこでタイタス消費は厳きびしいっしょ。……仕方ないか。あやめ、ごめん！　今回はコウをかばうよ。

あやめ：むしろ、そうして！　一番火力があるコウ君が動けなくなるのは、厳しいしね！

コウ：助かる。とはいえ、もしかしたら攻撃を避よけられるかもしれない。まずは命中判はん定ていをしてからだ。

ＧＭ：では、エレクトロンの命中判定です。ダイス18個このクリティカル値７で……出目36＋技ぎ能のうで達成値40！「ふふふっ。さあ、消し飛びなさい！」

あやめ：うーっ、避けたいけど……ダメだっ！　達成値９でドッジ失敗！

コウ：俺は……達成値12で失敗だ。

神月：ふっ、【肉体】１の私が避けられるはずもない（笑）。

瞳：わたしも身体を動かすのは苦手（笑）。失敗だよ。全員命中みたいだね。んじゃ、予定通り《カバーディフェンス》で、コウをカバーリングする！

ＧＭ：では、ダメージロール。５Ｄ10＋20で……44点の装そう甲こう値は有ゆう効こうです。

瞳：装甲値は３点あるけど、焼け石に水だなぁ。カバーリングでダメージ二倍になるし。82点食らって《リザレクト》！　……２点上がって、侵蝕率はきっかり[image: 100]％だ。

あやめ：あたしはエレクトロンのタイタスを昇しよう華かして復ふつ活かつする！

神月：同じく、コウのロイスをタイタスにして復活しよう。今日はコウに支えられっぱなしだからな。この程度で倒れていては、大人としての威厳がしめせんのだよ！

ＧＭ：一いつ瞬しゆん、通路全体を白い閃せん光こうが覆おおい尽つくし、雷と光の奔ほん流りゆうがみなさんを吞のみ込こみます。さらに、あまりの光量に、さながら閃光手しゆ榴りゆう弾だんを食らったかのごとく、みなさんの身体がショック状じよう態たいに陥おちいる。

あやめ：あわわっ、くらくらするーっ!?

瞳：くうっ、やってくれるじゃない！　今度はこっちの番だよ！　目をしぱしぱさせながらも、びしっと指を突つきつけて支し援えんを飛ばす。

ＧＭ：そっか。今回からは瞳がＰＣ側の初手でしたね。厳しいな……。

瞳：ふふっ、そのために能のう力りよく値を調整したのだ（笑）。マイナーで硬直を解かい除じよ。メジャーで《エンジェルボイス》＋《導みちびきの華はな》＋《要の陣じん形けい》をするよ。

ＧＭ：瞳の放つ特とく殊しゆな音波が周囲に響ひびき渡わたり、仲間のレネゲイドを活かつ性せい化か。潜せん在ざい能力を解かい放ほうしていきます。

瞳：あたし以外の全員、これで次のメジャーアクションのクリティカル値-1、ダイス＋３個、達成値＋10が入るぞ。

コウ：助かる！

あやめ：いつもありがとう、瞳ちゃん！（笑）

瞳：どういたしまして（笑）。不ふ敵てきに笑って、みんなに言おう。……さあ、死の舞踏ダンスの時間だよっ！

ＧＭ：瞳の気合の込こめられた声に反はん応のうして、エレクトロンがみなさんを睨にらみつけます。「いいわ、あなたたちの死の舞踏ダンスに付き合って上げる。もっとも死ぬのは、あなたたちの方だけど！」

あやめ：あなたみたいな、他人をないがしろにする奴なんかに負けない！　次はあたしの手番だね。マイナーで《ハンドレッドガンズ》を使用。握にぎりしめたダブルクロスのペンダントを銃じゆうに変形させる！




　胸むねには戦意、手には銃。

　双そう眸ぼうを青く輝かがやかせ、あやめがエレクトロンを鋭するどい視し線せんで射い貫ぬく！




あやめ：さらに、《カスタマイズ》＋《コンバットシステム》＋《クリスタライズ》＋《コンセントレイト》を組み合わせて攻撃！　命中判定はクリティカル値６の、ダイス22個！

ＧＭ：ダイス22個っ!?　メチャクチャ、振ふるダイスの数増ふえましたね！

あやめ：起き源げん種しゆでエフェクトレベルが＋２されてるし、今回は《サポートデバイス》が入ってるからね（笑）。

ＧＭ：むう……。予想以上に、あやめの戦闘能力が上がってますね。

あやめ：それじゃ、行くよっ！（勢いきおいよくダイスを振る）うん、出だし好調！　10の20の……48＋10で達成値58っ！

ＧＭ：初っぱなから達成値が高い！　こちらはドッジは試みますが……クリティカルせず！　命中です！

あやめ：ダメージ行きます！　６Ｄ＋17で……47点、装甲値無む視し！　素す早ばやく銃じゆう口こうをポイントして、連続で弾だん丸がんを叩たたき込こむ。さらに、弾丸が命中した部分が次々と結けつ晶しよう化かを始めるよ！

ＧＭ：ならば《電でん磁じ反応装甲》！　結晶化が始まった部分だけ、融合する鋼こう材ざいを切きり離はなして、肉体への侵蝕を防ふせぎます。20点軽けい減げんして、27点ダメージを受けました。「なかなかやるわね。でも、この程度なら、どうということはないわ！」

あやめ：くうっ、半分近く止められちゃったか！

神月：敵ながら、やるではないか。しかし、まだ我々の攻撃は続くぞ。次は私の番だ！

ＧＭ：肉体の一部を強きよう制せい的てきに切り離して窮きゆう地ちを脱だつしたエレクトロンが、動物的な本ほん能のうで危き険けんを感じ取り、警戒するように身み構がまえます。

神月：ふっ、どれほど警戒しようと、私の裁さい判ばん所しよコンボの前には無意味だ！

一同：裁判所コンボっ!?（笑）

ＧＭ：なんですか、そのトンデモネーミングなコンボは！（笑）

神月：《女王の降臨》から続く、攻撃までの一連の流れのことだ（笑）。

瞳：そういえば第一巻かんで、幻げん覚かくを使って裁判所を出しゆつ現げんさせてたっけ（笑）。

神月：うむ、そこから取ってみた（笑）。というわけで、幻覚物ぶつ質しつを放出し、周囲の風景を裁判所に書かき換かえていくぞ。

ＧＭ：むう、今回も神月のステージが始まりますか！（笑）薄暗い通路から一変、周囲の景色が裁判所へと変わり、エレクトロンが戸と惑まどうように周囲を見み渡わたします。

神月：研究所を襲おそい、多くの犠ぎ牲せい者しやを生み出した貴様の存在、許ゆるせん！　ビシリッと指を突きつけて、《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言葉》その他で精せい神しん攻撃を仕し掛かける！　……うむ、出目がなかなかよい。命中は56！

ＧＭ：あやめに続いて、神月もダイス運が走ってますね。ドッジは無理だよなぁ……。よし、ここは《ピンポイントガード》を使用して、ガードします！

コウ：確かく実じつにダメージを減へらしにきたか。

神月：問題ない。ガードごと撃うち貫くまで！　ダメージは……32点の装甲値無視！　さあ、断だん罪ざいの時はきた！　大人しく地じ獄ごくに堕おちるがいい！

ＧＭ：なんの！　エレクトロンはさらに《電磁反応装甲》を使用します。これでガード値と合わせて、40点まで止め！　ノーダメージ！

瞳：か、神月先生の裁判所アタックが止められたっ！

神月：だが、それでも《抗いがたき言葉》によるダイスペナルティ３個は入る。これは命中したら効果が発はつ揮きされるエフェクトだからな。

ＧＭ：なんですよね～。ドッジできないと、完全に攻撃を防ふせげないのが、神月の厄介なところ。精せい神しん的てきに圧あつ力りよくをかけられて、エレクトロンの身体がぐらりと揺ゆれます。

神月：よし！　今だ、コウ！

コウ：こくりと頷うなずいて、エレクトロン目がけて走り出す！　マイナーで《ハンティングスタイル》＋《終末の炎ほのお》＋《破壊の爪つめ》を使用。ＨＰは５点消費して、右腕を変形させながら、エレクトロンに接敵する！




　右腕を真しん紅くの異形へと変貌させ、コウが戦場を駆かけ抜ぬける。

　炎を身に纏まといながら走るその姿は、さながら炎の弾丸だ。




コウ：《獣けものの力》＋《渇かわきの主》＋《コンセントレイト》で攻撃！　一気に敵の懐ふところに潜もぐり込こんで、右みぎ拳こぶしを叩たたきつける！

ＧＭ：ならば、エレクトロンが《フラッシュゲイズ》！　まばゆい閃光を放ち、視し界かいを奪うばいます。その攻撃の命中判定に、ダイスペナルティ６個をプレゼント！

あやめ：なんとっ!?

コウ：なかなかきついな。だが、瞳の支援もあるし……うん、ダイスペナルティを受けてるわりには、まずまずの結果。命中は47だ。

ＧＭ：こちらのドッジは……失敗！「目を潰してなお、これほどの一撃をっ!?」エレクトロンが驚きの声を上げる！

コウ：的がでかい上にその殺気。目が見えずとも気配だけで十分だっ！　ダメージは……58点の装甲値無視！

ＧＭ：ぶほっ!?《フラッシュゲイズ》したのに、それですか！（笑）

コウ：ダイス運に恵めぐまれたみたいだ。叩き込んだ右拳の血けつ液えきを燃ねん焼しようさせて、エレクトロンを一気に燃もえ上あがらせる！
















ＧＭ：これは防ぎきれない……。《鏡の盾たて》で、受けたダメージをコウにも与あたえます！　身体を焼かれながらも、エレクトロンが相打ち狙ねらいのレーザーを放つ！

コウ：直ちよく撃げき、そして戦闘不ふ能のうだ。エレクトロンのロイスをタイタス化して復活する。レーザーが貫かん通つうした傷きず口ぐちを焼いて止血。強ごう引いんに立ち上がる！　悪いが、お前に渡せるほど、俺の命は安くない……！

ＧＭ：エレクトロンは、先ほどのダメージで累るい積せきダメージ85点になりましたが、まだまだ健けん在ざいです。全身を覆おおう鋼材が溶とけ、より不気味な姿となりながらも、双眸に憎ぞう悪おを滾たぎらせて、みなさん……特にあやめに対して敵てき意いを叩きつけてくる。

コウ：しつこいヤツだ……。淡々とつぶやきながらも、軋きしむほど拳を強く握りしめて、改めてエレクトロンと対峙する。

ＧＭ：コウの戦意に、エレクトロンは獣のごとき咆ほう哮こうで応おうじます。次のラウンドに行きます！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンドのセットアップです。

あやめ：《サポートデバイス》を……。

瞳：使って大だい丈じよう夫ぶ？（笑）

あやめ：うっ……！　（ちらりと侵蝕率を見て）その……やっぱり止め！　侵蝕率[image: 125]％で《サポートデバイス》は、さすがにやばい気がしてきた（笑）。

コウ：賢けん明めいな判はん断だんだと思うぞ（笑）。

神月：私も今回は《女王の降臨》はなしだ。

ＧＭ：了解です。では、最初の行動はエレクトロンから。

瞳：ばっちこーい！

ＧＭ：では、お言葉に甘あまえて、全力でいかせてもらいましょうか（笑）。

瞳：あっ、ウソウソ。手て加か減げんしてもいいよ？（一同笑）

ＧＭ：残念ながら、それは聞けませんね（笑）。まずは、マイナーで《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》を使用。自身の身体を光と化し、あやめたちの方へと一瞬で移動します！

あやめ：うわっ、こっちにきたーっ！

コウ：微び妙みように厄介だな……。《終末の炎》が使いにくくなった。

ＧＭ：さらに、メジャーで先ほど放ったコンボに、《スターダストレイン》を組み合わせて攻撃です！

瞳：シーン攻撃！

ＧＭ：その通り！　さらに、ここで命中判定に賢者の石の効果を使用。クリティカル値が-2されて、５になりますよ！

コウ：賢者の石の力を使うかっ！

ＧＭ：賢者の石に適てき合ごうはしてますからね。ただ、力に吞まれてジャーム化してしまいましたが。「圧倒的な力の差を知りなさい！」命中は……95っ！

一同：95っ!?

あやめ：そんなの避けられるわけないよーっ！

神月：これが賢者の石の力かっ!?　すさまじいなっ！

ＧＭ：エレクトロンの胸元に埋めこまれた賢者の石が、一際激しく輝き、それとともに通路を閃光と雷が荒れ狂う！　ダメージは62点の装甲値無視！

瞳：《カバーディフェンス》！　今度こそあやめをカバーリングする！

あやめ：ありがとう、瞳ちゃん！

瞳：どういたしまして（笑）。というわけで、自分の身体を盾代わりに、エレクトロンの攻撃からあやめを守る！　そして、春日恭二のロイスをタイタス化して復活！　まだまだーっ！　ＦＨにやられっぱなしじゃいられないよっ！

神月：あやめくんのロイスをタイタス化して昇華する。彼女はこの研究所を守るために戦っている。疑うたがうのは間ま違ちがいのようだ。

コウ：どれをタイタスにするか……。ん、賢者の石にロイスを取って、タイタス化して復活しよう。とはいえ、硬直は受けることになるから、かなり厳しいな。

ＧＭ：それを狙ねらって距きよ離りを取りましたからね。これでこちらの行動は終了です。

瞳：コウの硬直を何とかしたいけど……ダメだ。何ともできない。引き続き、〝死の舞踏〟コンボで支援するしかないか。ごめん。

コウ：大だい丈じよう夫ぶだ。こっちのことはこっちで何とかする。支援を頼たのむ。

瞳：了解。では、再ふたたび〝死の舞踏〟！　さっきと同じく、みんなにクリティカル値-1、ダイス＋３個、達成値＋10をプレゼント。

あやめ：次はあたしだね。守ってもらった分、全力でいくよ！　マイナーで硬直を解除。メジャーで《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》その他で攻撃！　命中は……わっほーいっ！　出目悪っ!?

コウ：16個振ふって、クリティカルしたのが４個か……（笑）。

あやめ：もーっ！　登場の侵蝕率上じよう昇しようはあんなに出目が高いのに、こういう時に限って低いんだから！

ＧＭ：まあまあ。どこかが上がると、どっかが下がるものですって（笑）。

あやめ：どうせなら、侵蝕率が下がって、判定が上がって欲ほしいよっ！（一同笑）

瞳：お、落ち着いて、あやめ（笑）。ほら、まだ判定の途中じゃない。

あやめ：あっ、ごめん（笑）。それじゃ、10の……おっ、今度は全部回った！

ＧＭ：おっ？

あやめ：この調子で一気に……よしっ、よーしっ！　達成値44＋10で54まで伸のびた！

一同：おおっ！

ＧＭ：あやめ、やりますね（笑）。ドッジのダイスはペナルティ含ふくめて13個……。くっ、ダメか。18は20で命中です。

あやめ：ダメージは53点の装甲値無視！

ＧＭ：これで累積[image: 138]点。……ダメです、耐たえきれません。エレクトロンが戦闘不能になり、《自じ爆ばく装そう置ち》が起動します！

一同：な、なに───っ！

神月：こいつ、自爆なんてするのか！（笑）

ＧＭ：そりゃもう盛せい大だいに（笑）。というわけで、コウ以外に必中で、４Ｄ10のＨＰダメージ……24点をプレゼント！　なお、エレクトロンは《自爆装置》の効果で死し亡ぼうしますが、《蘇そ生せい復活》を使用して、ＨＰ１で復活します。

神月：タイタス昇華で復活だ！

瞳：同じく！　でも、もうロイスが一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだよ。

あやめ：あたしはもうダメ。これ以上、ロイスを消費すると帰ってこられなくなりそう。

コウ：今回は侵蝕率の上がりも厳きびしかったし、無茶するな。倒たおれていていいぞ。あとは俺たちがやる！

あやめ：ううっ、毎回倒れちゃってごめん！

神月：気にする必要はない。こういう時のために、仲間が、私たちがいるのだ。

瞳：そうそう。あとはまかせておいて！

あやめ：ごめんっ！

ＧＭ：エレクトロンを中心に起こった爆ばく発はつによって、通路はもはや原形をとどめないほどに破壊されます。また、彼女自身も融合していた鋼材が剝はく離りして、ボロボロに傷きずついた本体が姿を覗のぞかせる。「ふふ、アルテミスは倒れた。あとはあなたたちを殺せば……っ！」

神月：お前の思い通りにはさせん！　我々が倒れる前に、貴様を倒させてもらう！《絶対の恐怖》＋《コンセントレイト》で攻撃だ。命中は……きたぞ、きたぞっ、達成値69だ！

ＧＭ：ドッジ失敗！

神月：さあ、今度こそおしまいだ！　ダメージは、54点の装甲値無視！

ＧＭ：オーバーキルもいいところだ（笑）。しかし、エレクトロンも意地を見せます。《光の守しゆ護ご》でダメージキャンセル！

神月：むおっ、まだ切り札を持ってるのか!?

ＧＭ：マスターレイス配下のＦＨエージェントですから。そう簡かん単たんには倒たおせませんよ。神月が幻覚物質を放った場所にいたエレクトロンが歪みかき消える。攻撃したのは幻像です！

瞳：くうっ！　次はコウの手番だけど……硬直受けてるよね？

コウ：（こくりと頷うなずき）だが、問題ない。ここで決める！　倒れたあやめの姿を見て、彼女のロイスをタイタス化して即そく昇華。自分に不利な効果───硬直を打ち消す！

ＧＭ：あくまで、ここで決める気ですか！

コウ：当然だ。このラウンドで仕し留とめないと、また先手を取られる。《ハンティングスタイル》＋《終末の炎》で、移動しつつ、ＨＰを10点消費して攻こう撃げき力りよくを強化！

ＧＭ：炎を身に纏い、エレクトロンのもとへ、コウが一直線に突とつ撃げきする！

コウ：沈しずめ！《獣の力》＋《渇きの主》＋《獣の王》その他を組み合わせて、攻撃！《獣の王》の効果で、リアクションは不可だ！

ＧＭ：コウの放つ殺気に、エレクトロンの動きが止まる。だが、次の瞬間、あなたの視界が白い閃光に覆われる！　その攻撃に《フラッシュゲイズ》！

コウ：やはり使ってきたか。だが、残りＨＰ１なら命中さえすれば───。

ＧＭ：さらに《生命増強Ⅱ》を使用！　ＨＰを40点増加させます。これでＨＰ41点！

一同：な、なにぃ───っ!?

ＧＭ：ふっふっふっ。《蘇生復活》のよる復活は、ＨＰの低さが弱点なのは先刻承知。対策を用意しておいたのです！

瞳：くうっ！《フラッシュゲイズ》でダイスが減るから、これで命中判定のダイスは８個か。結構、厳しいかも……？

コウ：大丈夫だ、任せろ。攻撃力には自信がある。絶対にここで決める！（ダイスを勢いよく振る）　クリティカル！　10……20……！

あやめ：いい調子だよ！　30……40……っ！

コウ：45！　支援も入れて達成値は55だっ！

ＧＭ：クリティカル値６とはいえ、ダイス８個でそこまでの達成値を出しますか！

コウ：ダメージは26＋６Ｄ！　これで終わりだ！




　コウが気合とともにダメージロールを行なう。

　テーブルの上を頃がる６個のダイス。

　その行方を固唾を吞んで見つめる一同！

　そして、その結果は───。




コウ：……ダメージは61点の装甲値無視！

ＧＭ：なんという威力！　解き放たれた矢のごとく、コウが通路を駆け抜け、コウの右腕が、エレクトロンの身体を貫く！　さすがに、もう切り札は残ってません。61点直撃で、エレクトロンはついに倒たおれます！

一同：やった───っ！

ＧＭ：コウの右腕に身体を貫つらぬかれながらも、エレクトロンは双眸に憎悪の炎をともして、うめく。「うあっ……。私が負ける……!?　ようやく力を手に入れたのに……ＵＧＮごときに、この私が……！」

コウ：お前のその憎悪、ここで断たち切きる！




　コウは鋭するどく言い放ち、エレクトロンを鋼の異形の中から強引に引きずり出す。

「赤き闇やみに堕おちろ……！」

　その一言と共に、コウの血液が爆ばく発はつ的てきに燃焼を開始する！

　巻まき起おこる紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、一瞬でエレクトロンの肉体を燃もやし尽くし───。




　あとに残るのは真っ白な灰はいと静寂。

　そして、宿主を失った賢者の石が妖あやしい輝きを放っていた。








《女王の降臨》　超高速で化学物質を生成するソラリスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質によって、戦闘能力を向上させるソラリスのエフェクト。

《破壊の光》　熱衝撃波を連射して、広範囲を攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《主の右腕》　相手の弱点を知覚し、攻撃を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《雷の砦》　空気を帯電させ、相手の動きを封じるブラックドッグのエフェクト。

《要の陣形》　領域を利用して、複数の対象にエフェクトの効果を及ぼすオルクスのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器を自身にもっとも適した形状に変化させるモルフェウスのエフェクト。

《コンバットシステム》　正確な動きによって攻撃の精度を上げるノイマンのエフェクト。

《クリスタライズ》　相手を結晶化させて粉砕するモルフェウスのエフェクト。

《電磁反応装甲》　電磁による反発力を利用したバリアを張るブラックドッグのエフェクト。

《抗いがたき言葉》　幻覚物質によって、相手の動きを鈍らせるソラリスのエフェクト。

《ピンポイントガード》　肉体強化によって、敵の攻撃を弾くエネミーエフェクト。

《フラッシュゲイズ》　強烈な閃光によって視界を奪い、行動を妨害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《鏡の盾》　攻撃を受けると同時、光による反撃を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《スターダストレイン》　レーザーを乱反射させて、周辺一帯を攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《自爆装置》　体内の自爆装置を起動し、大爆発を起こすブラックドッグのエフェクト。

《蘇生復活》　驚異的な生命力で、死の淵から蘇るエネミー専用エフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：では、エンディング前のバックトラックです。みなさん、報ほう告こくをお願いします。

コウ：侵しん蝕しよく率りつ[image: 118]％で、ダイス３個こだとさすがに厳きびしい……。ダイスの数を二倍にして振ふる。……23下がって、95％で帰き還かんだ。

あやめ：あたしも二倍振りしまーす（笑）。……うん、85％で戻もどって来れた！

ＧＭ：おおっ、二倍で戻ってこられましたか。三倍もあるかなと思いましたが。

あやめ：瞳ひとみちゃんのカバーリングとかのおかげでロイスを温おん存ぞんできたからね。

瞳：取っておいてよかった、《カバーディフェンス》（笑）。ちなみに、わたしは一倍振りして、99％で成功したから。

ＧＭ：99％って……ギリギリじゃないですか！（笑）

瞳：[image: 120]％でダイス４個だったからね（笑）。

神月：それで一倍振りとは、ずいぶんとチャレンジャブルなことをするな（笑）。私わたしは、Ｄロイス生還者の効こう果かもあって、普ふ通つうに戻ってこられたぞ。

ＧＭ：みなさん、無事に帰還できたようですね。おめでとうございます。それでは、エンディングフェイズに参りましょう。







◆Ending01◆賢けん者じやの石


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　破は壊かいされた通路。

　先ほどまで繰くり広ひろげられていた戦いが噓うそのように、今は静まり返っている。

　これですべて終わった……。

　誰だれもがそう思ったその時───。




ＧＭ：では、まずは総そう合ごうのエンディングになります。エレクトロンを倒たおした直後から、シーンは始まります。なので、全員登場ですね。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は引き続き、地下通路になります。戦せん闘とうで破壊された通路は、先ほどまでとは打って変わって、しんっと静まり返っています。

コウ：賢者の石の様子はどうなった？

ＧＭ：先ほどまでは妖あやしく輝かがやいていましたが、今はそれも収おさまっています。先ほどまで展てん開かいされていたワーディング───光のドームも収まっています。

神月：それは、この研究所にいる人間がすべてジャーム化する危き険けんは去った……と考えてよいのかな？

ＧＭ：そうですね。

瞳：ふう。何とかなったみたいだね。

コウ：とりあえず、周囲の安全を確かく認にんしてから、あやめを助け起こすぞ。……大だい丈じよう夫ぶか。

あやめ：な、なんとか。ふらふらと立ち上がるよ。

瞳：んじゃ、わたしは霧きり谷たにとかに、地下の方は一段だん落らくついたって連れん絡らく入れておこう。

ＧＭ：すると、霧谷から後あと処しよ理りの人員をすぐに送ると返事がきます。どうやら、地上エリアでも、丁度ＦＨの撃げき退たいに成功したようです。

神月：それは何よりだ。




　その場にいた誰もが、安あん堵どの息を吐はく。

　戦いの終わりに、張はり詰つめていた空気が弛し緩かんしていき───。




ＧＭ：……しかし、みなさんが緊きん張ちようを解といた直後、不ふ穏おんな空気が周囲を覆おおう！　光を失っていた賢者の石が、再ふたたび明めい滅めつを始め、その形を変形させ始める！

コウ：っ！　とっさに右みぎ腕うでを変形させながら、賢者の石の方へと振ふり返かえる！

ＧＭ：そこでコウが見たのは……。




　明滅する賢者の石は変形、巨きよ大だい化かし、やがてひとりの少女の姿すがたをとった。

　銀の髪かみ、金色の瞳。華きや奢しやな身体を包むのは古めかしいドレス。全身がまるで鉱こう物ぶつの結けつ晶しようででもできているかのように輝いている。




あやめ：あ、あなたは……確たしか、メンター？

ＧＭ：呆ぼう然ぜんとつぶやくあやめに、賢者の石が変化した少女───メンターはこくりと頷うなずく。

瞳：ちなみに賢者の石が変形したって言ってたけど、今回はわたしたちにも彼かの女じよは見えるの？

ＧＭ：見えます。

瞳：なら、あやめに訊きくよ。……メンターって。あやめ、あの子のことを知ってるの？

あやめ：う、うん。ここに来る途と中ちゆうで何度か見かけた子だよ。でも、その時は瞳ちゃんとかには見えなかったみたいだけど……。

ＧＭ：あやめと瞳が言葉を交わしていると、メンターは倒たおれているエレクトロンを見て。「愚おろかな人……。資し格かくなき者が力を得ようと、待っているのは破滅だけなのに」

コウ：……。

ＧＭ：ぽつりとつぶやいたメンターは、すぐにあやめへと視し線せんを移うつします。そして、他には興きよう味みがないとばかりに、あやめだけをじっと見つめる。その視線は冷たく、みなさんの背せにゾクリと怖おぞ気けが走る。

あやめ：うっ……！

ＧＭ：「さあ、資格を持つ者よ、私とひとつに……」メンターが囁ささやき、あやめに向かってゆっくりと歩み出す。

コウ：待て！　そこはふたりの間に入っ──。

ＧＭ：（遮さえぎるように）だが、コウが動こうとする直前、みなさんの頭上に無数の魔ま眼がんが出しゆつ現げんし、超ちよう重じゆう力りよくでみなさんの動きを封ふうじ込こめる！

コウ：うおっ!?

神月：こ、これはっ！

瞳：バロールシンドロームっ!?

ＧＭ：通路を包つつみ込む超重力の中、ただひとり無事なのはあやめだけです。

あやめ：み、みんなっ!?

ＧＭ：驚おどろきの声を上げるあやめ。そして、いつの間に動いたのか。あやめの目の前に、メンターが立っています。

あやめ：ひうっ!?

ＧＭ：「さあ、私とひとつに……」メンターの手があやめの胸元に触れたかと思うと、するりと体内に潜り込みます。

あやめ：なっ、なっ、なっ……!?

ＧＭ：さらにそれと同時に、あやめの体内を〝力〟の奔流が駆けめぐり、意識を真っ白に染め上げていく！




　混濁する意識の中、あやめの脳裏に大切な人の姿が浮かぶ。

　自分を支えてくれる兄、親友の千鳥、瞳、神月、そして……コウ。

　だが、彼らへの想いを、〝力〟はあやめの意識ごと吞み込んでいく。




　自分が自分でなくなってしまう。




　そんな感覚にあやめは襲われ───。




あやめ：だ、ダメ───っ！　全力でメンターを拒絶するよっ！

ＧＭ：その瞬間、バチリッと激しい音をたてて、メンターがあやめから弾き飛ばされます。

あやめ：た、助かった……？

ＧＭ：先ほどまでの無表情から一変、驚きの表情を浮かべるメンター。

あやめ：あたしは心臓をバクバクさせながら、メンターを見てる！

ＧＭ：すると彼女は、再度あやめに近づこうとしますが、急に動きを止めてつぶやきます。「……どうやら邪魔が入りそうですね」

神月：邪魔……？

ＧＭ：神月が怪け訝げんそうに思うのと同時、上じよう層そうから無数の足音が聞こえてきます。どうやら、多数のＵＧＮエージェントが近づいてきているようですね。

あやめ：あっ、そういえば瞳ちゃんが連絡してたっけ！

ＧＭ：なのでその演えん出しゆつをいただきました（笑）。

神月：おおっ！　お手て柄がらだぞ、瞳くん！（笑）

瞳：いや、自分でもこんな風に役立つとは思わなかった（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、ＵＧＮエージェントたちが近づいてくる状じよう況きようの中。メンターは小さく溜ため息いきを吐ついて、再びあやめを見つめます。

あやめ：うっ！

ＧＭ：「今回は退しりぞきます。ですが、次の機会には……」そう言って《瞬しゆん間かん退たい場じよう》。空間を切きり裂さいて、その中へと姿を消します。

あやめ：た、助かった……！　緊張から解かい放ほうされて、その場にへなへなとへたり込こんじゃう。

コウ：金かな縛しばりはとけるか？

ＧＭ：とけます。あと、戦闘部隊を引き連れた霧谷が、緊きん迫ぱくした面おも持もちで現あらわれます。「みなさん、無事ですか！」

瞳：何とかね～。わたしもその場にへたり込んじゃうな。

神月：これはひとまず、危き機きは去ったと考えていいのかな？

コウ：たぶん……な。

あやめ：でも、次の機会って言ってたし、まだ終わってはいないんだよね？

コウ：それも、たぶん。

ＧＭ：みなさんの呟つぶやきは、周囲の状況確認を始めたＵＧＮのエージェントたちのざわめきの中に消えていきます。わずかな不安を残しつつも、シーンは終しゆう了りようです。








《瞬間退場》　シーンから即座に退場するエネミー専用エフェクト。













◆Ending02◆新たな門出


Scene Player ─── 神月正義






　ＦＨの襲しゆう撃げきから二日後。

　研究所は復ふつ旧きゆう作業が進められ、落ち着きを取とり戻もどし始めていた。

　そんな中、神月は会議室で霧谷と今後のことを話していた。




ＧＭ：では、次は神月のエンディングになります。ＦＨの襲撃でうやむやになっていた、綾あや間ま市支し部ぶの支し部ぶ長ちよう就しゆう任にんの件けんについて、霧谷と話し合うことになります。

神月：ああっ、そういえば結局、そのことについては結けつ論ろんは出していなかった。では、会議室あたりで霧谷と話す感じでよいのかな。

ＧＭ：それでＯＫです。会議室で対たい峙じする神月と霧谷。霧谷はいつも通りの穏おん和わな笑顔を浮うかべながら、切り出します。「さて、中ちゆう断だんしていた話を再さい開かいしましょう。ＵＧＮ支部長の件、考えていただけませんか？」

神月：そうだな。……まず結論から言おう。その話、受けてもよいと思っている。

あやめ：おおっ。

コウ：じゃあ、神月先生、次回から支部長になるのか？

神月：まあ、慌あわてるな。まだ、受けると決めたわけじゃない。

ＧＭ：むっ？

神月：霧谷に続けて言うぞ。……ただし、条じよう件けんがひとつある。

ＧＭ：「何でしょうか？　可か能のうな限かぎりは、こちらとしても対たい応おうするつもりですが」神月の人生に関わる決定でもありますから、霧谷も真しん剣けんにあなたの言葉を受け止めます。

神月：そうか。では、わたしから出す条件とは……。

ＧＭ：「条件とは？」

一同：……（神月の言動を見守っている）。

神月：人員増ぞう加かだ！　それもひとりやふたりではダメだ！　瞳くんが、小学校へ行けるぐらいには、綾間市支部に人員を配置して欲ほしい！

瞳：こだわるな～（笑）。

神月：この条件を吞んでもらえるならば、支部長になってもよいと、私は考えている。どうだ、霧谷？

ＧＭ：「そうですね……。戦闘要員の配置は難むずかしいですが、補ほ助じよ要員ならば若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあります。それを多めに配置しましょう」

神月：補助要員には何が出来るのだ？

ＧＭ：みなさんのように直ちよく接せつ任にん務むにあたれる能のう力りよくはありませんが、いろいろな雑ざつ事じをこなすことはできますね。たとえば、報ほう告こく書しよを書いてくれたり、事じ件けんの後処理をしてくれたり。

瞳：そういえば、報告書とかって、どうもわたしの担たん当とうっぽいんだよね。ランペイジの事件の時とか、コウから頼たのまれてたし。

コウ：俺おれは肉体労働担当だからな。そういうのは瞳に任まかせることにしてる（笑）。

神月：それで、支部ができれば、そういう雑事をしなくてよくなるわけか。

ＧＭ：「はい。そして時間的な余裕もできますから、小学校に通うための時間も確かく保ほできるようになるでしょう」

神月：ふむ、ここらあたりが落としどころか……。分かった。霧谷、支部長の件、受けさせてもらおう。

ＧＭ：「受けていただけますか！」

神月：ああ。そして、任されたからには全力を尽つくす。綾間市のことは私に任せろ。ただし、お前も条件は守ってくれよ。

ＧＭ：「それはもちろん。我われ々われは共通の目的を持っています。瞳さんを学校に行かせるという目的を」（笑）

神月：確かに。その点において、我々はお互たがいに協力できそうだな。

ＧＭ：霧谷はこくりと頷うなずいて。「やはり年とし頃ごろの少女というものは、子こ供どもというものは。ちゃんと学校に通って、経けい験けんや勉学をするべきです」

神月：気が合うな。私は手を差し出して、霧谷に握あく手しゆを求める。

ＧＭ：では、霧谷もニコリと笑って、手を握にぎり返し───。

瞳：ちょっと待ったーっ！　ＧＭ、わたしも登場する！

ＧＭ：あっ、はいどうぞ（笑）。

瞳：会議室のドアをバンッと勢いきおいよく開けて会議室に入るよ。

ＧＭ：「瞳さん……？」突とつ然ぜんの瞳の登場に、霧谷がぽかんとなる。

瞳：話は聞かせてもらったわ！

神月：ずっと外で聞き耳を立てていたのかね？　盗ぬすみ聞ぎきとは感心しないな、瞳くん。

瞳：些さ細さいなことよ、気にしないで。それより！　神月先生の支部長就任反対！　と、内心では小学校に行ってたまるかと、メラメラと心を燃もやしながら叫さけぶぞ（笑）。

あやめ：そ、そこまで小学校に行きたくないんだ（笑）。

コウ：むしろ、そこまで拒否する理由が気になってきたぞ。

瞳：（素になって）だって、カヴァーが謎の少女じゃなくて小学生になっちゃうじゃないか！　謎の少女ってカヴァー気に入ってるんだよっ!!

コウ：そんな理由かよっ！（一同笑）

ＧＭ：では、そんな瞳の心底を見み透すかしたように霧谷が言います。「瞳さん、これもいい機会です。観念して学校に通うようにしてください」

神月：そうだぞ、瞳くん。子供は学校に通うものだ。観念したまえ。

瞳：いや、でも、ＵＧＮの仕事が───。

ＧＭ：「話は聞いていたのですよね？　ならば、その時間を捻ねん出しゆつできるようになるのもご存ぞんじだと思いますが？」（笑）

瞳：ぐっ！　思わず言葉に詰つまって、一歩後ずさる（笑）。

神月：では、ずいっと詰め寄よって、肩かたをぽんっと叩たたこう。……瞳くん。観念したまえ（笑）。

瞳：……はい。ああ、謎なぞの少女だったのが、普通の小学生になってしまう（笑）。

ＧＭ：友ゆう情じようを温あたため合う神月と霧谷。そのかたわらで、瞳が寂しげに溜息をついたところでシーン終了としましょう。







◆Ending03◆日にち常じように戻もどって


Scene Player ─── 敷島あやめ






　ＵＧＮ研究所での四日間の研けん修しゆうを終えて、あやめは綾間市へと戻ってきた。

　連休明け初日。

　あやめは日常の世界へと帰っていく。




ＧＭ：では次があやめとコウの合同エンディングにしましょう。四日間の研修を終えて、綾間市に戻り、今日は連休明けになります。

コウ：了りよう解かいだ。

あやめ：結局、訓練ってどんなことしたんだろ。

瞳：あやめは戦闘系けいだから結けつ構こうハードだったんじゃないかねえ。精せい神しん修しゆう養ようとか射しや撃げき訓練とか、体力強化とかさ。

あやめ：ひーっ！（笑）

ＧＭ：実に濃のう密みつな四日間でした（笑）。でも、おかげで椿つばきとは仲良くなれたと思いますよ。

あやめ：あっ、それは嬉うれしいな。じゃあ、さらに、また会おうねって約束して、写メール撮とったことにしてもいい？

ＧＭ：いいですよ。携けい帯たいを開けば、凛り々りしい椿の姿がいつでも確認できます（笑）。

あやめ：わーい（笑）。

ＧＭ：というわけで四日ぶりの綾間市、そして学校でございます。ＨＲ前の教室では、クラスメイトたちが雑ざつ談だんに興きようじています。「あ～あ、連休終わっちまったな～」とか、「もっと休みが長ければな～」などという会話が耳に入ってくる。

あやめ：はふ～。日常に帰ってきたーって感じがする～。机つくえの上でだれーんとしてる。

コウ：俺は相変わらず、ぼんやり外を眺ながめてるよ。

ＧＭ：では、そんな内心ほんわかしているところに、嵐あらしがやってきますよ。ハイテンションにドアを開けて、千鳥が入ってくる。「みんな、おっはよーっ！」

あやめ：ち、千鳥！　そうだ、今思い出したけど、千鳥に会うと根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれるんじゃなかろうか！（笑）

ＧＭ：四日ぶりですからねえ。無む論ろん。千鳥はらんらんと目を輝かがやかせながら、あやめに詰つめ寄よりますよ。「四日ぶりのあやめだーっ！」っと抱だきつく勢いきおいで（笑）。

あやめ：わきゃーっ!?（笑）

神月：（千鳥になり）「もう、この四日間、あやめと会えなくて超ちようさみしかったよ！」

あやめ：う、うん。あたしも寂さびしかったよ（笑）。

神月（千鳥）：「そっか！　それはそうとして、陸原とはどうだったの？」（笑）

あやめ：ちょ、ちょっと、いきなりそれーっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：あやめと千鳥が騒さわいでいると、そこにカインも現われます。「もしかして、連休中の話をしてるの？　それ、僕ぼくも興味があるな」そう言って、ちらりとコウを見る。

コウ：……詳しよう細さいは語れないが、特に滞とどこおりなく、必要なことは全部終えた。

ＧＭ：「全部終えた!?」その一言に千鳥がくらりと倒たおれそうになります（笑）。

あやめ：ちょっ、千鳥しっかり！　コウ君、お願いちょっと黙だまってて！（笑）

コウ：むっ、分かった。

ＧＭ：千鳥は少し寂しそうに言います。「そっか……。あやめはひと夏のアバンチュールってやつを経験したんだね」（笑）

あやめ：いや、違ちがうって！（笑）

瞳：というか、今って夏だったっけ？

ＧＭ：えーっと……秋ですね（笑）。まあ、言葉の綾ってことで（一同笑）。

あやめ：夏でも秋でも、どっちでもいいよ！（笑）　千鳥に向かって、わたわたと言う。千鳥、落ち着こう！　あなたは勘かん違ちがいしてる！

神月：（千鳥になり）「そうなの……。それじゃあ、結局どうだったわけ？」

あやめ：いやだから、別に何もなかったってば！

ＧＭ：「ほんとに？」千鳥は疑うたがわしそうにあやめを見て、コウのこともちらりと見る。

コウ：一いち応おう、トラブルがあったといえばあったが……。

ＧＭ：「あったが？」カインが興きよう味み深ぶかそうに問いを重ねる。

コウ：残念ながら、話すことはできない。

あやめ：も、もう……コウ君、何でそんな……（笑）。あたしは机に突つっ伏ぷして、さめざめと泣きます（一同笑）。




　倒れるあやめを尻しり目めに、暴ぼう走そうする千鳥。

　周りのクラスメイトたちまで巻まき込こんでの大おお騒さわぎが始まる。




　その騒がしさに、ぐったりとしながらも。

　あやめは、少しだけ心が軽くなるのを感じて───。




　くすりと微笑ほほえんだ。







　　　　INTERMISSION




　綾間市から遠く離れた山中。

　夜の闇の中を、鬱蒼と生い茂る森を、光り輝く少女が歩いていく。

〝導く者メンター〟を名乗る少女。




　メンターの双眸が森の奥、闇に包まれた空間を真っ直ぐに見つめる。

　ここではない〝何処か〟を見るかのように、その視線は茫洋としている。

　その視線の遙か先にあるのは綾間市。

　そして───。




　メンターは歩み続ける、真っ直ぐに。求めるものを手中に収めるべく。

　だが、迫り来る脅威に、気づいている者は、まだ誰もいない……。

　新たな事件は、もうすぐそこまで迫っていた。


To be continued


















　　　　PREPLAY




　ＦＨの撃げき退たいに成功したものの、賢けん者じやの石が変化したレネゲイドビーイング───メンターという不安要よう素そを残したまま終わりを迎むかえた第三話。

　無む論ろんこれは第四話で、でかい事じ件けんを起こす準じゆん備びのためでもあります。

　やるからには派は手でにやりたいところ。




　とはいえ、第一巻かんですでに街全体が危き険けんにさらされるというシチュエーションはやっていますから、ネタには一ひと捻ひねり欲ほしいです。また、第三話に引き続き、『ルールブック２』や『上級ルールブック』で追加された要素についても紹しよう介かいしていきたいところ。

　シナリオに必要な要素を考え、データと睨にらめっこをして、時には悩なやんで友人に相談に乗ってもらい───。




　そして、時間は瞬またたく間まに過すぎて、『ジェネシス』第四話の収しゆう録ろく日びがやってきたのでした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございまーす。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：というわけで、これより『ジェネシス』の第四話収録を開始したいと思います。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：というわけで、前回はＵＧＮ研究所を襲しゆう撃げきするＦＨと戦ったり、賢者の石を巡めぐって、あやめが酷ひどいめにあったりしたわけですが。

あやめ：あうあう（笑）。

コウ：結局、あの後はどうなったんだ？

ＧＭ：研究所自体は復ふつ旧きゆう作業でてんやわんやでしたが、とりあえず一週間ほど経けい過かして、落ち着いていると思いますよ。あと、綾あや間ま市のＵＧＮ支し部ぶの開かい設せつも完かん了りようしております。

神月：そういえば支部ができるんだったな。

ＧＭ：一いち応おう、支部は表向き───。

神月：レストランに偽装されているのだろう？（笑）

瞳：えっ、そうなの？　わたしは法律事務所になると思ってた（笑）。

ＧＭ：俺もそれを想定してたんですが（笑）。

神月：やはりそうなるかな？（笑）　では、法律事務所ということで。

ＧＭ：いや、まぁ、レストランでも……いいですけど（笑）。

神月：いやいや、法律事務所で（笑）。レストランは老後の楽しみに取っておくことにするよ。

瞳：結局、最後はそこに行きつくんだ!?（笑）

ＧＭ：まあ、神月のレストラン経営については、また別の物語、ということで（笑）。さて、そろそろ今回のトレーラーを読み上げますよ




●トレーラー

　ＦＨの襲撃により、ＵＧＮの研究所から喪そう失しつした賢者の石。

　それは独どく自じの意い志しを持つ存そん在ざい───レネゲイドビーイングとして動き出す。

　少女に迫せまる危き機き。そして、変へん貌ぼうする綾間市。

　キミたちは、非ひ日にち常じように吞のみ込こまれようとする少女と街を救うことができるのか。




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』第四話

「閉ざされる世界～Enclosed World～」

　ダブルクロス───それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：……というわけで、今回はまた舞ぶ台たいを綾間市に戻もどしまして、都市レベルでの大きな事件が起きるという感じになります。

瞳：この間のミスト事件みたいな感じなのかな？

ＧＭ：（しれっと）もっと、ひどいことになるかもしれません。

あやめ：もっとひどいんですか!?

ＧＭ：実じつ際さいどうなるかは、セッションが始まってからのお楽しみということで（笑）。

あやめ：ううっ、気になる。

神月：安心したまえ、あやめくん。

あやめ：おっ？

神月：私がＵＧＮ支部長となったからには、どのような事件からも、綾間市を守って見せよう。燃えたぎる正義の心に誓ってな！

あやめ：おおっ！

瞳：相変わらず、神月先生は熱いねえ（笑）。

ＧＭ：さて、それではトレーラーを読み上げた次は、みなさんに配るハンドアウトを読み上げさせてもらいますよ。




陸りく原はらコウ用ハンドアウト


ロイス：カイン・マイルズ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：脅きよう威い



　ＵＧＮ研究所を襲撃したＦＨエージェント〝エレクトロン〟。

　彼女が暴走した時に口にした主の名〝マスターレイス〟を追う中、キミはその名の持ち主をついに突き止めた。カイン・マイルズ───彼こそ〝マスターレイス[image: ]ガンマ〟。コードウェル博士配下の恐おそるべき子こ供どもたちのひとりだったのだ。

　彼かれが何故なぜ、一いつ介かいの高校生として綾間市に潜せん伏ぷくしているのかは分からない。

　キミはまず、彼を呼よび出だし、その真意を探さぐることにした。




神月：うおっ、カインの正体が判明するところから始まるのかっ！

あやめ：いきなりバレちゃっていいんですかっ!?

ＧＭ：いいんです！（きっぱり）

コウ：これは……。最初からなかなか物ぶつ騒そうなことになるかもしれないな。

ＧＭ：むしろ、がんがん火花を散らしてもらいたいですっ！

神月：しかし、〝マスターレイスか〟。……第一巻のラストでも、そう呼ばれていたな。何やら特別なコードネームとのことだったが。

ＧＭ：ええ。ちなみに〝マスターレイス〟についてまとめると───。




　マスターレイス───他のＦＨエージェントを自由に扱う権力と強大な力を併せ持つ、ＦＨの中でも特別な存在であることを示すコードネーム。

　この名を持つＦＨエージェントはいずれも、ＵＧＮに多大な被害を与えており、恐怖の対象となっている。




神月：ふむ。ＦＨの中でも特別高い地位にいる存在ということか。

あやめ：ちなみに、〝マスターレイス〟の後についてる、〝[image: ]〟という数字が気になるんですが。

ＧＭ：ああ、旧版では、マスターレイスの称号を持つＦＨエージェントは基本ひとりでしたが、『ＤＸ３』では少々変わりまして。……実は、いっぱいいるのです（笑）。

あやめ：ええっ!?

コウ：少なくとも十四人はいます（笑）。

あやめ：十四人もっ!?

コウ：もっといるかもしれません（笑）。

あやめ：〝マスターレイス〟が多すぎる！（一同爆ばく笑しよう）




敷しき島しまあやめ用ハンドアウト


ロイス：〝導く者メンター〟　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：恐きよう怖ふ



　ＵＧＮの研究所で出会ったメンターを名乗る不思議な少女。

　綾間市へと戻もどったキミのもとに、再ふたたび彼かの女じよが現あらわれた。

　感情の浮うかばない、ひどく虚うつろな瞳でキミを見つめ、メンターはこう告げる。

「さあ、資し格かくを持つ者よ。人を超こえる時が来たのです」

　彼女の言葉は、どこか不ふ吉きつな響ひびきを持っていた。




あやめ：あう～、やっぱりあの子が来るんだっ！

神月：そういえば、前回のエンディングで姿を消して、そのままだったな。

瞳：しかし、あやめって変なのによく狙ねらわれるよね～。

あやめ：ほえ？

コウ：確たしかにな。ランペイジに、今回のメンター。それにカインもか。

あやめ：ううっ、どうしてあたしを狙うんだろ……。

ＧＭ：まあ、そこにはいろいろと理由があるんです。

神月：理由とは？

ＧＭ：それは……まだ明かすときではないのです（一同笑）。




神月正義かんづき・せいぎ用ハンドアウト


ロイス：賢者の石　　　推奨感情　ポジティブ：執着／ネガティブ：脅威



　綾間市にＵＧＮ支部が設せつ立りつされることが決定してから一週間後。ＵＧＮ支部兼けんキミの事務所となる、神月法律事務所は完成すると同時に、早速厄やつ介かい事ごとが舞まい込こんできた。

　一週間前に訪おとずれたＵＧＮの研究所で起きた事件の際さいに失われた賢者の石。それがレネゲイドビーイング化し、綾間市へ向かっているというのだ。

　賢者の石は、数日中に綾間市に到とう達たつすると予よ測そくされている。この賢者の石を回かい収しゆう、もしくは破は壊かいし、レネゲイドによる災さい害がいを鎮ちん圧あつするのが今回のキミの任にん務むだ。




神月：トレーラーでも聞いたが、レネゲイドビーイングとは何だ？

ＧＭ：レネゲイドが知ち性せいを持った、一種の概がい念ねん存そん在ざいのようなものです。ウィルスのはずなのに、知性を持ったという摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在です。

神月：ウィルスが知性を持つのかっ!?　そんな馬鹿なっ！

ＧＭ：ですが、それは確かに存在していて、人間社会の中に潜んでいるのです。

神月：むう。ウィルスが知性……凄すごいな。いったい何なんだ、レネゲイドとは（笑）。

ＧＭ：さて、何なんでしょうか（笑）。ちなみにこの賢者の石は、Ｄロイスではなく、通つう常じようのロイスとなります。

瞳：つまり、「賢者の石」さんとのロイスってことだよね？（笑）

ＧＭ：そんな感じです（笑）。

神月：ふむ。感情は〝執着〟……これは私わたしにこの賢者の石を手に入れろということだな？（笑）

ＧＭ：ぶっ!?　いや、違ちがいますよ！（笑）

神月：この賢者の石さえあれば、私は絶ぜつ対たいの正せい義ぎを執しつ行こうすることができる！

ＧＭ：それ、悪役のセリフですから！（一同爆笑）

神月：これぞダブルクロス……裏切りという奴やつだ。

ＧＭ：格かつ好こうよく言っても駄目ですよ。ちゃんと危き険けん物ぶつとして処しよ理りしてください！（一同笑）




陸原瞳ひとみ用ハンドアウト


ロイス：剛田雅道ごうだ・まさみち　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：不安



　一週間前、キミはあやめの付つき添そいでＵＧＮの研究所を訪れた際、懐なつかしい顔に会った。

　ＵＧＮ戦せん闘とう部隊の隊長を務つとめる剛田雅道という、過か去こに何度か任務を共にしたことがある男である。どうやら彼は、前回のＦＨ襲撃事件において喪失した、賢者の石の捜そう索さくにあたることになったらしい。賢者の石はその秘ひめたる力ゆえに多くの悲ひ劇げきを生み出してきた。何事もなければよいのだが。




瞳：賢者の石って、結局前回の事件のあと見つかってないんだ。

ＧＭ：少女の姿───メンターとなって、どこかに消えてしまいましたからね。

瞳：はいはい。それでＵＧＮでは行方ゆくえを探さぐってるわけね。ちなみに、剛田ってどんな奴？

ＧＭ：三十代前半のごついおっさんですね。豪ごう放ほう磊らい落らくな性せい格かくの持ち主で、ＵＧＮでは戦闘部隊の隊長を務めています。

コウ：そんな奴と、瞳はどうやって知り合ったんだ？

ＧＭ：瞳はエージェントですから、やはりＵＧＮの任務中ででしょうね。瞳は支援能力者で、戦闘能力がないので、戦闘任務で協力した感じでしょうか。会ったのは一年前ぐらいで。

瞳：はいはい。まあ、そんなところだよね。りょーかい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：今回のハンドアウトはこんな感じになります。それでは次に、キャラクターの成長に移りましょう。前回は〝シナリオの目的を達成した〟の項目が10点で、バックトラックで二倍振りだったコウとあやめは18点取得。神月と瞳は20点取得になります。それでは、みなさん、キャラクターの成長をお願いします！




　ルールブックと睨めっこをしつつ、どのデータを成長させるか悩む一同。

　そして、一時間後───。

　無事にキャラクターの成長は終了したのだった。




▼陸原コウ　～矢野俊策やの・しゆんさく

コウ：今回は、新しく《完全獣化》を２レベルで取得した。これで20点消費して、残り経験点は３点だ。

ＧＭ：ほほうっ！　ついにコウは右腕だけでなく、全身変身するようになりますか！

神月：変身か……。変身はいいな、男のロマンだ（笑）。

コウ：喜んでもらえてるようで、なによりです（笑）。あと、常備化しているアイテムを少しだけ変えた。防具を外して、バイクを取ったぞ。

ＧＭ：バイクですか？

瞳：あー、盗ぬすんだバイクで走り出す？（笑）

コウ：いやいやいや！（一同笑）防具を着てたけど、《完全獣化》すると使えなくなる。なら、変身前の移い動どう手しゆ段だんを確かく保ほした方がいいと思った。

ＧＭ：コウは何せ、移動距きよ離りが少ないですからねえ。

コウ：うん（笑）。バイクなら全力移動でかなりの距離を移動できるし、他の人を乗せることもできる。防具よりは役に立つかもしれないと思ってな。最後に固定ロイスは、〝Ｄロイス〟業わざ師しに、〝上司〟霧谷雄吾きりたに・ゆうご、〝妹〟陸原瞳で。




▼敷島あやめ　～藤井忍ふじい・しのぶ

あやめ：敷島あやめです。また新しいエフェクトとして、《ギガンティックモード》を取得しました。

瞳：おお、範はん囲い攻撃用のエフェクトがきましたー！

あやめ：はい、これで複ふく数すうの敵てきが出た時にも対たい応おうしやすくなったかと。

瞳：使うと武ぶ器きがでかくなるんだっけ？

ＧＭ：銃じゆうだと、形けい状じようそのものを変えちゃうのもありですね。ガトリングガンになるとか。

瞳：ガトリングガン！（笑）

神月：女子高生がガトリングガンをぶっ放すというのは、なかなかすごい光景だな（笑）。

あやめ：固定ロイスは〝Ｄロイス〟起き源げん種しゆ、〝兄〟、〝友人〟紫倉千鳥しくら・ちどりで、変へん更こうはなしです。




▼神月正義　～師走しわすトオル

神月：《抗いがたき言葉》を２レベル上げて、さらに《狂戦士》と《錯さつ覚かくの香かおり》を１レベル上じよう昇しようさせた。経けい験けん点てんは21点あったので、これで残り１点だな。

ＧＭ：攻撃能力だけでなく、ダイスペナルティ能力も上げてきましたか。

神月：うむ、地味に効くようなのでな（笑）。本当はさらに〝すごい服〟という防具も手に入れたかったのだが、常備化ポイントが足りず断念したよ。

あやめ：すごい服って……すごい名前だなぁ（笑）。

コウ：〈交渉〉にボーナスがつく防具だな。セッション中に購入判定してみたらどうだ？

神月：そうか、その手があったか。よし、後で試してみよう。ちなみに、固定ロイスは〝Ｄロイス〟生せい還かん者しやと〝犯はん罪ざい者しや〟である瞳の親、そして昔フォーカスされた〝記者〟で変わらずだ。

ＧＭ：〝記者〟残しますね～（笑）。

神月：いつか話に絡からませられればと考えているからな！（一同笑）

ＧＭ：こちらとしても、いつか出したいですね（笑）。

神月：そうそう。あともうひとつ変へん更こう点てんがあった。ＵＧＮの支し部ぶ長ちようになったので、ワークスリビルドで、ワークス名だけをＵＧＮ支部長に変えたよ。

ＧＭ：ああ、それは重要です。了解しました。




▼陸原瞳　～鈴吹太郎すずふき・たろう

瞳：いろいろ悩んだけど、結局イージーエフェクトを取った（笑）。《七色の声》と《軽功》のふたつ。

神月：ほう、瞳くんもか（笑）。

瞳：うむ。これで声を自じ由ゆう自じ在ざいに変えられるようになって、壁へき面めんを走ったり、水の上を走ったりできるようになった。

あやめ：おお（笑）。

瞳：あと、普通のエフェクトも新しく取ったよ。《妖よう精せいの手》ってやつ。

コウ：判はん定ていで振ふったダイスの出目を１個こだけ10にできるエフェクトか。

あやめ：それって判定を確かく実じつにクリティカルにできるってことじゃないですか！　強い！

瞳：もちろん回数制せい限げんはあるけどね。んで、前回決めきれなかったＤロイスも決めたよ。

ＧＭ：結局どうなりました？

瞳：複ふく製せい体たいを取った。

ＧＭ：……はい？　今、何と？

瞳：Ｄロイスは、複製体を取った！

一同：え、ええぇえええええっ!?




　複製体───自身が、誰かのクローンである設定を得るＤロイスである。




神月：ひ、瞳くんはクローンだったのかっ!?

コウ：よりにもよって、えらいの選びましたね（笑）。

瞳：だって、これが一番強くなれそうだったんだよ！（一同爆笑）

あやめ：複製体は、自分の持ってないシンドロームのエフェクトがひとつ取れますからねぇ。自分のシンドロームだとできないことを、フォローできるのは強いですよね（笑）。

ＧＭ：それは確かにそうですが……（笑）。ちなみに、複製体の効果で何を取ったんですか？

瞳：《孤こ独どくの魔ま眼がん》を取得したよ。

ＧＭ：《カバーディフェンス》に続いて、また厄介なエフェクトを……。

コウ：支し援えんに防ぼう御ぎよに、順調に育ってる感じだな。

ＧＭ：それで、複製体で、どういう設定にしたんですか？

瞳：うむ、なぜ複製体なのかと言うと……。

一同：（わくわく）。

瞳：なんにも決めてない（きっぱり）。

ＧＭ：な、なんですと───っ!?

瞳：ほら、瞳の過去って謎が多いじゃん？　犯罪者の親とか、コウとの関係とかさ。

神月：改めて言われると、確かにそうだな。

瞳：なんで、全部ＧＭに任すから、なんか思いついたら拾ってくれ（一同爆笑）。

ＧＭ：ぐほっ!?（笑）　くうっ……わ、分かりました。がんばってみます！

瞳：頼んだ！（笑）　他の変更点は余ってた常備化ポイントでバックラーを取ったことかな。あとは……ああ、そうだ。一番重要なことを言うのを忘れてた！　カヴァーが謎なぞの少女から、小学生になりました！（笑）

神月：ついに瞳くんが、学校に行くように！（笑）

ＧＭ：神月が達成感に震ふるえてる（笑）。きっと霧谷も今ごろ、喜んでいるでしょう。

あやめ：ふたりとも、瞳ちゃんを学校に行かせようと、がんばってたもんね（笑）。

瞳：固定ロイスは〝Ｄロイス〟複製体、〝父親〟、〝兄〟陸原コウで。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次にＰＣ間ロイスを結びましょう。ちなみに今回はちょっと特とく殊しゆな結び方をします。あやめ以外は全員、あやめに取ってください。んで、あやめは無しでお願いします。

あやめ：な、なにゆえ？（笑）

ＧＭ：あやめのロイス枠わくは、今回のシナリオにおいて重要な意味を持つのです。それであやめにひとつお願いがあるのですが……途中までロイスを取らないでおいてもらえませんか？

あやめ：およよ。それって、さっき言ってた、あたしのロイスが重要な意味を持つっていうのと関係があるの？

ＧＭ：ええ。ちなみに、ずっとロイスが取れないわけではないです。理由については、セッション中に明かしますので。

あやめ：ふむふむ。りょーかい。んじゃ、とりあえずロイスの取得はしないでおくよ。

ＧＭ：ありがとうございます。あと、もうひとつ。ＰＣ間ロイスとしての、あやめのロイスですが、感情は今決めなくて構いません。『上級ルール』でガイダンスされた、オープニング終しゆう了りよう後にＰＣ間ロイスを取得する方法を採用しようと思いますので。

神月：そういう方法もあるのか。それならば、オープニングであやめくんの取った行動に合わせて、我われ々われは感情を決められるな。

ＧＭ：というわけで、少々変へん則そく的てきですが、オープニングに参りましょう。








《完全獣化》　全身を戦闘に適した形態に変形させるキュマイラのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させることで、広範囲を攻撃可能にするモルフェウスのエフェクト。

ワークスリビルド　キャラクターの持つワークスを変更するルール。『ルールブック２』Ｐ21に掲載されている。

《七色の声》　声質を自由自在に変化させるハヌマーンのイージーエフェクト。

《軽功》　驚異的な身軽さにより、壁や水上を走ることを可能にするハヌマーンのイージーエフェクト。

《孤独の魔眼》　重力制御によって、攻撃を自分に引きつけるバロールのエフェクト。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆戦友との再さい会かい


Scene Player ─── 陸原瞳ひとみ






　一週間前、ＵＧＮ研究所。あやめの研けん修しゆうも終わり、綾あや間ま市へ帰ろうかという時。

　管かん理り棟とうのロビーで瞳が時間を潰つぶしていると、懐なつかしい顔を見かけた。

　かつて任にん務むを共にした戦せん闘とう部隊の隊長、剛田だ。

　彼かれもまた瞳に気づき、豪ごう快かいな笑みを浮うかべて近づいてくる。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに参りましょう。最初は瞳のシーンから。侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようをお願いします。

瞳：あいよ。４点上がって35％。まずまずかな。んで、どんな状じよう況きようなの？

ＧＭ：このシーンのみ一週間前、前回の事じ件けんの直後となります。

瞳：おっ、そうなのか。じゃあ、場所はＵＧＮ研究所とか？

ＧＭ：ですね。あやめの研修が終わって、今日は綾間市に帰る日。他のみんなより先に帰る準じゆん備びを終えたため、瞳はひとり、ロビーで暇ひまを潰している感じになります。

瞳：んじゃ、猫ねことじゃれ合いながら適てき当とうに時間を潰してるよ～。

ＧＭ：その間にもロビーは数名の人間が行き交うのですが、その中のひとり。異い様ように体たい格かくのいい、アーミースタイルの服ふく装そうに身を包んだ男が、瞳の方へと近づいてきます。

瞳：おっ、もしかして剛田？

ＧＭ：ですね。「まさか、お前とここで会うとは思わなかったぞ。一年ぶりか……。元気にしてたか、〝死の舞踏ダンスマカブル〟」彼はそう言ってにやりと笑う。

瞳：あら、剛田じゃない。久ひさしぶりね。こちらもにっと笑い返しそう。

ＧＭ：「呼よび捨すてとは、相変わらずだな、お前は。あー……今は何て名乗ってるんだ？」剛田はこのままコードネームで呼び続けるのも何だと、名前を聞いてきますよ。

瞳：陸原、陸原瞳だよ。

ＧＭ：「陸原？　……陸原コウとコンビを組んでるエージェントってのは、お前なのか？」

コウ：……俺おれのことを知ってるのか？

瞳：ちょっと気になるから、その言葉に反はん応のうしよう。……コウを知ってるの？

ＧＭ：「ああ。支し部ぶのない綾間市をフォローしてるチルドレンだろう。かなりの腕うで利ききだと聞いてるよ。しかし、その相方がお前だったとはな」

瞳：意外だった？

ＧＭ：「いや、むしろ納なつ得とくした。お前の支し援えん能のう力りよくの高さは身をもって知ってるからな」かつて任務を共にしたことのある剛田は、瞳を高く買っているようですね。

瞳：お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくでーす。猫と一いつ緒しよにくるりとその場で回って、茶目っ気たっぷりに笑おう（笑）。

あやめ：はうっ、可か愛わいい（笑）。

ＧＭ：「相あい棒ぼうが猫なところも変わらずか。本当にお前は変わらんな」

瞳：いやいや、それがそうでもないのよね。いろいろあってね。小学校に通わなくちゃならなくなったのよ。

ＧＭ：「お前が……小学校に行く……？」ぽかんとした表ひよう情じようで剛田。

瞳：不本意ながらね～。今から億おつ劫くうだと肩を落とす。

ＧＭ：逆ぎやくに剛田は豪快に笑い出しますね。「お前があんなに嫌いやがってた小学校に行くとは驚おどろきだ！　明日は雨か雪でも降ふるんじゃないか？」（笑）

瞳：すまし顔で答える。そうね。傘かさは用意しておいた方がいいわよ（一同笑）。

ＧＭ：剛田もにやりと笑みを返します。「そうしたいところだが、今日から任務に出なければならん。傘は持っていけないから、雨天装そう備びを持ち歩くことにするよ」

瞳：任務？

ＧＭ：「この間の研究所が襲しゆう撃げきされた事件があったろ。その事件の際さい、この研究所で保ほ管かんしていた賢けん者じやの石がなくなったらしい。それで、その捜そう索さく任務を割わり当あてられたのさ」

瞳：賢者の石絡がらみなんだ。ちなみに、わたし、事件中に賢者の石を見たよ？

ＧＭ：「……お前はたまに、あっさりと、とんでもないことを言うな？」剛田は本当にかなわんと頭を搔かき。「詳くわしく話を訊きかせてもらえるか？」

瞳：防ぼう戦せんに参加した際、偶ぐう然ぜん見かけたの。人の姿すがたをしてて、メンター……とか名乗ってたっけ。ジェスチャーをしながら「こんな感じ！」と子こ供どもっぽく表ひよう現げんする（一同笑）。

ＧＭ：そんな瞳を、剛田はふむふむと真面目な顔で見てます（笑）。

瞳：とりあえず、賢者の石は見つけたけど、その後どっかに行っちゃったと話しておく。ちなみに、メンターがあやめを狙ねらってたことは黙だまっておく方向で。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、剛田は瞳の話を聞いた後、しばし考かんがえ込こみ。「思っていたよりも状況は厄やつ介かいなようだな」渋じゆう面めんになってつぶやく。

瞳：わたしはよく分からないんだけど、賢者の石ってのは、みんなあんな感じなの？

ＧＭ：「いや、あれは特別なものらしい。中東の遺い跡せきで発はつ掘くつされたとか何とか……」

コウ：中東の遺跡？　それってもしかして、レネゲイドが発掘された？

神月：（ルールブックを見ながら）しかし、発掘物は輸ゆ送そう機きの撃げき墜ついで喪そう失しつしたとあるが？

瞳：気になるね。ちと聞いてみよう。ねえ、剛田。中東の遺跡で発掘されたものって、全部輸送機と一緒に燃もえちゃったんじゃないの？

ＧＭ：「あくまでそういう噂うわさだって話だ。実じつ際さいはどうかは分からん。上じよう層そう部ぶなら、何か知ってるかもしれんが、しがない戦闘部隊員には縁えんのない話だしな」

瞳：そっか～、あなたは筋きん肉にく担たん当とうだもんねぇ。ケラケラと笑って言う（笑）。

ＧＭ：「言いやがる」（笑）。やれやれと剛田は溜ため息いき混まじりに言うと、時計を確かく認にんします。「そろそろ時間だ。俺は行くよ」

瞳：そう。あたしも連れが来る時間よ。あなたと話せて、いい暇ひまつぶしになったわ。また、縁があったら会いましょう。

ＧＭ：「むしろ、今の任務が終わったら、俺の方から綾間市に顔を出させてもらうさ。お前がランドセルを背せ負おっている姿が見られるなんて思ってもいなかったからな」（笑）

一同：それは確たしかに（笑）。

瞳：わたしはふくれっ面つらになってつぶやく。……だから嫌いやだったのよ（笑）。

ＧＭ：「腐くさるな、腐るな。それじゃあな、〝死の舞踏ダンスマカブル〟……いや、陸原瞳」と言って、彼は立ち去ります。

瞳：猫と一緒に敬けい礼れいして見送ろう（笑）。

コウ：おいおい（笑）。

神月：立ち去るごつい男に、敬礼で見送る少女と猫……なんというかシュールだ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、そんなところでシーン終しゆう了りようになります（笑）。







◆Opening02◆近づく脅きよう威い


Master Scene






　月が煌こう々こうと輝かがやく夜の山中を、漆しつ黒こくの戦せん闘とう服ふくに身を包んだ一いち団だんが行く。

　剛田率ひきいるＵＧＮ戦闘部隊だ。

　メンバー全員が異様な緊きん張ちよう感を帯びているのは、戦闘中であることの証あかし。

　彼らは暗い森の中、死地に足を踏ふみ入いれようとしていた。




ＧＭ：次のシーンはマスターシーンになります。

神月：いきなりか。何が起こるんだ？

ＧＭ：ちょっとばかり派は手でな事件が。前のシーンから時間は数日ほど進みます。場所は某ぼう山さん中ちゆう。夜の闇やみの中、生おい茂しげる木々の間を、無数の人ひと影かげ───ＵＧＮ戦闘部隊の面々が駆かけ抜ぬけていきます。

あやめ：ＵＧＮ戦闘部隊……。もしかして剛田さんたちかな？

ＧＭ：その通り。剛田率いる戦闘部隊は今まさにメンターと交戦中で、夜の静せい寂じやくを打うち破やぶるように、怒ど号ごうが飛び交っています。「向こうへ行ったぞっ！」「撃うて、撃て！」

瞳：おおっ、戦闘部隊っぽいじゃん（笑）。




　鳴なり響ひびく無数の銃じゆう声せい。

　しかし、隊員たちは舌した打うちをもらした。手て応ごたえがない。

　目標の予想以上の戦闘能力に、隊長である剛田も焦しよう燥そうを隠かくしきれない様子だ。




ＧＭ：「まさか、ここまでやるとは……！」唸うなる剛田。時折、森の奥おくからズンッと、何かを押おし潰つぶすような音が鳴り響き、その度に無数の木がへし折れて倒たおれていく。

コウ：（隊員になり）「隊長、[image: ]チームからの連れん絡らくが途と絶だえました！」

神月：「くそっ、なんて奴やつだ！　俺たちがこうも一方的にっ！」（[image: ]隊員）

ＧＭ：叫さけぶ隊員たちに、剛田が退たい却きやくするべきかと考えた、その直後───。




　森の奥から光ひかり輝かがやく、ひとりの少女が姿を現あらわした。

　古風なドレスを纏まとった、銀の髪かみと金色の双そう眸ぼうを持つ、レネゲイドビーイングの少女。

　少女の身体は夜の闇の中にあって、鉱こう物ぶつの結けつ晶しようのような輝きを放っている。




ＧＭ：……自分を見る、ひどく無む機き質しつな双眸に、剛田は。「どうやら、俺たちを逃にがすつもりはないようだな」つぶやき、覚かく悟ごを決めて銃を構かまえる！




　下される攻こう撃げき命令。

　炎ほのおが氷が雷かみなりが。銃じゆう弾だんが刀とう剣けんが。

　戦闘部隊の隊員たちによる、ありとあらゆる攻撃が、メンターへと殺さつ到とうする。




　しかし、メンターの周囲に発生した無数の魔ま眼がんが、すべてを吞のみ込こんだ。

　さらに、攻撃を仕し掛かけた隊員たちが、生み出された魔眼に吞み込まれ、倒れていく。




ＧＭ：……一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼう。剛田だけを残して部隊は全ぜん滅めつ。彼もまた瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ってしまう。そして、そんな剛田をメンターが冷たく見下ろします。

神月：おい、まさか……！




　目の前の光り輝く少女と、頭上に浮うかぶ魔眼に、剛田は死を覚悟した。

「最後に、あいつに会えなかったのが心残りだな……」

　やれやれと、溜息混じりにつぶやいた直後───。




　すべてが闇に包まれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




神月：おいおい、いきなり剛田が死んだぞ！

瞳：（素すで）わたしの長いＴＲＰＧ人生の中、オープニングでいきなり親しいキャラクターが死ぬことは……実はよくあったりします（笑）。

神月：（同じく素で）よくあるんだ!?（笑）

コウ：うん。まあ、あるよね（笑）。

あやめ：実は結けつ構こう（笑）。

神月：なんてことだ……（笑）。

瞳：しかし、メンターもいきなりやってくれる。この借りは返させてもらわんとね。

ＧＭ：もちろん、その機会はありますよ。それでは、次のシーンに参りましょう。







◆Opening03◆新たなる出発


Scene Player ─── 神月正義






　綾間市の外れにある貸かしビルの二階。

　真新しいオフィス家具が運はこび込こまれたフロアを、神月は満足そうに見み渡わたす。

　───神月法ほう律りつ事じ務む所しよ。

　今日よりＵＧＮ支部として機き能のうすることになる、神月の新しい城しろだ。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは神月。

神月：了解だ。侵蝕率を上げよう。……９点上昇。これは、なかなかホットな始まりになってしまったな。

ＧＭ：まだ一回目じゃないですか。大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。さて、状況ですが、マスターシーンからさらに数日後。あやめの研修からは一週間後になります。

神月：綾間市にＵＧＮ支部を新しん設せつするとのことだったが、結局どうなったのだ？

ＧＭ：無事に作業完かん了りようしております。場所とか希望はありますか？

神月：そうだな……。ＵＧＮ支部という機能がある以上、あんまり目立つのも何だ。街の外れにある貸しビルとかでどうだ？

あやめ：いいんじゃないかな。

コウ：特に問題ない。

瞳：んじゃ、事務所は二階にあって、一階はレストランということで（笑）。

ＧＭ：いや、レストランはもういいですから！（一同爆ばく笑しよう）

神月：レストランはいずれな（笑）。

コウ：いずれって……。やるつもりはあるのか（笑）。

神月：自分の長所は生かすべきだろう？（笑）　まあ何にせよ、これで私も一いつ国こく一いち城じようの主あるじとなったわけだな。

あやめ：ずっと居い候そうろう弁べん護ご士しをしてたんですよね？

神月：うむ。なので、恐おそらく自分の事務所を持つことは夢ゆめだったのだと思う。自分の事務所を見み渡わたしながらつぶやくぞ。……ここが、私の城なのだな。

ＧＭ：ちなみに、ＵＧＮから事じ務む員いんが派は遣けんされてもいます。彼らは戦闘能力は持ってませんが、報ほう告こく書しよの作成や事件の後あと処しよ理りとかをしてくれます。

コウ：俺たちだけでやってた仕事の一部を肩かた代がわりしてくれるわけか。

ＧＭ：ええ。

瞳：そして、その空いた時間を使ってあたしは小学校に通うことになったと（笑）。

神月：素す晴ばらしいことじゃないか（一同笑）。さて、それではとりあえず《竹馬の友》を使って、ＵＧＮの事務員たちと仲良くなるところから始めるか。

あやめ：ええっ!?

神月：支部の円えん滑かつな運うん営えいには、円満な人間関係を構こう築ちくする必要があるだろう？（笑）

あやめ：いや、そこはもっとこう、普ふ通つうに話合いとかでやるべきじゃ……（笑）。

神月：使える力は有ゆう効こうに使うべきだ！（一同爆笑）

瞳：なんというか、神月先生ってたまにＦＨっぽく見えるよね（笑）。

神月：それは気のせいだ。何故なぜなら───。

コウ：「私が正せい義ぎだっ！」だからか？（笑）

神月：（にやりと笑い）分かっているではないか。

ＧＭ：まあ何にせよ、支部がうまく動くならば、それはそれでよし、ということで（笑）。

あやめ：い、いいのかな～（笑）。

ＧＭ：さて、順調なスタートを切った綾間市支部ですが、早速ＵＧＮからの連絡が入りますよ。通信端たん末まつが着信を告げています。

神月：自分のデスクについて、悠々と通信端末を立ち上げる。……神月だ。

ＧＭ：「支部始動の初日だというのに、なかなか堂に入ったものですね、神月さん」情報端末のモニターには霧きり谷たにの顔が映うつし出だされます。

神月：当然だ。何故なぜなら、私は正義だからな！（一同笑）

ＧＭ：尊そん大だいな神月の態たい度どにも霧谷は慣なれたもので、ははっと穏おだやかな笑みを返してくれます。「今日は新たなる門出の日ですね」

神月：ああ、私の城もできた。瞳くんも学校へ行くようになった。感無量だ（しみじみ）。

ＧＭ：「瞳さんが学校へ通うようになったのは、私にとっても喜ばしいことです」

神月：お前もこの間、瞳がランドセルを背負って学校へ行くのを見ただろう？

ＧＭ：「不覚にも、涙なみだが出ました……」（一同笑）

コウ：……何だか知らないが、このふたり仲良くなったよな（笑）。

神月：瞳くんが繫つないでくれた絆きずなだよ（笑）。

ＧＭ：「一生、あんな姿を見ることはないと思っていたのですが。その点に関しては、神月さんに感かん謝しやしないといけません」

神月：そこはお互たがい様さまということにしておこう。それで、用よう件けんは何だ？

ＧＭ：「支部が発足したばかりで申もうし訳わけありませんが、任務のお話です」今回からは、仕事ではなくて任務になりますよ。

神月：支し部ぶ長ちようになったのだから、そうなるだろうな。……やはり、上司の命令には従したがわないといけないのかな？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはそうですね。命令内容によっては、それに反発する支部長もいたりしますが、あまりいいことではないですよ？（笑）

神月：何にせよ、まずは話を聞かないとならんな。

ＧＭ：では、霧谷は任務について話し始めます。「つい先日起きた、ＦＨによる研究所襲撃事件のことなのですが。実はあの後。賢者の石の紛ふん失しつが確認され、追つい跡せき部隊を……」

神月：何？　剛田が死んだと!?

ＧＭ：ぶっ!?　フライングしすぎです！　まだ何も言ってないじゃないですか！（笑）

瞳：というか、神月先生は剛田のこと知ってるの？（笑）

神月：瞳くんから聞いたことがある、ということにしておいてくれ。と、それはそれとして、気分を取り直してもう一度（笑）。

ＧＭ：えーっ、それでは……。「賢者の石捜索のための追跡部隊を出したのですが、全滅が確認されました。そして、情報収しゆう集しゆうした結果、問題の賢者の石がレネゲイドビーイング化していることが判明したのです」

神月：レネゲイドビーイング？　初めて聞く名称だと、首を傾げよう。

ＧＭ：「レネゲイドウィルスそのものが知性を持つに到った生命体です。といっても、その存在が確認され、増加を初めたの最近のことですが」

瞳：そういえば、レネゲイドビーイングって、広く知られているの？

ＧＭ：レネゲイド関係者の間では知られてますね。もちろん、一いつ般ぱん人じんは知りませんが。

神月：知性を持つウィルスか……。レネゲイドとは、本当に得体の知れないものなのだな。それで、そのレネゲイドビーイングによって、ＵＧＮの追跡部隊が全滅させられたと？

ＧＭ：「はい。今から、追跡部隊のデータを送ります」というわけで、全滅した追跡部隊に関する情報が送られてきますよ。

神月：では、それを一読して。……全滅したのは剛田の部隊なのか!?

ＧＭ：「日本支部の中でもベテランの彼が率いる部隊が全滅したということは、目標はかなり強力な個こ体たいだと推すい測そくされます」

神月：ふむ……。それで、そのレネゲイドビーイングをどうにかしろというのか？

ＧＭ：神月の言葉に、霧谷はこくりと頷うなずき。「現げん在ざい、新たな追跡部隊を編へん制せい中ですが、その間、目標を放置するわけにはいきません」

神月：もっともだな。

ＧＭ：「それと、どうやら目標は綾間市を目指しているようなのです」

神月：むっ……。これはやはり、あやめくんのもとへ向かっていると考えるべきか？

コウ：たぶんな。

ＧＭ：霧谷の話はもう少しだけ続きます。「無理に捕ほ縛ばく、処しよ理りする必要はありません。ただし、綾間市への被ひ害がいは可か能のうな限かぎり抑おさえる必要があります」

神月：レネゲイドの真実を隠かくすためにも、だな？

ＧＭ：「その通りです」

神月：了解した。尽じん力りよくする。だから、霧谷。貴き様さまも追跡部隊の再さい編へんを急げ。

ＧＭ：「分かりました。ああ、そうそう。正式に支部を発足したので、活動資し金きんの供きよう給きゆうも可能になりました。後で確認しておいてください」というわけで、神月にはクレジットデータというアイテムを差し上げます。

神月：どういう効こう果かがあるのだ？

ＧＭ：使うと、使用者が財ざい産さんポイントを５点得られます。これはセッション終了とともに失われるものなので、情報収集や購こう入にゆう判はん定ていの際に利用してください。

神月：なるほど。有り難く受けとっておこう。

ＧＭ：「では、お互たがいに全力を尽つくしましょう」霧谷のその言葉を最後に、通信は切れます。

神月：さて。それでは早速、他のメンバーに連絡を取らなくては。とりあえず、みんなが授じゆ業ぎよう中でも迷めい惑わくにならないよう、メールで緊きん急きゆう招しよう集しゆうの指令を出しておく。

ＧＭ：では、神月がメールを送ったところでシーン終了です。








《竹馬の友》　幻覚物質で認識をかく乱し、相手の信頼を得るソラリスのイージーエフェクト。













◆Opening04◆炎と氷


Scene Player ─── 陸原コウ






　ついに正体の判はん明めいしたカイン。

〝マスターレイス〟───ＦＨの中での特別な地位にいる少年。

　彼の真意を問いただすべく、コウは彼との対話を試みる。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはコウ。

コウ：了解。侵蝕率は７点上昇だ。カインから話を聞くシーンなんだよな？

ＧＭ：ですね。前回のエレクトロンが残した〝マスターレイス〟の名前。そして、疑惑をかけていたカインを調べていく内に、そのふたつが重なりました。エレクトロンと彼が、一緒にいたという情報が入ります。彼と話をする場所で、希望はありますか？

コウ：……そうだな、とりあえず学校の屋上にしよう。学校ぐらいしか、あいつと接せつ触しよくできる場所が思いつかない。

ＧＭ：了解です。普通に呼よび出だして待ち合わせますか？

コウ：いや、直ちよく接せつ呼びに行く。朝、登校して、みんながずらずらと教室に入ってくる中、ツカツカとカインのところに歩あゆみ寄よって。……話がある。

ＧＭ：「コウ君から話しかけてくるなんて珍めずらしいね」いつもの朗ほがらかな感じでカインは言う。

神月：（いきなり千鳥になって）「あやめ、あやめ！　何かあのふたり怪あやしいわよ!?」あやめ、ここは出るところだっ！（一同笑）

あやめ：侵蝕率が上がってしまうので許ゆるしてください！（一同爆笑）

ＧＭ：切実だなあ（笑）。さて、話を戻もどしましょう。カインがコウに聞く。「それで、話ってなんだい？」

コウ：……ここで話すようなことじゃない。ついて来い。

ＧＭ：ただごとではない雰ふん囲い気きを感じ取り、カインは仕方ないなと立ち上がると、コウの後についていきます。

コウ：教室を出て、屋上へ向かうぞ。

神月：朝のＨＲ前ということもあって、屋上に人の姿はありません。いるのはコウとカインだけ。ふたりの間を、冷たい風が吹ふき抜ぬけていく。

コウ：無言で《ワーディング》を広げる。範はん囲いは屋上に限げん定ていするぞ。

ＧＭ：《ワーディング》が展てん開かいされても、カインは平然とあなたを見つめている。ただ、コウから伝わってくる緊張感に。「穏おだやかじゃないなぁ」と言います。

コウ：淡たん々たんと確認するように告げるぞ。……つい先日、ＵＧＮの研究所がＦＨの襲撃を受けた。その時、お前がＦＨと一緒にいたという情報が出た。本当か？

ＧＭ：彼は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔になった後、「それなりに気をつけたつもりだったんだけどなぁ。見られていたなんて」とあっさりと認みとめます。

コウ：お前は……ＦＨに所しよ属ぞくする者なのか？

ＧＭ：カインは余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら。「適当にはぐらかしても、飛とび掛かかってきそうだし、これ以上隠しても意味はないか……」

コウ：……。

ＧＭ：「そうだ、僕ぼくはＦＨに所属している。……せっかくだ。本名を名乗ろうか。カイン・Ａ・コードウェル。コードネームは〝マスターレイス[image: ]ガンマ〟。コードウェル博士の息子のひとりだよ。〝降魔の爪メメントモリ〟」

コウ：コードネームで呼よばれて、一瞬ざわりと肌はだが粟あわ立だつような感覚を覚える。

ＧＭ：カインが正体を明かした瞬しゆん間かんから、周囲の空気が一変します。彼の表情も穏やかなものから、ひどく酷こく薄はくなものへと変わっている。
















コウ：俺は右みぎ腕うでを異い形ぎよう化させて、臨りん戦せん態たい勢せいに入る……！

ＧＭ：「ここでやる気かい？」

コウ：お前が〝マスターレイス〟だと分かれば、躊ちゆう躇ちよする理由がない。

ＧＭ：やれやれと溜息を吐きながら。「キミ程てい度どに僕がやれるとでも？」

コウ：やれないと思うか？

ＧＭ：「ははっ、試してみるかい？　もっとも……僕がその気になれば、この学校の人間全員……ほんの数秒で死ぬよ」

コウ：……っ！

ＧＭ：カインからはハッタリではないと思われる強い殺気が漂ってきます。さらに、目には本当に学校の人間を皆殺しにしかねない、冷たい光が宿っています。「それでもやるかい、〝降魔の爪メメントモリ〟？」

コウ：しばらく沈ちん黙もくしたあと、右腕を元に戻もどす。ただ、警けい戒かいは解とかない。

ＧＭ：戦闘態勢を解いたコウにカインが言う。「賢けん明めいな判はん断だんだよ」そう言って、彼は立ち去ろうとします。

コウ：その背せ中なかに問いかける。……お前の狙ねらいはあやめなのか？

ＧＭ：「そうだとしたらどうする？」

コウ：あいつは本来は日にち常じようの側にいる人間だ。これ以上巻まき込こむな……！

ＧＭ：「それはキミのエゴだろ。彼かの女じよの考えは違ちがうんじゃないかな」

コウ：……。

ＧＭ：「それに彼女もいずれ気づくさ。ＵＧＮが間ま違ちがっているとね。そして、僕のもとへ来る。間違いなく」

コウ：あいつがＦＨに？　それこそありえない……！

ＧＭ：「いや、来るさ。必ずね」カインは確かく信しんを持って言います。

コウ：何故なぜだ……。どうしてお前はそこまで、あやめに執しゆう着ちやくする？

ＧＭ：「彼女は世界を変える鍵かぎになるかもしれないからさ」

コウ：どういう意味だ？

ＧＭ：残念ですが、カインはそれ以上は応こたえる気はないようです。「詳細は話すことはできない。……キミの得意なセリフだろ？」

コウ：……っ！

ＧＭ：「安心していいよ。今は君たちと敵対するつもりはないから。こっちも少々予定外のことが起こって、その対処に回らなくちゃならないしね」

コウ：予定外のこと？　何のことだ？

ＧＭ：その質問にカインは答えません。ただ、意味深な笑みを残し、その場を立ち去ります。

コウ：カインがいなくなった後で、《ワーディング》を解いて───。




「くそっ……！」

　生徒たちを人質に取られ、手も足もでなかった自分の不甲斐なさにコウが呻く。

「……あやめが世界を変える鍵だと？　いったい、あいつに何があるんだ？」

　答えの出ない疑ぎ問もんは、コウの頭の中でいつまでも渦うず巻まいていた。







◆Opening05◆人を超こえる者


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　放課後の学校。いつも通り、千鳥と共に帰き途とにつく。

　ただ、いつもと違ちがったのは一件のメールが届とどいたこと。

　ＵＧＮからの呼び出しメールだ。




ＧＭ：では、最後はあやめのオープニングです。

あやめ：は～い。（ダイスを振ふる）……またぁ!?　10上昇しました（笑）。

瞳：またか！（笑）

コウ：ここまでくると、本物っぽいですね（笑）。

あやめ：侵蝕率が44％になりました。とほほ。

ＧＭ：それでは放課後、学校から出た直後からシーンは始まります。

神月：（千鳥になって）「はぁーっ！　今日もようやく学校が終わったよー」（一同笑）

コウ：なんか、もう師走しわすさんが千鳥をやるのがお約束になってますね（笑）。

ＧＭ：こちらとしては大変楽でいいですが（一同笑）。ともあれ、千鳥は言うわけです。「今朝、陸原とカイン君はふたりで何をしてたんだろうね？　ふたりともピリピリしてたしさぁ。……別れ話とかかなぁ？」

一同：おい！（一同爆笑）

あやめ：が、が、が、我が慢まんしてたのに！　言いたかったけど、我慢してたのに───っ！（笑い転げてる）

コウ：千鳥の中で、俺たちの物語は一体どうなっているんだ!?

ＧＭ：「冗じよう談だんだって！　陸原には、あやめがいるもんね！」（笑）

神月：いや、私の千鳥はそんなのではないっ！（笑）

ＧＭ：では、神月先生の千鳥をお願いします（笑）。

神月：任まかせろ！（一同笑）「ふたりが屋上へ行ってたのって、あやめを取り合って決闘とか!?」（[image: ]千鳥）

あやめ：いやでも、ふたりとも怪け我がもせずに戻もどってきたし、ただ単に話し合いをしてただけじゃないの？

神月（千鳥）：「ふぅん？　じゃあ、あやめはカイン君のことをどう思っているの？」

あやめ：え？　ふ、ふ、普通の、優やさしい、友人？

神月（千鳥）：「それ、陸原のときもそんなこと言ってなかった？」

ＧＭ：「気になるお年とし頃ごろ」とか言ってましたね（笑）。

神月（千鳥）：「でも、一緒に泊とまりに行ったとか言ってたよねぇ」（笑）

瞳：誤ご解かいさせるような台詞せりふを言いまくっているからなぁ（笑）。

ＧＭ：とまあ、千鳥とワイワイと話してるところで、携帯がメールの着信を告げます。送信者は神月。内容は支部へ集合してくれ、というものですね。

あやめ：じゃあ、それを確認してから、千鳥に言うよ。……ごめん、急な用事が入っちゃった。あたし、行かなきゃ。

神月（千鳥）：「誰だれ？　陸原？」

あやめ：うう、違うとも言えないんだよなぁ（笑）。

神月（千鳥）：「やっぱり陸原なんだ？　陸原相手じゃ仕方ないよね。んじゃ、また明日ねっ！」千鳥は颯さつ爽そうと立ち去るのであった（一同笑）。

あやめ：もう、千鳥の勢いきおいに押おされっぱなしだぁ（笑）。とりあえず、支部に向かうよ。

ＧＭ：では、夕焼け空の下、あやめひとりで事務所に向かうのですが。ふと気づくと、目の前に人影が……。

あやめ：なんだか既き視し感かんを覚えるんですけど……（笑）。

ＧＭ：ちなみに不良の少年ではないです（笑）。逆ぎやつ光こうになってシルエットになっているのですが、夕陽の光を受けてキラキラと輝く少女だというのが分かる。

あやめ：……おおぅ？　あなた、この間の……えっとメンターだっけ？

ＧＭ：あやめに名前を呼ばれると、彼女はこくりと頷き、金色に輝く瞳で、真っ直ぐあなたを見つめます。

あやめ：この間の、融合されそうになった時のことを思い出して、思わず身体を硬直させちゃう。……ちなみに周りに人は？

ＧＭ：いません。メンターが《ワーディング》も展開していますので。

あやめ：さすがにもうパニックは起こさないけれど、味方も側そばにいない！

ＧＭ：この場にはあやめとメンターだけです。

あやめ：《ワーディング》が張はられたから、きっと誰だれかは気づいてくれるだろうけれど。……でも、彼女も何か用事があったから、あたしの前に来たのでしょう。

ＧＭ：彼女は、感かん情じようのない声こわ音ねで呟つぶやきます。「ようやく見つけました。前回邪じや魔まが入りましたが、今回は大丈夫です。さあ、私を受け入れてください。私がより強き力を得るため。その対価として、私はあなたに力を与えましょう」

あやめ：うえっ!?　い、いきなりそんなこと言われても……！　どう反応していいか分からなくて、オロオロしちゃうよ！

ＧＭ：うろたえるあやめに、メンターはさらに言葉をかけます。「私を受け入れれば、あなたは人を超えた存在へと進化することができる。力が欲しくないのですか？」

あやめ：ううっ……。

ＧＭ：「何故迷うのです？　人はあまりにも不完全です。老いて死に、病で死に……ですが、私を受け入れれば、あなたはそれらを退ける力を得られるのですよ？」

神月：受け入れるべきだ、あやめくん！　永えい遠えんに正義を執しつ行こうできるぞ！（笑）

コウ：神月先生、変な方向にあやめを引っぱるな！

ＧＭ：というか、登場していない人が助言しないでください（笑）。

コウ＆神月：はい（一同笑）。

あやめ：えーっと……じゃあ、こう答えよう。……い、いきなりそんなこと言われても、信用できないよ。前に融合しかけた時の、自分が自分でなくなっちゃう感覚を思い出して、身体をぶるりと震わせる。

ＧＭ：警戒するあやめを、メンターはじっと見つめ続けています。

あやめ：あうっ……。

ＧＭ：ふたりの間に重い沈黙が流れる。それからしばらくして、酷ひどく虚うつろな、メンターの瞳の奥に、ゆらりと苛いら立だのようなものが灯ともるのが感じられます。

瞳：一いち応おう、感情はあるのか。

ＧＭ：「私との融合に迷いを見せたのは、あなたが初めてです。人は誰もが、力を欲ほつしている。老いない体、永遠の命。あなたはそれが欲ほしくないのですか？」

あやめ：……本当に、あなたと融合することで、そんな力が手に入るとしても……。周りの人たちは老いて死んでいくわけだから……ひとりで生き残っても、何も楽しくない……。

ＧＭ：「あなたは選ばれた者なのです。人間のくだらない価値観に縛られることなどありません」彼女はゆっくりとあなたの方に近づいてくる。

あやめ：ちょ、ちょっと待って！　こっちはまだ答えも出せてないし、思わず後ずさるよ。

ＧＭ：縮まらないお互いの距離。メンターは足を止めてぽつりとつぶやく。「あくまで融合を拒みますか……」

あやめ：そうだね……。うん、やっぱり彼女のこともまだよく分かってないし、すんなりと受け入れたりはできないよ。

ＧＭ：では、彼女はしばし黙考して。「どうやら方策を練る必要があるようです。また会いましょう、資格者」そう告げて、姿を消します。

あやめ：き、消えた……。とりあえず、助かったのかな？




　ひとり取り残されたあやめが、ぽつりとつぶやく。

　だが、心の内ではモヤモヤとした不安がわだかまっていた。

　何かが起ころうとしている。そんな予感がする。




　そして、それが正しかったことを、あやめはもうすぐ知ることになる。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：これでオープニングは終了です。というわけで、ＰＣ間ロイスの取得をしましょう。

瞳：あやめ以外が、あやめに対してどうとるかだよな？

ＧＭ：ですね。

神月：そうだな……。ここはポジティブ〝庇護〟、ネガティブ〝猜疑心〟で行くとしよう。ちなみに表に出ている感情は猜疑心だ！

あやめ：ええーっ！

神月：オーヴァードかけだしのあやめくんに、まだジャーム化の危険を感じているのだ。それにメンターに誘惑されて揺れていたことだしな。

瞳：神月先生、あれだけ力を受け入れるべきだって焚き付けてたのに（笑）。

神月：それはそれ、これはこれ、ということで（一同笑）。

コウ：俺はポジティブ〝友情〟、ネガティブ〝猜疑心〟で取るぞ。

あやめ：ま、また猜疑心が……（笑）。

コウ：安心しろ。表に出てる感情は友情の方だから。

あやめ：ほっ（笑）。

瞳：んじゃ、最後はわたし。ポジティブ〝友情〟、ネガティブ〝不安〟で取るね。表に出てるのは友情の方で。

神月：ふたりともポジティブが表に出ているのか。……私もそうした方がよいかな？

瞳：いや、ネガティブが表に出てもいいっしょ。神月先生は支部長になったんだから、危険に対して敏感でもいいと思うし。

コウ：だな。

神月：ふむ……。あやめくんもそれでいいかな？

あやめ：うん、大丈夫だよ～。

ＧＭ：みなさん、ＰＣ間ロイスの取得が完了したようですね。では、ミドルフェイズに参りましょう。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle01◆集まる仲間


Scene Player ─── 神月正義






　迫せまりつつある危き機き───賢けん者じやの石が変化したレネゲイドビーイングに対たい抗こうするべく、ＵＧＮ綾あや間ま市支し部ぶには、神月を始めとする構こう成せい員いんが集まっていた。

　ＵＧＮ日本支部の戦せん闘とう部隊を全ぜん滅めつに追いやったほどの敵てき。

　───さて、どう対抗するべきか……。

　神月は思考を巡めぐらせる。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ。シーンプレイヤーは神月。みなさんに合流してもらって情じよう報ほう交こう換かんしてもらおうというシーン。というわけで、全員登場でお願いします。

神月：了りよう解かいだ。とりあえず、侵しん蝕しよく率りつは上げておこうか。（ダイスを振ふって）３点上じよう昇しよう。なかなかよい調子だ。そして、早速支部が役に立つときが来たようだな（笑）。

瞳：こういう時は集合場所が決まってると楽だよね～（笑）。わたしは４点上昇。

あやめ：うう、みんな出目が低いなぁ。うらやましいよ～（笑）。

コウ：ただの経けい験けん則そくだが……。そういうこと言ってる奴やつに限かぎって、高い出目を出してる気がするぞ？（笑）

あやめ：はう！（口を閉とじて、指でばってん）（一同笑）

コウ：ちなみに俺おれは４点上がった。

あやめ：あたしは……きゃ───っ、今度は９点上昇だーっ！（一同爆ばく笑しよう）

神月：またか！（笑）

瞳：あやめは、登場の侵蝕率上昇が本当にすごいね（笑）。

ＧＭ：前回もすごかったですが、ここまでくると、ある種、神がかってますね（笑）。

あやめ：こんなに侵蝕率を上げる神様なんていらないよ～っ！（一同爆笑）

ＧＭ：さて、侵蝕率は上げましたね？　ちなみに登場タイミングでお好きにどうぞ。

一同：はーい。

神月：では場所は事じ務む所しよで、私わたしがみんなが来るのを待っているところから始めるとしようか。私は自分の席に着き、今後のことを静かに考えているぞ。

瞳：じゃあ、そこで登場だ。いきなりサービスシーン！　わたしがランドセルを背せ負おって事務所に飛とび込こんでくる！（笑）

コウ：それは……サービスシーンなのか？（笑）

あやめ：神月さんとかにとっては、そうかも？（笑）

神月：うむ！　ようやく小学校に行くようになった証あかしだからな！（一同笑）

ＧＭ：神月の願いがついに叶かなったわけですね（笑）。

瞳：ちなみにわたしは、感動してる神月先生を尻しり目めに、ロッカーにランドセルを放ほうり込こんで遊びに出かけようとする。ただいまーっ！　行ってきまーす！（笑）

コウ：……ただの小学生になってる（笑）。

神月：あれだけ小学校を嫌いやがっていた瞳くんが、ちゃんと小学生に……（しみじみ）。

瞳：っていうか、止めないと、わたしが遊びに行っちゃうんだけど（笑）。

神月：はっ！（笑）ひ、瞳くん、ちょっと待ちたまえ！

瞳：何、神月先生？　わたし、公園で友達を待たせてるんだけど？

神月：というか、瞳くん。メールは確かく認にんしてないのかね？　オープニングでみんなに、霧きり谷たにからの指令について送ったはずなのだが。

瞳：え、そうなの？　ほら、学校にいる間は携けい帯たいの電でん源げん切ってるからさぁ。ぽちぽちと携帯をいじり始める（[image: ]メール確認中）。

神月：では、それを黙だまって見ていよう。

瞳：せっかくだから、日にち常じよう的てきな会話をしとこう。携帯をいじりながら言う。……そうだ、神月先生。仕事とは関係ないんだけど。来週の月曜日は空いてる？

神月：何かあるのかね？

瞳：保ほ護ご者しや参観日なのよ。わたし、親がいないから、その代わりをね。

神月：そうなのか。分かった。私にまかせたまえ。瞳くんに寂さびしい思いはさせん！

あやめ：ちなみに、すごい服を着ていくんですか？（笑）

神月：っ！　あやめくん、いいことを言った。そうだ、すごい服を調達せんとな！

ＧＭ：そういえば、セッションが始まってから調達しようって話してましたね（笑）。

神月：というわけで、ＧＭ。調達判はん定ていをさせてくれまいか。

ＧＭ：どうぞ。ちなみにすごい服の購こう入にゆう難なん易い度どは10になります。

神月：判定の前に霧谷からもらったクレジットデータを使っておいてもいいかな？

ＧＭ：ＯＫです。では、これで神月は財ざい産さんポイント＋５点されます。

あやめ：これで神月さんの財産ポイントは８点だね。ファンブルさえしなければ、確かく実じつに購入は可か能のうだ。

神月：そう思うと気楽に振れるな。購入判定を行なうぞ。使う能のう力りよくく値ちは【社会】だから、ダイス８個この〈調達〉が１レベルあって……むっ、達成値９だな。

ＧＭ：財産ポイントは判定後に使用可能ですので、１点使えば購入成功になりますが。

神月：ならば１点使おう。ポケットマネーで足りてよかったよ（一同笑）。

瞳：これでこのセッション中は、神月先生はすごい服を着てることになるわけか……。

あやめ：そうなるね～。でも、どんな感じにすごいんだろ？

神月：スーツがアルマーニになったのだ！

瞳：じゃあ、ここでわたしは気づくわけだ。……神月先生、どうしたのその服？（笑）

神月：襟えりを直しながら少々決めポーズ気味に（笑）。……ふっ、支し部ぶ長ちよう就しゆう任にんということで新しく仕立てたのだよ。どうかな、瞳くん？

瞳：格かつ好こいい！　それ保護者参観にも着てきてよ！　きっと学校中のお母さんがメロメロになるわ！（笑）

神月：はっはっはっ、瞳くんは人をおだてるのがうまいな～（笑）。

コウ：なんか、もう……俺の妹はこんなだったっけか？（笑）

瞳：小学校にいって明るさが増ましたのだよ（笑）。

コウ：そうなのか（笑）。さて、そろそろ俺も登場しよう。ふたりで笑い合ってるところに、仏ぶつ頂ちよう面づらで事務所に入る。

瞳：それに気づいて、ぱっと振ふり返かえろう。あっ、コウ。

神月：コウ、ようやく来たか。

コウ：遅おくれてすまない。少しばかり厄やつ介かい事ごとがあった。

瞳：厄介事？

コウ：ああ、後で報ほう告こくする。それよりメールのことだが───。

神月：（遮さえぎるように）待ちたまえ、コウ。

コウ：？

神月：私は無言で襟を直して。……何か、言うことはないかな？（笑）

コウ：頭の天辺からつま先まで二度ほど見て。……メールの件けんなんだが（一同爆笑）。

あやめ：華か麗れいにすごい服をスルーしたーっ！（笑）

神月：そこは気づくところじゃないのか!?（笑）

コウ：いや、感かん情じようの機き微びにも疎うといのに、服ふく飾しよくについて敏びん感かんなのも変だろう？

瞳：それはそうだ（笑）。

コウ：なので、すごい服にも気づかない（笑）。

神月：何ということだ……（笑）。

コウ：がっくりしてる神月先生を怪け訝げんそうに見つつ言う。任にん務むの話をしたいんだが。

神月：そうだな……。瞳くん？

瞳：わたしはオッケーだよ。メールの確認を終えて、携帯をポケットにしまう。

ＧＭ：あやめもそろそろ登場しますか？

あやめ：あたしは、もうちょっとだけ様子見させてもらいたいかな。

ＧＭ：ふむ、分かりました。

神月：では、先に三人で話をさせてもらおうか。……あやめくんがまだ来ていないが、そろそろ任務の話を始めよう。まずは、現げん在ざいの状じよう況きようだが───。




　賢者の石が変化したレネゲイドビーイング───メンター。

　ＵＧＮ研究所から姿すがたを消した彼かの女じよは現在、綾間市へと向かっているという。

　追つい跡せき部隊が捕ほ捉そくするも、戦闘後に全滅している。

　その後のメンターの消息は不明。ＵＧＮでは追跡部隊の再さい編へんを急いでいる。




神月：……というところか。

瞳：やっぱりメンターの狙ねらいは───。

コウ：あやめ、だろう。

神月：そういえば……（ざーとらしく）あやめくんは、ずいぶんと遅おそいな。そろそろ来てもいい頃ころだと思うのだが？（笑）

瞳：まさか、途と中ちゆうでメンターと会ってたりしてね～（笑）。

コウ：まさか……な（[image: ]ちらりとあやめを見る）。

あやめ：と、登場します（笑）。

ＧＭ：三人が話しているところで、事務所のドアが開き、あやめが新たに姿を現あらわす。

神月：あやめくん、遅おそかったではないか。すまないが、先に話を進めさせてもらっていたよ。

あやめ：は、はぁ……。それは別にいいんですけど……その……。メンターのことをどう伝えたものかなぁと、もじもじしてます（笑）。

瞳：それを不思議そうにしながらも、コウに話を振ふるよ。……そういえば、何か報告したいことがあるとか言ってなかった？

コウ：ああ。あやめも来たし、ちょうどいいタイミングか。

あやめ：ん？　コウ君の方でも何かあったの？

コウ：俺の方でも？

あやめ：あっ、いや、あたしのことは後でいいから、コウ君からどうぞ！

コウ：そうか。なら、そうさせてもらおう。

神月：それでコウ。報告とは何なのだ？

コウ：前に一度話したことのある、カイン・マイルズの件だ。

瞳：コウたちのクラスにいるっていう正体不明のオーヴァードだっけ？

コウ：（こくりと頷うなずき）先日起こった、ＵＧＮ研究所の襲しゆう撃げき事じ件けんの際さい、目もく撃げき情報があったので、直ちよく接せつ、奴の正体を問いただしてきた。

あやめ：ええっ！

神月：なかなか無茶をする。まあいい。それで結果はどうだったのだ？

コウ：想そう像ぞう以上にやばい……。あいつの正体はＦＨ。それも〝マスターレイス〟のコードネームを持つ幹かん部ぶ級きゆうエージェントだ。

瞳：マスターレイス！　ＦＨの幹部だっていうマスタークラスでも、特にやばいって言われてるやつじゃない！

ＧＭ：説明的なセリフ、ありがとうございます（笑）。

神月：確か……ＦＨの中でも特別なコードネームだったか？　そこら辺はあまり詳くわしくないので首を傾かしげてしまうな。

あやめ：同じく、「ますたーれいす？」って、頭にハテナマークを浮うかべてる（笑）。

コウ：なら、ここでマスターレイスについて説明しておこう。




　マスターレイス───ＦＨの中でも大きな権けん限げんを持ち、自身も強大な力を持つ存そん在ざいに冠かんせられる特別なコードネーム。過か去こに存在した〝マスターレイス〟のいずれもが、ＵＧＮに甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼしてきた。現在では、この〝マスターレイス〟の名を持つ、コードウェル博士の恐おそるべき子こ供どもたちがＵＧＮに対して、苛か烈れつな攻こう撃げきを仕し掛かけてきている。




コウ：……という感じだ。

神月：つまり、そのカインという少年も、コードウェル博士の子供のひとりなのか？

コウ：そうらしい。本名はカイン・Ａ・コードウェル、コードネーム〝マスターレイス[image: ]ガンマ〟だと名乗っていた。

瞳：[image: ]ガンマ……三番目ってことね。他のマスターレイスも関わってるのかな？

コウ：残念だが、そこまでは分からなかった。ただ、カインの狙いがあやめなのは確認した。

あやめ：あ、あたし？

瞳：口笛をヒュウと吹ふいて。あやめ、もてるねっ！（笑）

あやめ：嬉うれしくないなぁ……（笑）。

コウ：ただ、予定外のことが起こったとかで、当面はこちらに手を出すつもりはないと言っていた。信用できるかは、はなはだ怪しいが。

神月：ふむ……。しかし厄介事というものは重なるものだな。〝マスターレイス〟のことも気になるが、メンターの問題への対処も考えねばならんぞ。

あやめ：メンターって……この間、研究所に出たあの女の子のこと？

神月：そうだ。この綾間市を目指して移い動どう中らしい。恐おそらく、狙いは君だ。

あやめ：あ、うん……。というか、さっき会ったよ？（笑）

神月：（ここぞとばかりに）何だと、それは本当かね、あやめくん!?（一同爆笑）

コウ：俺は珍めずらしく驚いて、目を見開いてる（笑）。

瞳：えーっと、会ったって……どういうこと？

あやめ：こう、さっきいきなり目の前に現あらわれて、それで話を……（笑）。

神月：その時のこと、詳しく聞かせてもらおうか！

あやめ：は、はい！




　あやめはメンターとの会話を思い出しながら、とつとつと語り出す。

　学校から支部へ向かう途中、メンターと出会ったこと。

　前回と同様、自分と融ゆう合ごうし、賢者の石の力を受け入れるよう強きよう制せいしてきたこと。




あやめ：……でも、あたしが融合しろって言われて、迷ってたら、そのままどこかに行っちゃったんだけど……。

コウ：その時、何か言ってなかったか？

あやめ：えーっと……確たしか、「方策を練る」みたいなことを言ってたような。

瞳：つまり、メンターはあやめを諦あきらめてないわけね。ちなみに、一いち応おう確認しておくけど、あやめは、メンターを受け入れるつもりはあるの？

あやめ：……分からない。

コウ：あやめ……。

あやめ：あたしはオーヴァードになって、その力のおかげで大切なものを守れた。でも、あの子の言う力は、少し違う気がする……。それを手に入れても───。

神月：いや、しかし、やはり力は重要だと思うぞ？（一同爆笑）




　いきなり、何を言いますか。




あやめ：ええーっ！（笑）

瞳：ちょ、ちょっと神月先生!?（笑）

神月：（真面目な声こわ音ねで）瞳くん、私は時たま思うのだよ。

瞳：……一応聞いてあげる。何？

神月：人を裁さばくには、人以上の存在にならなくてはならないのではないかと！

コウ：つまり？（笑）

神月：つまり、今回の事件。私がメンターと融合！　さらなる力を得て、絶ぜつ対たいの正せい義ぎを行使できるようになることで、万事解かい決けつというのはどうだろうか！（一同爆笑）

ＧＭ：ぶほっ!?　いやいや、ちょっと神月さん、そいつは通りませんよ！（爆笑）

神月：何っ!?　そう言わずに考えてくれたまえ！　これが実現すれば、私の力で悪は一いつ掃そうされ、世界に平和が訪おとずれる！　そして、その後レネゲイドなどの問題にも取り組み───。

あやめ：すごい勢いきおいで野望を語り出してるーっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）




　閑かん話わ休きゆう題だい。




神月：ふー……はー……。

瞳：あー……神月先生、落ち着いた？（笑）

神月：うむ。少々暴ぼう走そうしすぎたな。冗じよう談だんはこれぐらいにしておこう（笑）。

コウ：冗談の割わりには、かなりの力説だったが？

神月：気のせいだよ（笑）。とりあえず《元気の水》でも飲んで、お前も落ち着くといい。そうだな、みんなも一杯ぱいいっておくかね？

あやめ：あっ、じゃあせっかくなので（笑）。

ＧＭ：では、神月特とく製せい、栄養満点の水で一息ついたところで、話を再さい開かいしましょうか（笑）。

瞳：それで……えーっと、何の話だったっけ？（笑）

コウ：メンターがあやめを狙ねらって何かをたくらんでるという話だったはずだ。

神月：そうだった、そうだった。……とりあえずは、あやめくんの身辺警けい護ごをしつつ、メンターの居い場ば所しよを探さぐる感じがよさそうか？

コウ：（こくりと頷き）現げん状じようでは、それがいいと思う。

神月：あやめくん、少々窮きゆう屈くつな思いをさせるかもしれんが、我が慢まんしてくれ。

あやめ：は、はい！

瞳：それにしても、あやめモテモテだねえ。

あやめ：モテモテなのかな？（笑）

瞳：モテモテだよ～。カインでしょ、メンターでしょ……それにコウも！（笑）

コウ：おい、何でそこに俺が入る？

瞳：だって、コウもあやめのこと超ちよう心しん配ぱいしてるじゃん？　そう言って、《七色の声》を使って、コウの声音を真似まねして演えん技ぎする。「あやめがメンターに狙われてる!?　あやめは、あやめは大だい丈じよう夫ぶなのか！」（笑）

コウ：こら、勝手に人のセリフをねつ造ぞうするな！（一同爆笑）

あやめ：瞳ちゃんの冗談だってわかってるけど、あたし的にはコウ君の声でそんなこと言われて、ちょっとドキッとしたり（笑）。

神月：ほう、脈有りかね？（[image: ]興きよう味み津しん々しん）

コウ：勘かん弁べんしてくれ……（笑）。

ＧＭ：みなさーん、話を進めましょうよ～（笑）。

瞳：ああ、ごめんごめん（笑）。んじゃ、急に真面目な顔になって。……それにしても、何でみんな、あやめを狙ねらうのかな？

神月：ふむ……。それは確かに疑ぎ問もんだな。

コウ：カインはあやめのことを「世界を変えるための鍵かぎだ」と言ってたが、それ以上の情報は引き出せなかった。

神月：それだけでは、さっぱりだな。

あやめ：……もしかして、あたしが特とく殊しゆなレネゲイドを持ってるからとか？

瞳：研究所の検けん査さで、起き源げん種しゆだって結果が出てたね。それが原げん因いん？

コウ：かもしれない。

一同：……。

神月：……ふと疑問に思ったのだが、あやめはどうして、起源種という特殊なレネゲイドに感かん染せんしたのだろうな。

コウ：それをいうなら、カインがあやめについて知ってた理由も気になる。一応、ここであやめに確認を取っておく。……あやめ、何か心当たりはないか。

あやめ：ふるふると首を横に振る。……分からない……分からないよ。

神月：ならご両親はどうかな？　レネゲイドの研究者をしていたとか。

あやめ：ううん、そういうのはなかったと思う。お兄ちゃんも普ふ通つうの一いつ般ぱん人じんだし……。

ＧＭ：何かあったとしても、あやめの両親はすでに他界してるので、直接は聞けません。ちなみに、両親が死んだ原因って決めてます？

あやめ：えっ？　そうだね……。何か事故とかかな。

ＧＭ：なるほど。了解しました。

瞳：まっ、何にせよ、家族関係からの発はつ展てんは望のぞみ薄うすって感じだね。

コウ：となると、あとはカインから直接聞き出すぐらいか……。

神月：確かにそれが一番手っ取り早そうではあるな。

ＧＭ：なかなか物ぶつ騒そうな方ほう針しんになってきてるなぁ（笑）。

あやめ：そう言いつつ、ＧＭが嬉うれしそうなんですけど（笑）。

ＧＭ：（にやりと笑い）そりゃあ、コウには是ぜ非ひともカインと、いろいろな意味でぶつかりあって欲ほしいですから。

コウ：いろいろな意味で……か。まあいい。今はカインよりもメンターが先だ。

神月：そうだな。では、コウはあやめくんの警護を、私と瞳くんでメンターの捜そう索さくを開始するとしよう！　みんな、よろしく頼たのむぞ！

あやめ：こ、コウ君、よろしくお願いします！

瞳：コウ、しっかりやんなさいよ？

コウ：任まかせておけ。力強く頷うなずこう。

瞳：コウの返事に満足そうに頷いて。……んじゃ、神月先生。あたしたちは街で情報収しゆう集しゆうといきましょうか。

神月：うむ、そうだな。瞳くんと一いつ緒しよに事務所を出るぞ。

ＧＭ：では、みなさんが、それぞれ動きだそうとしたところでイベントが発生します。

一同：おっ？

ＧＭ：最初にぐらりと事務所が揺ゆれます。最初は小さく、しかし次第に、明めい確かくに体感できるほどに揺れは大きくなっていきます！

あやめ：じ、地じ震しん？

神月：大きいぞ！

ＧＭ：地震は一ひと際きわ大きく揺れたかと思うとぴたりと止まり、その直後、窓まどの外から光が飛び込んでくる！

瞳：すぐさま、窓を開いて外を確認する！

ＧＭ：すると、瞳の視し界かいに飛び込んできたのは───。




　綾間市を中心に、光の壁かべが立ち上る。

　ひとつ、ふたつ、三つ……光の壁は綾間市を包囲するように次々と出しゆつ現げんしていく。




ＧＭ：……出現した光の壁の数は全部で六つ。上空から見ると分かることですが、綾間市を外界から遮しや断だんするように、光の壁同士で六角形を構こう成せいしています。

神月：これもエフェクトの力なのか？

ＧＭ：《時空の裂さけ目め》という、異い空くう間かんを作る効果を持つ、バロールのエネミー専せん用ようエフェクトになります。ちなみに異い変へんはまだ続きますよ。

あやめ：ま、まだ続くのっ!?

ＧＭ：異空間に囚とらわれた綾間市全ぜん域いきに、《ワーディング》が展てん開かいされます。それはまるで、自分がここにいると誇こ示じするかのようで……。

コウ：メンターか！

ＧＭ：その通り。みなさんは、大まかにですがワーディングの発はつ生せい源げんを知ることができます。メンターは恐らく、繁はん華か街がい付近にいるでしょう。

神月：わざわざ居場所を教えてくれるとは、ありがたいことだ。さっさとメンターのもとへ向かい、今回の事件を解決するとしよう！

瞳：よーし、みんな行くよ！　猫ねこを抱だき上あげて、事務所から飛び出していく。

あやめ：あっ！　待ってよ、瞳ちゃん！　慌あわてて後を追いかけるよ。

コウ：神月先生、俺たちも行こう。

神月：うむ。

ＧＭ：では、全員でメンターのもとへ向かったところでシーン終しゆう了りようになります。








アルマーニ　〝ミラノの３Ｇ〟と呼ばれる、世界的名声を持つファッションデザイナーのひとり、ジョルジオ・アルマーニが創立したファッションブランドで、イタリアを代表するファッションブランドのひとつ。













◆Middle02◆平行線


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　綾間市を外界から遮断する光の壁。

　その発生原因のもとへと、あやめは仲間と共に走る。

　支部から走ること数分。たどり着いたのはとあるビルの屋上。

　メンターはそこで、結けつ晶しようのような輝かがやきに包まれながら、すべてを睥へい睨げいしていた。




ＧＭ：では、次のシーン。先ほどのシーンからの続きになりますので全員登場で。登場分の侵しん蝕しよく率りつは上じよう昇しようさせておいてください。

一同：はーい。

あやめ：うわっ、９が出た！　またか、またなのか───っ！（笑）

ＧＭ：あやめは本当に侵蝕率が上がりますね。さすがにこの上昇率は想定外（笑）。

神月：……これはもうダメかもしれんね？（笑）

あやめ：そんなこと言わないでーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：ともあれ状況は進んでいきますよ。綾間市全域を覆おおうように展開されたワーディングの中心点。繁華街にあるビルの屋上に、みなさんはたどり着きます。

コウ：油ゆ断だんなく構かまえながら周囲を警けい戒かい。メンターを捜さがす！

ＧＭ：すると、メンターはすぐに見つかります。屋上の端はしっこから、ふわふわと空中に浮うかびながら街を睥睨する彼かの女じよが、みなさんに気づいて振ふり返かえる。

神月：また会ったな……というべきかな？　鋭するどい視し線せんで彼女を睨にらみつけよう。

ＧＭ：神月が威い圧あつしても、メンターの表ひよう情じようはぴくりとも動かない。ただ、じっとあやめの方へと視線を移うつします。

あやめ：うっ！

瞳：ふーん、わたしたちは眼がん中ちゆうになしってわけ？

ＧＭ：少なくとも今のところはそのようです。もっとも、彼女の邪じや魔まをするようならば、分かりませんが。

コウ：なら、強ごう引いんにでも気にしてもらう。メンターに話はなし掛かけるぞ。……おい、綾間市を包囲する光の壁を作ってるのはお前か？

ＧＭ：ちらりとコウを見て。「……そうです」あっさりとメンターは認みとめる。

神月：なぜ、このようなことをする！　この街をどうするつもりなのだ！

ＧＭ：「私の目的はただひとつ……。資し格かくを持つ者とひとつとなること……」そう答え、彼女はあやめをすっと指差す。

あやめ：やっぱり、あたしが目的なんだ……。でも、どうして綾間市を隔かく離りするようなことをしたんだろ？

ＧＭ：そんなあやめの心中を察してか、今度はメンターから話を振ふります。「先日、資格者と接せつ触しよくした際、数名の人間と、この街のヴィジョンを見ました」

あやめ：接触って、この間の研究所での？

ＧＭ：そうです。メンターは話を続けます。「そのヴィジョンを元に私は推すい測そくしました。あなたが私との融合を拒否するのは〝日にち常じよう〟というものに固こ執しつしているからだと」

あやめ：な、何だか嫌いやな予感がしてきた……。

神月：恐らく、この場にいる全員同じだと思うぞ？（笑）

ＧＭ：メンターは淡たん々たんと言う。「ですから、あなたの〝日常〟を排はい除じよすることで、融合が可能な状じよう態たいを生み出そうと思います」

あやめ：やっぱり、そうなんだーっ！　もう！　そうじゃないかとは思ってたけどさ！

コウ：しかし、あやめの日常を奪うばうためとはいえ、綾間市全域を狙うとは……。

神月：街丸ごとひとつが人ひと質じちなわけだからな、なかなかスケールがでかい。敵ながらやるではないか。

あやめ：いや、褒ほめてる場合じゃないよ！（笑）

神月：おおうっ!?　すまん、確かにその通りだ。

あやめ：メンターをキッと睨んで叫さけぶ。あなた、あたしたちの街をどうするつもりなの!?

ＧＭ：「今はまだ何もしません」

瞳：今は……ね。何かするつもりはあるんだ。

ＧＭ：当然。もっとも、現状のまま放置しても、いずれ街はじり貧ひんになりますが。

コウ：どういうことだ？

ＧＭ：現在の綾間市は異空間に閉とじこめられた状態で、外部とのラインが断たたれています。なので、たとえばいずれ食しよく糧りようが枯こ渇かつするでしょう。

神月：むう……。

ＧＭ：メンターはあやめに言う。「街を解かい放ほうする方法は簡かん単たんです。あなたが私に願い、そして力を受け入れればいいのです」ちなみに、実じつ際さいにメンターは他人の願いを叶かなえる力をデータとして持っています。

神月：そんな能力があるのか！

ＧＭ：エグゾーストロイスの《愚ぐ者しやの契けい約やく》というデータになります。

あやめ：エグゾーストロイス？




　エグゾーストロイス───ジャームがかつて持っていたロイスのなれの果て。

　おのれの持つ衝しよう動どうに特化した形で進化、あるいはみずからの持つ妄もう執しゆうを元に生み出した、凶きよう悪あくな力のこと。




あやめ：おおっ、そんなものが追加されたんですか！

ＧＭ：このエグゾーストロイスを使うことで、より強力なジャームの作成はもちろん、敵の内面を能のう力りよ的てきに反はん映えいすることもできるようになりました（笑）。

あやめ：へ～。あたしがＧＭする時に使ってみようかな（笑）。

コウ：ぜひ、使ってください！（[image: ]デザイナー）（一同笑）

ＧＭ：ちなみに《愚者の契約》の効果は、他者の願いを叶えるというものです。

神月：願いを叶える？　その願いというのは何でもＯＫなのか？

ＧＭ：ＧＭが認める限かぎりは。ただし、相そう応おうの代だい償しようは求められますけどね。

神月：タダで願いが叶うなどという、美味うまい能力ではないということか。

ＧＭ：そういうことです。さて、話を戻もどしましょう。メンターが淡々とした口調で、再ふたたび告げます。「さあ、資格者よ。街を救いたければ、私を受け入れてください」

あやめ：……。

コウ：あやめ……。

あやめ：……ＧＭ、ちなみにもし、あたしが「街を救って」とメンターに願ったら、どうなりますか？

ＧＭ：その願い通り、綾間市は元の姿を取り戻します。ただし、代償として、あやめはメンターと融合して〝あやめと似た別の存在〟になってしまいます。

瞳：別の存在って、どんなものなの？

ＧＭ：それはなってみなければ分かりません。

神月：ふむ……。

ＧＭ：ただ、ひとつ確たしかなのは、今の敷島あやめは消えるということ。先ほども言いましたが、メンターと融合した場合、たとえ精せい神しんがそのままの状態で残ったとしても、それは〝敷島あやめに似にた別の存在〟です。

瞳：それはジャーム化しちゃうってことなのかな？

ＧＭ：そう考えてもらって構いません。

コウ：なら、《愚者の契約》に頼る線はないな。

神月：確かに、コウの言う通りだ。たとえ街が救われようと、それでひとりの少女が犠ぎ牲せいになるのは、正義ではないっ！

コウ：ああ……。あやめを守るように、ずいっと前に出て、メンターと対たい峙じするぞ。

あやめ：コウ君……。

コウ：ちらりとあやめを見てから、メンターに視線を戻して。……この街を、世界の日常を守るのが俺の任務だ。腕うでを変へん異いさせて、戦闘態たい勢せいを取る！

ＧＭ：メキメキと音を立てて、コウの右腕が異い形ぎようと化す。しかし、メンターはそれでも変わらない、淡々とした声音で言います。「私と戦うつもりですか？」

コウ：それが……俺の任務だ！　吼ほえて跳ちよう躍やく。異形化させた右腕をメンターに叩たたき込こもうとする！

ＧＭ：「無む駄だです」ぽそりとつぶやくと同時、彼女の前に楕円形の、盾のような形状をした魔ま眼がんが出現し、コウの拳こぶしを弾はじき返かえします！

コウ：ちっ！　空中で体たい勢せいを整えて着地。数メートルほど床ゆかを滑すべってから止まる。

神月：メンターを警戒しつつ、コウの隣となりへ並ならぶぞ。……いつもは冷静なお前が、ずいぶんと手の早いことだな？　これもあやめくんを想うがゆえか？（笑）

コウ：……あいつは関係ない。俺は任務を遂すい行こうしているだけだ。

瞳：はいはい、そういうことにしておきましょうか（笑）。

神月：しかし、ミドルが始まってすぐだというのに、いきなりテンションが上がってきたな。このままクライマックスに突とつ入にゆうしてしまいそうだ（笑）。

あやめ：（ぽつりと）それでもいいかな……（一同笑）。

瞳：結けつ構こう、今の発言マジだったね（笑）。さて、私はコウと神月先生のやりとりを見ながら、「結局こうなるのね」と、溜ため息いき混まじりに支し援えんの準じゆん備びを始めるよ。

あやめ：あたしは、どうしようってちょっとオロオロしてるかな。

ＧＭ：では、メンターは敵てき対たいの意い志しを見せた三人を睥睨した後、再びあやめを見ます。「資格者よ。この状況におけるあなたの意志を訊きかせてもらえますか。私を受け入れるか、彼らと共に敵対するか……」

あやめ：あたしは……。




　沈黙する、あやめ。

　揺れる彼女が出した答えは───。




あやめ：あたしは、あなたと一緒にはいけない……。

ＧＭ：あやめの答えに、「何故？」と問いかけるような視線を、メンターが投げかけてくる。

あやめ：あたしは、自分の力を大切なものを守るために使いたい。

一同：……。

あやめ：だから……。あたしの大切なものを危険にさらそうとするあなたとは、一緒になれないよ……！

ＧＭ：あやめからの拒きょ絶ぜつの言葉に、メンターが冷たい声でつぶやく。「そうですか……。では、次の手を打たせてもらいましょう」そして、彼女は《キングダム》を使用します。

コウ：建けん造ぞう物ぶつひとつを作りだすモルフェウスのエネミー専用エフェクトだな。

神月：何を作りだすつもりだ？

ＧＭ：それは……。

あやめ：それは？

ＧＭ：綾間市そのものを材料に、巨きよ大だいピラミッドを作りだします！

一同：巨大ピラミッドっ!?

ＧＭ：メンターを中心に、超ちよう重じゆう力りよくの渦うずが発生し、周囲の物ぶつ質しつを空中に舞まい上げると同時、次々と物質が結けつ晶しよう化かしていき、ピラミッドの材料にされていきます。

あやめ：ま、街がっ!?

ＧＭ：さらに、重力嵐あらしに巻まき込こまれ、みなさんの身体もまた空中へと浮うかび上あがっていきますよ！

あやめ：うわわっ!?　とっさに反はん応のうできなくて、為なすす術すべもなく空中に浮かんじゃう！

コウ：それは俺がとっさに跳躍して捕つかまえる！

神月：ならば、私は瞳くんの方に手を伸のばすぞ！

瞳：わたしも神月先生に手を伸ばす！　でも、なんとギリギリ手が届とどかなくて飛ばされてしまうのだ！

神月：な、なんとっ!?

瞳：でも、大だい丈じよう夫ぶ。ダメかって思った直後、あたしたちの間に猫が飛び込んできて、距きよ離りを埋うめてくれるから！（笑）

ＧＭ：ちょっ!?　ね、猫───っ!?（一同爆笑）

瞳：神月先生が猫の右前脚を、わたしが左前脚をつかんだということで（笑）。猫が、自分ががんばらずに誰だれががんばるとばかりに「にゃーっ！」と力強く鳴く！

神月：おおっ、猫がんばれ！（笑）

ＧＭ：緊きん張ちよう感かんのあるシーンを、急に面白くしないでくださいよ！（笑）

瞳：いや、すまんすまん。ついな（笑）。

ＧＭ：ともかく！　コウとあやめ、神月と瞳───四人の身体は重力嵐によって空中へと舞い上がり……。




　空へと浮かび上がった一同が見たのは、真しん紅くに輝かがやく結けつ晶しよう体たいによって、巨大なピラミッドが創そう造ぞうされていくようだった。

　綾間市がバラバラに分ぶん解かいされ、再さい構こう築ちくされていく。

　そして、四人もまたピラミッドへと引ひき寄よせられていき、その内部へと突入したかと思った直後───。




　彼らは意い識しきを失った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：街が巨大ピラミッドになっちゃったよ（笑）。

あやめ：あうあう！

コウ：まさか、ここまでやるとは……。

神月：こんなになってしまって、元に戻もどせるのか？

ＧＭ：それはみなさんのがんばり次第です。あっ、ちなみにあやめは、メンターのロイスをタイタス化しておいてください。彼女が明確な敵てき対たい者しやとなり関係が変わったので。

あやめ：あうっ。まあ、でもそうだよね。うん、分かった。

ＧＭ：さあ、次のシーンに参りましょう。







◆Middle03◆変へん貌ぼうした街


Scene Player ─── 陸原コウ






　いったいどれほどの間、意識を失っていたのか。

　コウが目を覚ますと、そこは真紅に輝く水すい晶しように囲まれた部屋だった。

　素す早ばやく状況確認を行ない、他の三人の姿を見つけ出す。

　そして、望まざる客人の姿もまた、コウの視界は捕とらえた。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはコウになります。気づくとコウは、五メートル四方ほどの部屋で目を覚まします。部屋の四方には通路があって、ダンジョンの一室って感じですね。

コウ：ピラミッドの中ってわけか。他のみんなはどうなったんだ？

ＧＭ：同じ部屋に、やはり倒たおれています。というわけで、みなさん登場してもらえますか？

神月：了解だ。むくりと身体を起こして、頭を振りながらつぶやこう。……ここは？

コウ：どうやら、さっき見えたピラミッドの中みたいだ。答えながら、あやめを起こすぞ。……おい、あやめ。起きろ（ぺしぺし）。

あやめ：ふにゃ……？　寝ねぼけ眼まなこで起きて、キョロキョロ周囲を見み渡わたしてから、がばっと起き上がる！　め、メンターは!?　街はどうなったの!?

コウ：落ち着け。どうやら、ここはメンターの作ったピラミッドの中のようだ。簡かん単たんに説明しながら、あやめを落ち着かせる。

神月：それでは、私はその間に瞳くんを起こそうか。というわけで瞳くんのもとへ向かうぞ。

瞳：んじゃ、あたしは暢のん気きに寝ねっ転ころがってて、その頰ほおを猫がぺろっとなめて起こそうとしてる。でも、全然起きる気配はなくて。……うーん、あと五分だけ～（笑）。

あやめ：超ちよう寝てるーっ!?（笑）

神月：こんな状況の中である意味、大したものだな（笑）。しかし、これは困こまった……。

コウ：ん？

神月：寝ている瞳くんが可か愛わいくて起こすのが躊躇ためらわれるのだ！（笑）

コウ：いや、普通に起こせ！（一同爆笑）

ＧＭ：結構騒さわがしいことになってますが、瞳に起きる様子は……。

瞳：起こすまで寝るつもり満々なんだが（笑）。……もう食べられないよ～（一同笑）。

ＧＭ：ないようです（笑）。

神月：……くっ、それでも私には無理だ！　こんな幸せそうな瞳くんを邪魔するなど！

あやめ：神月さ～ん（笑）。

コウ：しょうがない、俺がやる。無む造ぞう作さに瞳に近づいていって、頭をはたいて起こすぞ。……おい、起きろ瞳。

神月：むっ、その起こし方はいただけないな。

コウ：……起こせれば方法は関係ないだろう？

神月：そんなことはない。お前は瞳くんの兄なのだぞ。もっと彼女にやさしくしてやって欲しい。起こすときも「起きろ、瞳」と優やさしく囁ささやきかけて、身体をゆらしてやるぐらいして欲しいところだ！

コウ：それは俺には無理だっ！（一同爆笑）

ＧＭ：えー、何やら兄議ぎ論ろんで白熱してきてますが、そろそろ瞳も起きませんか？（笑）

瞳：ごめんごめん。なんか楽しくなっちゃって、ついね。んじゃ、頭を叩たたかれたのと、コウと神月先生の言い合いがうるさくて目を覚ますよ。……何よ～。今いいところだったのに～。

神月：起きたかね、瞳くん。

コウ：楽しい夢ゆめはまた今度だ。それよりここから逃にげ出だす方法を考えるぞ。そう言って、周囲を見るようにうながす。

瞳：（キョロキョロ）なるほど、あのメンターとかいうやつが作ったピラミッドに閉じこめられちゃったわけね。すぐに状況を理り解かいして、ぴょんと立ち上がろう。

あやめ：それで、これからどうしようか？

瞳：出口を探すか、この現げん象しようを起こしたメンターを見つけ出して、元に戻もどさせるかってところかな。というか、ここに出口があるか分かんないけど。

コウ：それにメンターが大人しく言うことを聞くとは思えない。

神月：たとえそうだとしても、何とかせねばなるまい。綾間市を救う。それこそが今回の我われ々われに課せられた正義だ！

ＧＭ：びしりっと宣せん言げんする神月。その時、みなさんの耳に足音が聞こえてきます。

あやめ：足音？

ＧＭ：カツンカツンと、硬こう質しつな床を踏ふむその音は、次第にみなさんのいる部屋に近づいてきて、やがてひとりの少年───カインが姿を現わす。

瞳：出たーっ！　マスターレイス！

ＧＭ：「こんなところにいたのか」こんな状況でも、彼はくすりと微笑ほほえみを浮うかべて見せる。

あやめ：カイン君！　まさかこんなところで会うとは思ってなかったから、びっくりして目を丸くしちゃう。

コウ：俺はあやめとカインの間に素早く入って警戒する。……カイン！

神月：彼が例のＦＨの特別な幹部とやらかね。……鋭するどくカインを見み据すえながら、私は思うぞ。「この少年、ただ者ではない！」とな。

ＧＭ：はっ！　カインを持ち上げていただいて、ありがとうございます（笑）。

コウ：警戒したまま、カインに聞くぞ。……この事件、お前が仕し掛かけたのか？

カイン：「半分正せい解かい。半分外れかな」からかうように、カインが答える。

コウ：お前と無む駄だ話ばなしをするつもりはない。真面目に答えるつもりがないなら……！　右腕に力を込こめながら、戦闘態勢を取る。

カイン：「奇き遇ぐうだね。僕ぼくもキミと無駄話をするつもりはないよ」表情は相変わらず笑っていますが、コウへの視線にゆらりと敵てき意いがかすめる。

あやめ：あわわっ!?　なんかやばい雰囲気だって、オロオロしちゃうよ！

瞳：とりあえず、わたしは様子見。何か情報が引き出せるかもしれないしね。

神月：瞳くんと同様、見けんに回っているよ。

ＧＭ：緊きん迫ぱくした空気の中、ぶつかり合う視線。張はり詰つめた空気の中で、カインが聞いてきます。

ＧＭ：「一応確認するけど、キミたちはこの異変を解決したいかい？」

あやめ：もちろん！　街を、みんなを助けないと！

コウ：邪魔をするつもりなら……。

ＧＭ：「せっかちだな、〝降魔の爪メメントモリ〟。別に邪魔はしないよ。今のところはね。それどころか、事件解決のヒントをあげてもいいと思ってる」

神月：ＦＨがＵＧＮに助力するだと？　どういうつもりだ？

ＧＭ：「その疑問はもっともだ。でも今の状況は、ＵＧＮだ、ＦＨだといってられるような状況じゃないと思うけど？」

神月：むっ、その言葉には思わず黙だまり込こむ。確かに一理ある。

瞳：そこで、わたしはさらに突つっ込みを入れる！　おっと、そんなこと言って誤ご魔ま化かそうとしても無駄よ！　あんたはここで仕し留とめるわ、マスターレイス！

ＧＭ：「じゃあ、キミは敷島さんがどうなってもいいのかな？　このままだと彼女が大変なことになってしまうかもしれないよ？」（笑）

瞳：そ、それは困こまる！（一同笑）

あやめ：と、とりあえず話を聞くだけ聞いてみてもいいんじゃ……？　おどおどと挙手して意見を述のべたり。

コウ：……そうだな。カイン、いったい何をたくらんでる。これはお前の仕組んだことじゃないのか？　知ってることを話してもらうぞ。

ＧＭ：「いいよ。そうだね……。まず、賢者の石と敷島さんを融合させようとしたのは、僕の計画だ。でも、それがレネゲイドビーイング化してたことは予想外だった」

神月：むっ、そうなのか？

ＧＭ：「結局、敷島さんに賢者の石を融合させることはできず、しかも賢者の石───メンターはこちらの考えなどお構いなしに、独自に行動を開始したのさ」

瞳：つまり、あんたは計画に失敗したわけか。残念だったわね、思惑通りにならなくて！　猫と一緒にあっかんべーする。

ＧＭ：カインは余裕を崩さずに言葉を返す。「そうだ。僕の計画は失敗した。でも、今はそれでよかったと思ってる」

コウ：どういう意味だ？

ＧＭ：「あの賢者の石は混ざりものが多すぎる。敷島さんと融合するにはふさわしくない」

あやめ：混ざりものが多すぎるって……どういうこと？

ＧＭ：その質問には、カインは答えません。ただ、ひどく冷たい笑みを返すのみです。

コウ：答えるつもりはない……か。

ＧＭ：（こくりと頷き）「ともかく、今回の事件は僕にとってもイレギュラーなのさ。しかし、まあ、ずいぶんと派手にやってくれたよ」

コウ：綾間市を丸ごと材料にした、巨大ピラミッドの建造……。こんなものを作って、メンターは何をしようとしているんだ？

ＧＭ：「敷島さんの精神を侵蝕しようとしているんじゃないかな？」

あやめ：あたしの心を侵蝕？

ＧＭ：と、その時、あやめはふと気づきます。自分の胸むねの奥おく───心ともいうべきものに奇き妙みような圧あつ迫ぱく感かんがかかっていることに。ピラミッド内はメンターのワーディングで満たされているのですが、その影えい響きようのようです。

あやめ：なんだろ、なんか心がもやもやするような……。

ＧＭ：「メンターからの精神干かん渉しようのせいだろうね」他者に対して感情が動かない。もしくは、ひどく反応が鈍にぶくなってる感じです。というわけで、今回のシナリオでは、あやめのロイス枠わくについて特殊な処しよ理りが入るので、それについて説明しましょう。





▼ロイス取得の制せい限げん



　あやめはセッション中にロイスを新しん規きに取得することができない。




あやめ：え、ええーっ!?　ロイス取れないの!?

瞳：そういえば、プリプレイで、ロイスは取らないでおいてくれって言ってたけど、この処理のためだったのか。

神月：しかし、ロイスが取れなくてはゲームにならんぞ。もちろん、取れるようにできる方法があるんだろうな？

ＧＭ：当然です。では、次にあやめがロイスを取得できるようにする方法について説明します。





▼あやめのロイス枠を解放する方法



　この先のシーンで、メンターがあやめの心を侵蝕するための策さくを仕掛けくる。

　その策を一回退しりぞけるごとに、あやめのロイス枠がひとつ解放される。

　ただし、策を退けるのに失敗すると、代わりにロイス枠がメンターへのタイタスで埋うまる。




ＧＭ：これらの情報は、カインの推測という形でもたらされます。「敷島さんと融合するため、メンターはいろいろ手を打ってくるだろう。それを退けることが、彼女の力を削ぐことになると思う。逆に策に吞まれれば、彼女の思惑通りになってしまうかもしれない……」

コウ：勝てばあやめの心が解放されて、負けるとメンターに心を侵蝕されるわけか。

ＧＭ：そんな感じですね。

神月：ところで、これだとメンターへのロイスを複ふく数すう持つことになるが、いいのか？

あやめ：普通は同一対象に結べるロイスはひとつだけど、ＧＭが認みとめたときは、特別に複数結べるんですよ。

神月：そうなのか。

ＧＭ：ええ。メンターのタイタスの数が、あやめの心がどれぐらい侵蝕されているかのバロメーターになってると思っていただければいいかと。

瞳：ああ～、はいはい。

ＧＭ：ちなみに、メンターのタイタスが一定数を超こえると、その時点で、あやめの精神はメンターの力の誘ゆう惑わくに囚とらわれるので注意を。と、ここで勝利条じよう件けんと敗北条件についても説明しておきましょう。





▼勝利条件



　メンターを倒たおす。


▼敗北条件



　メンターを倒す前に、あやめがメンターのタイタスを三つ取得するか、もしくは《愚ぐ者しやの契約》の使用を望んだ場合、敗北となる。




神月：勝利条件は明確だな。

瞳：敗北条件は、二種類あるんだねえ。

あやめ：タイタスはさっき一個ついたから、あと二個ついたら負けになっちゃうよ。

コウ：なんだか、あやめのロイス枠を使った陣じん取とり合戦みたいだな（笑）。

ＧＭ：ああ、確かにそんな感じですね（笑）。

瞳：とりあえず、メンターが何を仕掛けてくるかは分からないけど、わたしたちはあやめの心を守るために全力を尽つくせばいいのかな？

ＧＭ：はい、その通りです！

神月：では、事じ態たいの解決のために全力を尽くすとしよう！

あやめ：ところで、ピラミッドになった綾間市だけど、メンターを倒したら元に戻るの？

ＧＭ：「この現象を起こしたのはメンターだ。彼女を倒せば、元に戻る可能性はゼロではないかな」カインは綾間市には興味がないので、さらりと答えます。

神月：むう、確証は得られないか……。

瞳：まあ、やるだけやってみるのは手かもね。

コウ：ちなみに、カインは何か仕掛けてくるか？

ＧＭ：カインはカインで、メンターを処理するために動きます。どうやら、彼はすでに、メンターを計画の障害のひとつとして考えているようですね。

瞳：むむむっ。じゃあ、カインもわたしたちと一緒に来るの？

ＧＭ：「そうしたいけど、一緒にいるとそこの男にいつ襲われるか分からないからね。僕は僕でやらせてもらうよ」溜息混じりに、カインはコウを見ます。

コウ：同行なら、こちらから願い下げだ。瞳、敵となれ合う必要はない。事件は俺たちの力で解決する。いくぞ。仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやいて、部屋を後にする。

あやめ：あっ、コウ君待ってよ！　慌てて後を追いかけるよ。

神月：それでは、我々もいこうか。

瞳：ほーい。猫と一緒にとてとて歩き出すよ～。

ＧＭ：では、そんなみなさんをカインが見送り、シーンは終了となります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




コウ：メンターが明確にあやめを狙って仕掛けてきたな。

神月：うむ。もっとも、このまま何もせずに、あと五回も登場させれば、あやめくんは勝手にジャーム化の危機に陥おちいりそうではあるが（笑）。

瞳：それってこの後、あやめが登場の侵蝕率上昇で全部10出したらじゃない（笑）。

神月：（にこりと微笑み）私はあやめくんを信用しているよ？

あやめ：そんな信用、嬉しくなーい！（一同爆笑）

瞳：んで、結局これからどうするの？

コウ：そうだな……。メンターを捜して、カインより先に倒すべきだと思う。奴が賢者の石の力を手に入れて、それを悪用するかもしれない。

神月：ふむ……。カインが何をたくらんでるのかはっきりしない以上、私たちの手で事件を解決した方が安全ではありそうだな。

瞳：それに、あやめも守らないとだしね。あっ、そだ。メンターにロイス取っとこ。ポジティブは〝好こう奇き心しん〟、ネガティブは〝憎ぞう悪お〟。表になってる感情は、〝憎悪〟。もう完かん璧ぺきに敵として認にん識しきした！

神月：私は賢者の石＝メンターだから……カインに取るとしよう。

ＧＭ：了解しました。

あやめ：いいな～。あたしも早くロイスが取れるようになりたい（一同笑）。







◆Middle04◆水すい晶しようの迷めい宮きゆう


Scene Player ─── 敷島あやめ






　真しん紅くの結けつ晶しようによって構こう成せいされたピラミッドの通路を、あやめは進んでいく。

　結晶内部を覗のぞくと時折、人間が閉とじこめられている姿すがたが見える。

　その姿を見るたびに、あやめは罪ざい悪あく感かんと不安に心を揺ゆさぶられた。

　───千鳥は、兄は……無事なのだろうか？




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはあやめになります。

瞳：全員登場だよね？

ＧＭ：そうしていただけると助かります。メンターからの策さくを突とつ破ぱするシーンのひとつになりますので。

神月：そういうことならば、出ないわけにはいかないな。……むっ、10点上じよう昇しようか。思いがけぬ状じよう況きように、私わたしも少々昂たかぶっているようだな。

あやめ：（ダイスを振ふって）ぎゃ───っ！

ＧＭ：あー……もしかして、またですか？（笑）

あやめ：こくこく。……また10点あがったよぉ～。

瞳：もう言葉もないなぁ（笑）。

コウ：メンターとか関係なく、あやめの資し質しつのひとつという感じがしてきた（笑）。

あやめ：うわーん、勘かん弁べんしてよ～！（笑）

ＧＭ：まあまあ、これであやめの侵しん蝕しよく率りつは72％。侵蝕率ボーナスがついて、よかったじゃないですか（笑）。

あやめ：よくないよっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：さてさて、なかなか盛もり上あがってきましたが、話を進めましょう。みなさんが目を覚ました部屋を出て先に進むと、そこは真紅の結晶でできた通路が広がる迷宮になっています。

瞳：ほえ～、これはまた……。この迷宮を攻こう略りやくするの？

ＧＭ：いえ、これは望まない人間を排はい除じよするための障しよう害がいにすぎないので、あやめと一いつ緒しよにいる限りは問題ないです。みなさんが進むと通路が形けい状じようを変え、行き先を誘ゆう導どうしていきます。

神月：とりあえず、誘導に従したがうしかないか。先に進むぞ。

あやめ：……ところで、このピラミッドの材料って綾間市なんだよね？

ＧＭ：その通りです。

あやめ：周りの結晶の中に、何か閉じこめられてたりするのかな？

ＧＭ：すべての結晶にではありませんが、人や物が元の形状を保たもったまま閉じこめられているものも見受けられますね。

あやめ：うう、罪悪感が……。

コウ：悪いのはメンターだ。別にお前のせいじゃない。

あやめ：……うん。コウ君、ありがとう。

コウ：別に……礼を言われるようなことはしてない……。

瞳：そんなふたりの様子をニマニマと見ながら、《七色の声》でふたりの声真似まねをする。「悪いのはメンターだ。お前のせいじゃない」「コウ君、ありがとう」（笑）

コウ＆あやめ：こら───っ！（一同爆笑）

あやめ：瞳ちゃん、何だか今回はっちゃけすぎじゃない!?（笑）

瞳：いやー、イージーエフェクトを使うのが楽しくて（笑）。

神月：気持ちは分かる。しかし瞳くん、あまり他人をからかいすぎてはいけない（笑）。

瞳：はーい、ごめんなさい（笑）。

コウ：やれやれ……（笑）。

ＧＭ：みなさんが適てき度どな緊きん張ちよう感かんを保ちながら進むこと十分ほど。通路は唐とう突とつに途と切ぎれて、五メートル四方ほどの部屋に出ます。

コウ：部屋には何かあるか？

ＧＭ：部屋の中央に立方体の形状をした結晶が置かれていますね。内部にはひとりの少女が閉じこめられているのが見えます。それはコウとあやめにとって馴な染じみの人物です。

あやめ：（はっとして）千鳥だ！

ＧＭ：その通り！　あやめがそのことに気づくと同時、頭上から声が聞こえてくる。「待っていました、資し格かく者しやよ」

コウ：メンターかっ！　とっさに頭上を仰あおぎ見みる。

ＧＭ：コウの予想は当たります。部屋の天てん井じよう付近に、メンターがふわふわと浮うかんでいるのが見える。

あやめ：メンターに向かって叫さけぶよ。千鳥をどうするつもり!?　彼かの女じよを解かい放ほうして！
















ＧＭ：その反はん応のうは逆ぎやく効こう果かですね。「やはり、彼女はあなたにとって重要な人物のようですね」ぞくりと、怖おぞ気けがするほど冷たく言う。

瞳：いきなり、やばい感じだ！

コウ：メンターにもう一度訊きく。……紫倉をどうするつもりだ？

ＧＭ：「資格者が執しゆう着ちやくする〝日にち常じよう〟を断たつのに利用させてもらいます。私の力を求めたくなるように」そう告げて、メンターがすっと両手を持ち上げると、彼女の身体から光の粒りゆう子しが噴ふき出だし、みなさんの前に凝こり固かたまっていきます。

瞳：みんな、気をつけて！　警けい戒かいを呼よびかけながら身み構がまえる。

ＧＭ：凝り固まった光の粒子は、やがてジャームによって編へん制せいされた戦せん闘とう部隊という形を得ます。ちなみに彼らの身に着けている装そう備び類は、コウや瞳にとっては見覚えのある、ＵＧＮ戦闘部隊の標ひよう準じゆん装備ですね。

コウ：ＵＧＮの？

ＧＭ：ちなみに幽ゆう鬼きのようにゆらゆらと近づいてくる、ジャーム戦闘部隊の中には、瞳の見知った顔もあります。

瞳：……剛田。

ＧＭ：その通り。

瞳：死んだと思ってた、剛田の変わり果てた姿に、思わずその場でよろめく。

神月：それは、そっと後ろから支ささえるぞ。……大だい丈じよう夫ぶかね？

瞳：……ごめん、大丈夫だよ。……ＧＭ、ちなみにこのジャーム戦闘部隊の連中って、もともとの人間としての意い志しとかは残ってたりするの？

ＧＭ：彼らはメンターに倒たおされた戦闘部隊のレネゲイドをもとに生み出された、劣れつ化かコピーのような存在です。もともとの人間としての意志は、残ってません。

瞳：なら、容よう赦しやする必要はないね。知り合いの姿をした奴が敵に利用されるっていうのは、放っておけないし！

ＧＭ：「絶ぜつ望ぼうを与あたえなさい」冷たく乾かわいた囁ささやきと共に、ジャーム戦闘部隊が巧己の入った結晶体を破は壊かいするべく動き出す！　さあ、戦闘です。敵はジャーム戦闘部隊二体！




◆第一ラウンド

ＧＭ：さて、この戦闘では千鳥を守りながら戦闘を行なう必要があります。

[image: ]

あやめ：千鳥も戦闘に参加するんだ。

ＧＭ：します。彼女の閉じこめられている結晶体にはＨＰが設せつ定ていされていて、それが０になった時、結晶体もろとも千鳥は破壊されて死亡します！

あやめ：ええっ!?

神月：大切な人物を殺すことで、力を得ることを望むようにさせようという魂こん胆たんか。なかなかえげつないな！

瞳：でも、だったら、最初から千鳥を殺して、死体を見せつけた方が早くない？

ＧＭ：そこは、目の前で殺すことで、より自分の無力さを思い知らせようという、メンターの思惑ですね。ちなみに、千鳥が死亡した場合、戦闘は敗北になると同時、あやめがメンターのタイタスを取得、さらに千鳥のロイスがタイタス化することになります。

一同：な、なに───っ!?

コウ：いきなりタイタスが二個付くのかっ！

瞳：それ、やばすぎじゃん！　これは負けられないっ！

ＧＭ：ちなみに、結晶体のＨＰは30点で、ジャーム戦闘部隊は率そつ先せんして結晶体を狙ねらいます。

コウ：結晶体に装そう甲こう値ちはあるか？

ＧＭ：ありません。何の行動も行ないませんし、攻撃の対象になってもドッジやガードもしません。なので、攻撃の対象になったら、ファンブルしないかぎり必中します。

コウ：となるとカバーリングするしかないな。あとは敵の行動値次第か……。

ＧＭ：さあ、千鳥の戦闘中の扱あつかいを説明したところで、戦闘を始めましょうか。

瞳：オッケー！

あやめ：絶対に助けてみせる！

ＧＭ：ではセットアップから！　エフェクトを使用する人は……いないようですね。では、行動値17のジャーム戦闘部隊Ａ＆Ｂが先手を取ります！

コウ：ちっ、速いな！

ＧＭ：仮かりにもＵＧＮ日本支し部ぶ付きの戦闘部隊を元に作られた存在。そこら辺のジャームとは強さが違います。ジャーム戦闘部隊Ａ＆Ｂ共に、《アームズリンク》＋《急所狙い》＋《コンセントレイト》で千鳥に攻撃です！

あやめ：まずい、まずいーっ！

ＧＭ：まずはジャーム戦闘部隊Ａの命中判定……達成値37！　幽鬼のようにゆらゆらと近づいてきていた戦闘部隊が、銃を構かまえて一斉にトリガーを引く！

瞳：《カバーディフェンス》で千鳥をカバーリングするよ！　そして、バックラーでガード！

ＧＭ：では、ダメージは35点。装甲値は有ゆう効こうです。

瞳：ガード値と装甲値合わせて５点防ふせげるけど30点食らう。うーん、６点足りない！

コウ：俺がカバーリングしてれば、耐たえられたんだが……。

瞳：まあ仕方ない。《リザレクト》！　ＨＰ５点で復ふつ活かつ！

ＧＭ：無数の銃じゆう弾だんから、瞳が身体をはって千鳥を守る。しかし、戦闘部隊の攻撃はさらに続きます。ジャーム戦闘部隊Ｂの命中判定！　達成値は31！

コウ：俺が行動を放ほう棄きしてカバーリングする！　攻撃は範はん囲い攻撃のできるあやめに任まかせた！

あやめ：わ、分かった！

ＧＭ：ダメージは……おや、今度は低い22点です（笑）。

瞳：そんなーっ！　それだったら、わたしでも耐たえられるよ！（笑）

コウ：やっぱり俺が最初の攻撃をカバーリングしてた方がよかったか。

ＧＭ：まあ、結けつ果か論ろんですね（笑）。ともあれ、こちらの行動はこれにて終了です！

瞳：じゃあ、次はわたしだ。あやめに《エンジェルボイス》＋《導きの華はな》！

コウ：侵蝕率が厳しいところ悪いが、ここは頼たのむ！

あやめ：うん、任まかせて。こういう時のために範囲攻撃を取ったんだから！　マイナーで《ハンドレッドガンズ》。メジャーで《ギガンティックモード》その他で攻撃だよ！




　あやめの手の中でダブルクロスのネックレスが拳けん銃じゆうへと変化していく。

　しかし、変形はそれで止まらない。

　銃が巨きよ大だい化かしたかと思うと、ガトリングガンへとその形状を変へん貌ぼうさせる！




神月：豪ごう快かいだな！（笑）

あやめ：いっけーっ！　命中判定は……はうっ、25で止まっちゃった!?

瞳：……ここが使いどころか。最後に振ったダイスの１個に《妖よう精せいの手》を使う！　これで出目が10になってクリティカルだ！

神月：やるな、瞳くん！

あやめ：ありがとう！　よしっ、今度こそ……！（勢いよくダイスを振る）

コウ：おっ？　これは……！

神月：……40……50！　回りまくっているな！

あやめ：来たよ、来たよーっ！　達成値65！

ＧＭ：くうっ、出目操そう作さ後に一気に伸のびましたね。ジャーム戦闘部隊Ａ＆Ｂは、《イベイジョン》を持っているので、ドッジの達成値は18で固定。どちらも命中します。

あやめ：ダメージは47点！　装甲値は有効だよ。

ＧＭ：ジャーム戦闘部隊のＨＰは40点。装甲値は５！　ギリギリ倒たおれます！

一同：よーしっ！

ＧＭ：ガトリングガンから吐はき出だされる銃弾の嵐あらしが敵をまとめて薙なぎ払はらう！　そして、すべての敵が光の粒子となって霧む散さんすると同時、ガトリングガンはバラバラに分ぶん解かいされて、元のネックレスに戻もどります。

あやめ：ネックレスを拾い上げて、千鳥が無事か確認する！

ＧＭ：結晶体の中、千鳥は静かに眠ねむりについてます。傷きずひとつありません。そして、敵が全ぜん滅めつしたので戦闘は終了です。くうーっ、まさか一発でやられるとは！

あやめ：その分、こっちの侵蝕率がやばいけどね（笑）。これで侵蝕率82％だよ。

コウ：すまん、負ふ担たんをかけて。

あやめ：いやいや。その分、クライマックスでは、コウ君たちを頼らせてもらうから！

神月：そうだな。そちらは任せておきたまえ！

コウ：あやめと瞳のおかげで力を温おん存ぞんできてる。全力でやらせてもらおう。それはそうと、メンターはどうしてる？

ＧＭ：「……」メンターは無言でみなさんを見下ろしていますが、自分の策が失敗したのを確かく認にんして、天井に溶とけ込こむようにして姿を消します。《壁かべ抜ぬけ》ですね。

瞳：あーっ、逃にげた！　追うのは無理だと分かってるけど、その場でぴょんぴょん飛とび跳はねる。ちなみに猫ねこも飛び跳ねてる（一同笑）。

神月：落ち着きたまえ、瞳くん。奴やつと決着をつける時はいずれ来る。それよりも、今為なすべきことに集中したまえ。でなければ、ミイラ取りがミイラになってしまうよ？

瞳：うーん、確かに！　そう言ってジャンプを止やめて、先に進む道を探さがす。

ＧＭ：では部屋の奥おくで、上の階かい層そうに行く階かい段だんを見つけます。それと、先に進む前にひとつイベントが起こります。

コウ：むっ、何が起こるんだ？

ＧＭ：今まで真紅だった周囲の結晶体が青く変わっていくんです。

瞳：何か、わたしたちがこの階層を制せい圧あつしました……みたいな感じだね。

ＧＭ：実じつ際さいその通りです（笑）。ピラミッド内を覆おおい尽つくしていたワーディングの規き模ぼも縮しゆく小しようして、あやめが心に受けていた圧あつ迫ぱく感かんがかすかに薄うすれる。

あやめ：おおっ。じゃあ？

ＧＭ：（こくりと頷うなずき）あやめのロイス枠わくひとつが解放されました！

あやめ：やった！　じゃあ、早速コウ君に取るね。コウ君、身体を張って千鳥を守ってくれたし、やっぱり頼りになるなって思った。

瞳：頼りになるってさ～。うりうりと肘ひじでコウを小こ突づく（一同笑）。

コウ：ノーコメント（笑）。

神月：さて、気も和やわらいだところで先へ進もうか。

瞳：ほーい。猫と一緒に一足先に階段へ向かおう。ただ、その前に一度、部屋を振り返って、つぶやくよ。……バイバイ、剛田。

ＧＭ：瞳のつぶやくと、ふと、瞳の視界の端はしを、光の粒子が流れて消えます。

瞳：一瞬だけ、剛田の豪快な笑顔を思い出して、それを振り払うように、階段を駆け上がる。

神月：私も後を追って階段を上ろう。

コウ：あやめ、俺たちも行こう。

あやめ：あっ、ちょっとだけ待って！　上の階層に行く前に、結晶体に閉じこめられた千鳥にそっと囁ささやくよ。




「ごめん、こんなことに巻まき込こんで……。

　でも、千鳥も、街も、全部助けてみせるから！」

　決意も新たに、あやめは駆かけ出だす。

　綾間市を、そして大切な親友を救うために。








《アームズリンク》　武器と神経を直結し、効果的に扱うブラックドッグのエフェクト。

《急所狙い》　相手の弱点を分析し、的確に狙い打つノイマンのエフェクト。













◆Middle05◆炎ほのおと氷


Scene Player ─── 陸原コウ






　結晶体のピラミッド───上じよう層そうへと繫つながる階段。

　念のため、殿しんがりを務つとめることになったコウは、他の三人とは若じやつ干かんの距きよ離りを置き、ひとりで階段を上っていた。ふと感じる不ふ穏おんな気配。そして現あらわれたのは……。




ＧＭ：次はコウのシーンになります。最初はコウひとり。他の方は登場したければどうぞ。

あやめ：（侵蝕率を見て）休んでいていいですか？（一同笑）

瞳：そうだね、あやめはここで一休みしておこうね（笑）。

コウ：とりあえず、状況を教えてもらえるか？

ＧＭ：次の階層へ向かう階段を上っている途と中ちゆうになります。

コウ：なら、何かあるかもと俺が先に階段を上って安全を確認していることにしよう。これなら他の三人がいなくても、おかしくはないだろ。

ＧＭ：確かに。では、それでいきましょう。危き険けんがないかを確認しながら、慎しん重ちように階段を上っていくコウ。その途中、突然、壁を構成する結晶体のひとつがひび割れたかと思うと、粉々に砕けて、穴が空きます。そして、その穴から、カインが姿を現わす。

コウ：カインっ……！

ＧＭ：「おや、〝降魔の爪メメントモリ〟。よりにもよって君と遭そう遇ぐうするなんてね」忌いま々いましそうにカインが言う。彼としても、この接触は予想外だったようです。学校での彼とは違ちがい、コウへの敵てき意いを隠かくそうともしないその姿は、まるで別人に見えますね。

コウ：仏ぶつ頂ちよう面づらのまま言う。……剣けん吞のんだな。それがお前の地か、マスターレイス？

神月：ふたりの間で火花が散りまくりだな。

瞳：いいじゃん、いいじゃん！　やっぱりこういうシーンがなくちゃ！（笑）

ＧＭ：「ああ。学校ではなかなか苦労したよ。特に……キミの前で笑顔を浮うかべるのは、苦く痛つう以外の何物でもなかったからね」カインは刺とげ々とげしく告げる。

コウ：なるほど……。いつも、お前はどこか噓うそっぽいと思っていたが合が点てんがいった。

ＧＭ：その言葉には意外そうな顔になり。「へえ、キミが人の心の差さ異いを感じ取れるなんてね。他人に興きよう味みがない、ただの木偶でく人形かと思っていたよ」

神月：辛しん辣らつだな。

ＧＭ：それだけ、カインがコウに敵意を抱いだいているということです。彼はひどく冷たい表ひよう情じようを浮うかべて言う。「敷島さんは？」

コウ：下だ。だが、お前に会わせるつもりは……ない！　右みぎ拳こぶしに炎を燃もえ上あがらせて、いつでも飛び出せるように構かまえる！

あやめ：おおっ、コウ君が燃え上がってる！

瞳：あやめがいないと、バリバリに火花散らすよね。やっぱりシャイだから？（笑）

コウ：こら、登場してない奴が変なこと言うな！（笑）

瞳：はーい、黙りまーす（笑）。

ＧＭ：静かに戦意を燃え上がらせるコウ。だが、そんなあなたを、カインは冷たく見下ろして問いかける。「彼女の日常を守るためにかい？」

コウ：……レネゲイドの脅きよう威いから世界を守るのが俺たちの役目だ。

ＧＭ：「世界を守る……か。そのご高こう尚しような思想が世界を歪ゆがませているんだよ」ＵＧＮの理想は間ま違ちがっていると、彼はコウに嘲ちよう笑しようを浴びせかけます。

コウ：……。

ＧＭ：「敷島さんのことについてもそうだ。力を押おさえつけさせる必要なんてない。もっと自由に……そう、解放してあげるべきだよ」

コウ：あいつを必要以上にこちらの世界に浸ひたらせる気はない！

ＧＭ：「いくらキミが拒きよ否ひしても無む駄ださ。彼女は目覚めるべくして目覚めた。僕ぼくの側かたわらに立つ女神なのさ」

コウ：その一言が欲ほしかった。ピクリと眉まゆを動かして。……まさかランペイジをあやめにけしかけたのは……お前なのか？




　問いかけと共に、コウの身体から殺気が噴ふき出だす。

　一いつ触しよく即そく発はつ。何かきっかけがあれば、すぐにでも殺し合いが始まりかねない状況だ。




ＧＭ：しかし、カインは余よ裕ゆうを崩くずさず、口くちの端はしを三日月のように歪ゆがめて肯こう定ていの笑みを浮かる。

コウ：……っ！　一瞬炎が燃もえ上あがるけど、階段を殴なぐりつけて、強ごう引いんに怒いかりを収おさめる。

ＧＭ：それには、カインが「おや？」と意外そうな顔になりますね。

コウ：今はお前の相手をしてる暇ひまはない……！　だが、決着はいずれつける。あやめをこちらに引ひき込こんだ贖しよく罪ざいもな……。自分を納なつ得とくさせるように呻うめく。

ＧＭ：「熱い言葉を吐はくじゃないか、〝降魔の爪メメントモリ〟。いいさ、君とはいずれ決着をつけるべきだと僕も思っている」と言っても、彼も昂ぶっていたのか、周囲に冷気が吹ふいて、ダイアモンドダストを舞まわせていますが。

神月：お互たがいに感かん情じようを抑おさえ合ってるわけか……。熱いな！

ＧＭ：「そろそろ僕は行くよ。キミの仲間がきたら厄やつ介かいなことになるだろうしね」そう言ってカインは背せを向けると。「じゃあね」上の階層へと立ち去ります。

コウ：追いかけはしない。ただ、奴の姿が見えなくなるまで睨みつける。

ＧＭ：では、カインの姿はやがて、階段の闇やみの中へと消え、コウひとりだけが残されます。ここで一度シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle06◆第二の試練


Scene Player ─── 敷島あやめ






　再ふたたび合流した一同は、上の階層を目指す。

　やがて視し界かいは青から再び赤へと変じ、結晶体による通路が目の前に現あらわれた。

　そして、たどり着いたのは、先ほどと似にた大きな部屋。

　そこであやめは、意外な人物との出会う。




瞳：んで、次の階層に着いたんだよね？

ＧＭ：はい。ちなみにコウは、カインとの会話について、他の人に話しますか？

コウ：いや、黙だまってる。

ＧＭ：ならば、特に問題が起こることもなく、みなさんは上の階層に着きます。そして、千鳥を助けた場所と似た部屋に出ますね。

神月：さて、今度はどんな風に仕し掛かけてくるつもりかな？

ＧＭ：部屋の構こう造ぞうは五メートル四方と最初の部屋と同じ程てい度ど。部屋の中心には、人がひとり立っています。

あやめ：こ、今度は誰だれ!?

ＧＭ：それはですね……。ところで、あやめに質しつ問もんが。

あやめ：は、はい？

ＧＭ：あやめの兄ってどんな感じの人ですか？

あやめ：お、お兄ちゃん？　ドウシテ今、ソンナコト訊きクノカナ～（[image: ]超ちよう棒ぼう読よみ）。

ＧＭ：こんな時だからこそ、聞かせて欲ほしいんです（笑）。

あやめ：ううっ……。えーっと……じゃあ、名前は巧たく己みで。歳としは二十代後半ぐらいかな。家事ができて、真面目で誠せい実じつ。あんまり喋しやべらない、寡か黙もくなタイプかも。

瞳：あやめ兄は寡黙なんだ。コウも寡黙だよ。よかったね！（サムズアップ）

コウ：（素すになって）いや、訳わけが分かんないですよ！（一同爆笑）

あやめ：あはは（笑）。でもそうだね、コウ君を大人にして優やさしくした感じかな～。

神月：優しいコウ……私には想そう像ぞうもつかん（笑）。

コウ：安心しろ。俺もだ（笑）。

あやめ：自分自身のことなのに、言い切ったーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：あやめは将しよう来らい、苦労しそうですね（笑）。さて、話を戻もどしますが、部屋の中央に、今まさにあやめの言った兄と同じ姿をした男だん性せいが立っています。というか、どこから見ても敷島巧己ですね。

あやめ：お、お兄ちゃん!?　思わず驚いて叫ぶよ。

コウ：彼もやっぱり、千鳥みたいに結晶体に閉じこめられてるのか？

ＧＭ：いえ、閉じこめられてません。彼は普通に、部屋の真ん中に立ってます。

瞳：むむっ、怪しいね。何かの罠かも？

コウ：その可能性は十分にあるな。注意深く、周囲の様子をうかがうぞ。

ＧＭ：部屋を見渡しても、特に怪しいところはありません。また、部屋にいるのは巧己だけですね。メンターの姿は見あたりません。

神月：むう、どういうことだ？

あやめ：と、とりあえず、お兄ちゃんのところに行くよ！　このまま放っておけないもの！

ＧＭ：巧己のもとへと駆け出す、あやめ。しかし、その直後───。




「俺に近づくなっ！」




　突如、部屋に響き渡る叫び声。

　それに、あやめが思わず動きを止めた。

　何故なら、自分を拒絶する言葉を発したのが───。




　目の前に立つ、自分の兄だったからだ。




あやめ：……えっ？　近づくなって……な、何で？

ＧＭ：突然の拒絶に呆然とするあやめを、巧己は憎しみのこもった目で睨みつけています。

あやめ：えっ、えっ？　どういうこと？　何で……何で……お兄ちゃんが、あたしのことをそんな目で見るの!?

ＧＭ：困惑するあやめに追い打ちをかけるように、巧己が言います。「あやめの姿をした偽物め……っ！　本当のあやめを、俺の妹を返せっ！」

あやめ：な、何を言ってるの!?　本当のあたしを返せって……あたしは本物だよ！

ＧＭ：「噓だっ！　〝彼女〟が言っていた。今のお前は偽物だと。本物のあやめを殺して、成り代わったんだとっ！」

コウ：〝彼女〟……もしかして、メンターのことか？

ＧＭ：その通りです。

神月：いや、ちょっと待て。では何か？　巧己は、実の妹の言葉よりも、メンターの言葉を信じているというのかね？

ＧＭ：どうやら、そのようです。

あやめ：そ、そんなっ……！　何で、お兄ちゃんっ!?

ＧＭ：悲痛なあやめの言葉にも、巧己の表情は憎悪に歪んだまま変わりません。「俺を兄と呼ぶなっ……！」震える声でそう言い、最後に一際大きな声で叫ぶ！




「この……化け物めっ！」




あやめ：……っ！　……ダメだ。ショックのあまり、もう立ってられないよ。その場にぺたりと倒れちゃう。

瞳：あやめっ！　慌てて近づいて、倒れそうになる彼女を支えるよ！

ＧＭ：あまりのことに打ちひしがれる、あやめ。さあ、ここからが試練です。自分を拒絶する兄を前に、それでもなお、兄妹の絆を保つことができるのか。あやめは、難易度20の〈意志〉判定をしてください！

一同：難易度20っ!?

コウ：それは高すぎないかっ!?

瞳：あやめは〈意志〉の技能がないし、あたしの支援を入れても、これはかなり厳しいね。

あやめ：……ちなみに、ＧＭ。もし、この判定に失敗したら、千鳥の時みたいに、メンターのタイタスだけじゃなく、お兄ちゃんのロイスもタイタス化することに……なるの？

ＧＭ：……なります！

あやめ：っ！　そんなのやだっ！　千鳥だけじゃない。お兄ちゃんも大切な人だもの！

コウ：あやめ……。

神月：むうっ！　ＧＭ、我々はこの状況で何の協力もできないのかっ!?

ＧＭ：いえ、あやめに協力する方法はありますよ。

コウ：それは？

ＧＭ：まず、支援系のエフェクトは有効とします。さらに、次のふたつの行動によって、あやめが行なう〈意志〉判定の難易度を下げることができます。





▼敷島巧己があやめを偽物だと思い込んでいる原因を探る　〈知覚〉判定　難易度：８



　巧己があやめを偽物だと思い込む原因を曝くことで、あやめが行なう〈意志〉判定の難易度を５点下げる。この判定による難易度の低下は重複しない。


▼あやめを鼓舞する　〈交渉〉判定



　あやめを勇気づけることで、あやめが行なう〈意志〉判定の難易度を、［〈交渉〉判定の十の位］点下げることができる。この判定による難易度の低下は重複する。




コウ：やれることがあるなら、それをやるまでだ。

瞳：だね。わたしはエフェクトで支援するよ！

神月：私はあやめくんを鼓舞しよう。〈交渉〉は私の領分だ！

コウ：なら、俺は巧己の誤解の原因を探る！

あやめ：みんな……。ありがとう！

瞳：お礼は巧己の誤解が解けてからね！　さあ、いくよ！　まずは私から！　《要の陣形》＋《導きの華》でみんなの判定の達成値を＋８する！

コウ：これで俺はファンブルさえしなければ成功だ。巧己の誤解の原因を探るぞ。〈知覚〉は【感覚】で、振れるダイスを２個しかないが……うおっ!?　出目１と８っ！

瞳：あぶなっ！

コウ：一瞬ひやっとしたが、これで達成値16で。判定は成功だ！

ＧＭ：では、コウの鋭敏になった感覚が、巧己がどのような状態にあるかを正確に捉えます。彼はメンターの《ありえざる存在：蝕む声》の効果によって、〝あやめが偽物である〟という噓を真実だと思い込まされています！

コウ：そういうことか。あやめに向かって叫ぶぞ。……あやめ、惑わされるな。彼はお前のことを本心から憎んではいない。メンターに操られてるだけだ！

あやめ：コウ君……！

ＧＭ：コウの言葉があやめの絶望に染まる心を軽くする。これで、あやめが行なう〈意志〉判定の難易度が15になりました！

神月：よくやった、コウ！　次は私だな！　《錯覚の香り》＋《コンセントレイト》で、〈交渉〉判定を行なうぞ。それっ！（ダイスを振る）……よしっ、絶好調だ！　出目で58、瞳くんの支援にすごい服の効果も加えて、達成値は68っ！

一同：おおっ！

ＧＭ：ちょっと神月、絶好調すぎじゃないですか!?

神月：千鳥くんを救うときは大して役に立てなかったからな。その分、気合を入れてダイスを振ったが、それに応えてくれたようだ（笑）。

ＧＭ：むうっ！　あやめが行なう〈意志〉判定の難易度がさらに６点減少、９になります！

神月：あやめくん、迷うな！　君の兄は、ご両親が死んで以来、ずっと君を支え、育ててくれた人物なのだろう。たとえ君がオーヴァードになったことを知ったとしても、そんな彼が君を傷つけるようなことを言うと思うのかね！

あやめ：神月さん……！

瞳：人の絆はそう簡単には切れたりしないよ。あやめ、彼を信じてあげて！

あやめ：瞳ちゃん……！　みんな……みんな、ありがとう！　みんなの励ましのお陰で、勇気が湧いてきて、身体の震えが止まる。

ＧＭ：では、あやめは〈意志〉判定をお願いします。難易度は９！

あやめ：瞳ちゃんの支援もあるから、これなら絶対に行ける！　えいっ！（ダイスを振る）達成値は……15！　お兄ちゃん、あたしを信じて！　あたしは、お兄ちゃんを信じてる！

ＧＭ：仲間の助力を受け、勇気を振り絞ってあやめが叫ぶ。その声は部屋中に響き渡り、それまで巧己の目から、ふっと憎しみが抜けます！

一同：よーしっ！

ＧＭ：あやめの真っ直ぐな言葉に、巧己は正気を取り戻し、呆然とつぶやきます。「……あっ、あやめ？　俺はいったい何を……？」それは、いつもあやめが聞いている優しい声音です。

あやめ：お兄ちゃんのもとに駆け寄って、ぎゅっと抱きしめるよ！　……よかった。あたしの知ってる、お兄ちゃんだ……！

ＧＭ：抱きつく、あやめに状況が飲み込めず戸惑う、巧己。ただ、周囲に展開されている《ワーディング》の影響で、ふらりと身体が揺れ、そのまま意識を失います。

あやめ：お兄ちゃんっ!?　突然、気絶したお兄ちゃんに、オロオロしながら、何とか支える。

コウ：そこで俺も近づくぞ。そして、巧己の様子を確認する。

ＧＭ：気を失っていますが、呼吸は正常。先ほどまで受けていた、メンターの影響も抜けたようで、彼は穏やかな表情で眠っているようにも見えます。

コウ：なら、あやめに言う。……気を失ってるだけだ。もう大丈夫だろう。

あやめ：じゃあ、コウ君の言葉に、へにゃへにゃとその場に座り込んじゃうよ。

瞳：何とかなったね。んで、これでまたひとつ、あやめのロイス枠が解放されたわけだ。

ＧＭ：はい。その証しょう拠こに、周囲の結晶が赤から青へと変貌していきます。

あやめ：じゃあ、今回は神月さんにロイスを取ろう。応援してもらったしね。

ＧＭ：了解です。

神月：これで二連勝。解放されていないロイス枠はあとひとつだから、これでメンターの精神侵蝕による敗北はなくなったな。

コウ：とはいえ、まだ気は抜ぬけない。

瞳：そうだね。メンターがあやめを諦あきらめたわけじゃないだろうし、綾間市もご覧らんの通り、ピラミッドになったまんまだしさ。

神月：事じ件けんはいまだ解決せずか。よし、気を引ひき締しめていくとしよう。ＧＭ、前回同様、部屋にはやはり上の階層への階段があるのかね？

ＧＭ：あります。

神月：では、先に進むとしよう。この事件を一刻も早く終わらせるためにな！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、みなさんが、さらに上の階層へと移動したところで、シーン終了になります。








《ありえざる存在》　肥大化したエゴが、世界の理を超えた力を与えるＥロイス。

《蝕む声》　幻覚物質で対象の認識を狂わせ、自分の言葉を信じ込ませるソラリス専用のエネミーエフェクト。













◆Middle07◆日にち常じようとは……


Scene Player ─── 敷島あやめ






　あやめは途と方ほうにくれていた。

　目の前で学校の友達だと思っていた少年、カインが微笑ほほえんでいる。

　だが、彼かれはＦＨ───あやめから日常を奪うばい取とろうとした組そ織しきの一員だという。

　───あたしは、どうしたらいいんだろう。




ＧＭ：侵しん蝕しよく率りつが火の車になっているところ申し訳ありませんが、次のシーンプレイヤーはあやめです。他の方々の登場は自由にどうぞ。

瞳：今回はお休みで！

コウ：すぐに登場しなくてもいいかな。様子を見ておこう。

神月：右に同じだ。

あやめ：んじゃ、侵蝕率を上げるよ。もう開き直ったもんね（笑）。……と思った途と端たんに、出目３だよ！

瞳：あるある。低い目出ろーって念じても出ないけど、どうでもいいやって振ふると欲ほしい出目が出るんだよね（笑）。

一同：ああーっ（[image: ]みんな納なつ得とく）。

あやめ：どうせなら、これがデフォルトになってくれればいいのになぁ。

ＧＭ：ダイスゲームですから、そこばかりは神のみぞが知るという奴やつで（笑）。さて、状じよう況きようですが、三階かい層そう目に到とう着ちやくしたところで、少し休きゆう憩けいを取っているところだと思ってください。

瞳：結けつ構こう長い距きよ離りを歩いたのかな？

ＧＭ：ちょっとした山登り程てい度どには歩いてますね。

神月：では、私わたしは周囲を警けい戒かいするために場を離はなれていることにしよう。

瞳：あたしも神月先生と一いつ緒しよに離り席せき中ってことで。コウもそれでいいんじゃない？

コウ：そうだな。

瞳：ただ、ひとりにするのは何だし、一いち応おう猫ねこは置いていくってことで。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

あやめ：じゃあ、あたしは床ゆかに座すわり込こんで休みながら、猫とじゃれあってようかな。

ＧＭ：緊きん張ちようの連続だったピラミッド内での探たん索さく。あやめがひとりで心身を休めていると、足音がひとつ、近づいてくるのが聞こえます。

あやめ：コウ君とかが戻もどってきたのかなって、そっちを向くけど。

ＧＭ：すると、そこにはカインが立っています。

あやめ：来た！　びっくりして、思わず飛び起きるよ。……か、カイン君!?

ＧＭ：「おや、敷島さんじゃないか」こちらも驚きの表情になりますが、コウと対たい峙じした時とは違ちがい、すぐに穏おん和わな笑みを浮うかべる。

瞳：驚いてるってことは、あやめがひとりになったから、現われたわけでもないのかな？

ＧＭ：上への道を探している途中、偶然という感じですね。

コウ：俺の時は、結晶体を破壊して出てこなかったか？

ＧＭ：カインも、道があれば道を進みます。余計な力を使って消耗する必要もないですから。ただ、行き詰まった場合、結晶体を破壊して、強引に道を作りますけどね。

神月：むう。ピラミッドの材料は綾間市なのだから、極力破壊は避けて貰いところだが……ＦＨが相手では言っても無駄なのだろうな。

ＧＭ：そうですね。さて、カインはあやめの目の前で微笑んでるわけですが。

あやめ：ううーん。どう対たい応おうしていいのか分からない顔になっちゃう。ＦＨについても知ったし、カイン君がその一員だってことも聞いちゃったしさ。

瞳：あやめ、ＦＨにはひどい目にあわされてきてるからねえ。ミスト事じ件けんにＵＧＮ襲しゆう撃げき事件、それにこの状況だって、カインの計画がきっかけみたいだし。

あやめ：なんだよね。でも、学校では普ふ通つうに友達として接せつしてきたこともあって、どうしようってオロオロしちゃうかな。

ＧＭ：すると、カインは少し寂さびしそうな表ひよう情じようを浮うかべたあと、申もうし訳わけなさそうに言う。「最初にあやまらせて欲しい」

あやめ：えっ？

ＧＭ：「キミを成長させるために、賢けん者じやの石と接せつ触しよくさせようと思ったんだけど……まさか、こんなことになるとは思ってなかったから」

あやめ：黙だまって、カイン君の話を聞いてるよ。

ＧＭ：「彼女……メンターは予想以上に混じりものが多かった。しかも、レネゲイドビーイング化してたなんて……。完全に僕の調査不足だった」

あやめ：……。

カイン：「もし、君があれと融合してたと思うとゾッとする。しかし、まさか〝日常〟ってものが役に立つ時があるとは思わなかった」やれやれと溜息混じりにカインが言う。

あやめ：何だろう……。あたしが無事で喜んでくれてるみたいだけど、何か引っかかるな。

ＧＭ：もやもやとしたものを感じるあやめですが、カインはそれに気づくことなく話を続けます。「今回は僕のせいで、〝計画〟を進めることができなかった。でも、次は失敗しない」

あやめ：〝計画〟……？

コウ：やっぱり、何かたくらんでるのか……。

ＧＭ：怪訝そうに聞き返すあやめに、彼は申し訳なさそうに答える。「たとえ君が相手でも、今はまだ、詳しいことは言えないんだ。でも、もうすぐ話せるようになる」

あやめ：……。

カイン：「そう、もうすぐだ」熱を帯びた声で、カインは告げます。




「その時こそ君を、くだらない〝日常〟の世界から救い出すことができる！」




あやめ：……っ！




　あっさりと告げられた言葉に、あやめが思わず息を吞んだ。

　しかし、それにカインは気づかない。

　自分こそが正しいと信じ切っている彼には、気づけない……。

　カインがさらに言葉を紡ごうとする。

　そして───。




　頰ほおを叩たたく、乾かわいた音が通路に鳴なり響ひびいた。




あやめ：……カイン君の言葉に、反はん射しや的てきに彼の頰を平手で打つよ。

神月：おおっ？

瞳：うわっ、痛そ……。

コウ：……。

ＧＭ：「敷島……さん？」よほど予想外だったんでしょう。彼は呆ぼう然ぜんとあなたを見る。

あやめ：目に涙なみだを溜ためて、怒いかりに声を震ふるわせながら叫さけぶ。……どうしてそんなこと言うの？　日常がくだらないだなんてっ……！

ＧＭ：……。

あやめ：みんなの笑顔とか、とりとめもないおしゃべりとか、お兄ちゃんの作ったお弁当とか……。そういう何気ないことが……一番大切なのにっ！

一同：……。

ＧＭ：あやめの叫さけび声ごえをきっかけに場の空気が静まり返ります。あやめの怒りに燃もえる瞳がカインを射い貫ぬく。それに対して彼はただ呆然と立ちつくしています。

コウ：……ＧＭ、そこで登場していいか？

ＧＭ：どうぞ。

コウ：あやめの叫び声が聞こえたので戻ってきたということで。カインとあやめが対峙しているところを目もく撃げきして、ふたりの間に割わってはいる！

あやめ：コウ君！　コウ君が戻ってきたところで、表情がふっと和やわらぐよ。

ＧＭ：その表情の変化をカインは見み逃のがしません。瞬またたく間まに嫉しつ妬とと憎ぞう悪おに双そう眸ぼうを燃え上がらせ、コウを睨にらみつける。

コウ：それは意にも介かいさず、あやめに声をかける。……あやめ、大だい丈じよう夫ぶか？

あやめ：うん。

ＧＭ：ふたりのやりとりにカインが口を開きます。「そうか……。今、敷島さんの心にいるのは、彼なんだね」

コウ：俺おれは何のことだと怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

ＧＭ：では、カインはすっとふたりに背せを向けてこう言う。「敷島さん。キミが彼を想っても、彼は応こたえてはくれないよ。所しよ詮せん、ＵＧＮの人形なのだから」

コウ：……何を言ってる？

ＧＭ：その一言にカインは嘲ちよう笑しようを浮うかべます。「彼にキミの心は理り解かいできない。いずれ分かるよ。キミにとって本当に必要なのは、僕だってね」そう告げて、カインは立ち去る。

あやめ：……。

コウ：……。

ＧＭ：カインが去った後、緊張が解とけても、何となく黙だまり込こむふたり。

コウ：とりあえず振ふり向むいて、あやめの無事を確かく認にん───。

あやめ：振り向かないで！

コウ：むっ。

あやめ：今、顔を見られたくないの……。

コウ：そう言われては振り向けないな。背中を向けたまま黙り込む。

あやめ：……ここでコウ君の背中に、自分の背中を預あずけてもいいかな？

コウ：構かまわない。背中ぐらいならいつでも貸かす。

あやめ：じゃあ、そっと背中をあわせて訊きくね。……ねえ、コウ君。

コウ：何だ？

あやめ：日常ってさ……悪いものじゃないよね？　大切なもの……だよね？




　ひどくか細い、弱々しい問いかけ。

　理由は分からないが、彼かの女じよの心がひどく揺ゆれているのが、コウにも分かった。




あやめ：それともコウ君にとっても、日常は必要のないもの？

コウ：……俺は日常を守るべきものだと、ＵＧＮで教え込まれてきた。だが、俺自身はそれがどういうものなのか、よく分からなかった。

あやめ：うっ……。

コウ：……逆ぎやくに聞くが、お前にとって日常とは、千鳥や兄のことを指すのか？

あやめ：そうだよ。千鳥もそうだし、お兄ちゃんもそう。……それから、コウ君たちも。

コウ：そうか……。それを日常と呼ぶのならば、俺は……。

あやめ：……。

コウ：それを失いたくないと思っている。

あやめ：うん……。

コウ：ただ、前より大分騒さわがしくなったのが悩なやみではあるがな。……ぼそりと仏ぶつ頂ちよう面づらで最後に付け加えておく。

あやめ：それにはくすりと微笑んで。……ありがとう、安心した。




　お互たがいに背中を預けて共に過すごす時間。

　その温かさに、凍こごえたあやめの心が温かさに包まれていく。




　神月と瞳が戻ってくるまでの、わずかばかりの時間。

　ふたりは、ただ静かに───。




　同じ時間を共にし続けた。
















◆Middle08◆心に抱かかえる闇やみ


Scene Player ─── 陸原コウ






　オーヴァードならば誰だれもが抱える闇───衝しよう動どう。

　それと対峙するとき、出すべき答えとはいったい、どのようなものなのだろうか。




ＧＭ：では、次のシーンです。いよいよメンターからの最後の障しよう害がいを突とつ破ぱするシーンとなります。全員登場してください。

神月：すでに敗北条じよう件けんのひとつは潰れているとはいえ、気を抜ぬかずに行こう！

瞳：もちろん！

ＧＭ：第三の部屋にたどり着くと、そこにはメンターがすでにいて、みなさんを待ち受けています。彼女がぽつりとつぶやく。「どこまでも邪じや魔まをしてくれますね」

神月：正せい義ぎを守ること。さらに、この綾間市を守ることが私の使命なのでな。貴き様さまのような輩やからを放置するわけにはいかんのだよ。

瞳：そうそう。あんたこそ、諦あきらめてわたしたちに倒たおされちゃいなさい！

ＧＭ：「そうはいきません。資し格かく者しやが私の思い通りにならないのならば、私の思い通りになる資格者を作らせてもらうまでです」

あやめ：えっ？

ＧＭ：メンターの身体から発せられる光が強まったかと思うと、彼女の影かげの中からずるりとひとりの少女が姿すがたを現あらわします。その少女はあやめとまったく同じ姿をしていますが、ただ一点、双眸が青いという違ちがいがあります。

コウ：青い瞳……あやめが衝動に吞のまれたときの特徴だな。

あやめ：あたしは、いきなり自分のそっくりさんが出てきて、目をぱちくりさせてる。

ＧＭ：混こん同どうを避さけるために、ここからメンターが作りだしたあやめはアルテミスと呼こ称しようさせてもらいますので、ご了りよう承しようを。

神月：コードネームの方で呼ぶのか。それなら確たしかに区別しやすいな。

ＧＭ：突とつ如じよ出しゆつ現げんしたアルテミスは一歩前に踏ふみ出だし、獰どう猛もうな笑みを浮うかべて、あやめに言う。「何で力を否定するの？　力を手に入れれば、もっと戦うことができるのに」

あやめ：ええっ!?　だ、だって……あたしは戦うの、好きじゃないもの……。

ＧＭ：「噓うそだね」間かん髪はついれず告げるアルテミス。

あやめ：噓なんかじゃ……！

ＧＭ：「あたしは、あなた自身なんだよ？　自分のことは自分がよく知ってる。あなたは本当は心の奥おく底そこでは戦いを望んでる」

あやめ：うっ！　いつも衝動判はん定ていに失敗して暴ぼう走そうしてるから否定できない（笑）。

瞳：あやめは衝動を抑おさえるの苦手だからねえ（笑）。

コウ：いや、そこで説得されてどうする！

あやめ：はっ！　違う、あたしは戦いなんて望んでない！

ＧＭ：「あくまで外面を取とり繕つくろうってわけ……。しょうがないなあ。それなら、あたしがあなたに取り代わってあげるよ！」アルテミスはいきなり殺気をむき出しにすると、あやめを殺そうと襲おそいかかってきます！

神月：問答無用か！

あやめ：ううっ、自分が相手だなんてやりにくいなぁ。

瞳：大だい丈じよう夫ぶだよ。しっかりして、あやめ。あれは、まやかしだから。

あやめ：えっ？

瞳：だって、メンターが本当に望んだものが作れるんだったらさ、わざわざ、こんな回りくどいことしないって。

一同：あっ……。

コウ：心を折るための手しゆ段だん、だな。外側だけ取り繕った人形ってわけか。

ＧＭ：むう、鋭するどいですね。瞳の推すい測そくにメンターはわずかに驚おどろいて言う。「確かに、あなたの言う通りです。ですが、これが資格者の一面であることも事実。彼女を倒たおすことは、資格者を否定することになりますよ」

神月：むっ、どういうことだ？

ＧＭ：瞳がずばり確信をついたので、お教えしましょう。この戦闘は、アルテミスを倒すことが戦闘の勝利条件ではありません。

コウ：つまり、何か別に勝利条件が設定されているのか。

ＧＭ：ええ。勝利条件は、戦闘中にメジャーアクションでアルテミスを調べることで、見破ることができます。

瞳：行動を消費して調査かぁ。なかなか厄やつ介かいだなぁ。

ＧＭ：さあ、戦闘開始です。敵てきはアルテミス一体！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まず、勝利条件の調べ方を説明しましょう。メジャーアクションを使って、難なん易い度ど10の〈知ち識しき：レネゲイド〉判定に成功すれば分かります。

瞳：〈知識：レネゲイド〉なら２レベル持ってる！

神月：ならば、瞳くんが調べるのがよさそうだな。支し援えんをしない分、侵蝕率的な負ふ担たんも軽くなるだろう。

あやめ：だね！

ＧＭ：初期方ほう針しんが決まったところで、セットアップ。アルテミスはあやめとほぼ同じ能のう力りよくを持っているので、《サポートデバイス》を使用します。

あやめ：こっちは特にエフェクトの使用はないよ。

ＧＭ：では、イニシアチブ。あやめ、瞳、アルテミスの三人が行動値13ですが、ＰＣ優ゆう先せんなのでそちらから行動をどうぞ。

瞳：まずわたしから！　マイナーでみんなのエンゲージから離れて、勝利条件の調ちよう査さだ！

神月：瞳くん、がんばってくれ！

瞳：一発成功しろーっ！（念を込こめて）　うりゃ！　おっ、きたきた！　達成値30！

一同：おおっ！

ＧＭ：どんだけクリティカルしてるんですか！

瞳：はっはっはっ、レネゲイドのことでわたしに分からないことはない。もちろん、あなたのこともお見通しよ！　びしりっとアルテミスに指を突つきつける。

ＧＭ：瞳の勢いきおいに、思わずアルテミスもひるむ。では、勝利条件ですが、まずＰＣの誰だれかがアルテミスとロイスを結びます。そして、そのロイスを結んだＰＣがアルテミスと〈意い志し〉で対決して勝利すればＯＫです。一応言っておきますが、アルテミスを倒しても戦闘は終了します。ただ、その場合は敗北になりますが。

瞳：ちなみに、アルテミスを倒すとどうなるの？

ＧＭ：まず、メンターによる心の揺さぶりに負けたことになり、あやめにメンターのタイタスがつきます。さらに、みなさんがあやめの一面を否定したことになり、あやめの持つＰＣのロイスがすべてタイタス化します。

一同：な、なに───っ!?

あやめ：そんなことなったら、一気にタイタスが三つも付いちゃうよ！　今まで解放されたロイス枠は全部、ＰＣと結んでるし！

コウ：そうなったら、かなりの確立でジャーム化するな……。ＧＭ、これ、狙ってたのか？

ＧＭ：こうなる可能性はあるかもと思ってはいました。状況的にＰＣにロイスを結ぶ可能性は高いですから。ＰＣが二連勝した時、油断してるところに最後の罠も仕掛けたかったんで。

神月：何というトラップ！

ＧＭ：もっとも、瞳の洞察力の前に敗れましたが（笑）。最初は勝利条件がアルテミスを倒すことではないという情報は、〈知覚〉判定してもらうつもりだったんですよ。でも、瞳がメンターの思惑をずばり言い当てたんで、素直に開示させてもらいました。

神月：そうだったのか。瞳くん、お手柄だったな！

瞳：ぶいっ！（一同笑）

コウ：しかし、〈意志〉対決か。苦手な分野だ……。

瞳：得意なのは……やっぱりわたしだ（笑）。〈意志〉４レベルだし。

神月：先ほどスペックが同じと言っていたし、あやめくんでも確率は五分五分か？

コウ：でも、あやめは今、ロイスを結べないだろう。

あやめ：うん。解放の度に取っちゃってたから……。

神月：そうか。最後の一枠は、ここで勝たないと開放されないのだな。どうやら、このラウンドを凌しのぎきって、次のラウンドで瞳くんに、もうひとがんばりしてもらうことになるか。

あやめ：じゃあ、あたしはマイナーでエンゲージから離れて、メジャーは放ほう棄きするよ。

ＧＭ：では、ここでアルテミスの行動です。まずはマイナーで《ハンドレッドガンズ》＋《ダブルクリエイト》で拳けん銃じゆうを二丁作りだします。

瞳：おおっ、二丁拳銃だ！

ＧＭ：メジャーは《マルチウェポン》＋《ギガンティックモード》その他で、範はん囲い攻撃をします！　対象はもっとも人数の多いエンゲージということで、コウと神月！

神月：こっちを狙ねらってきたか！

ＧＭ：ひどく好戦的な言動のアルテミスですが、こと戦闘における思考は冷静です。より多くの敵に攻撃が当たるように、そちらに狙いをつける。命中は……75！

コウ＆神月：ドッジ失敗！

ＧＭ：「弾はじけ飛とべっ！」アルテミスが叫ぶと、二丁拳銃それぞれガトリングガンになります。左右の手に握にぎるガトリングガンが吼ほえる！　ダメージは55点！

コウ：行動放棄で神月先生をカバーリングだ！

神月：それは助かるが、行動放棄してよいのか？

コウ：俺は【精神】が低いから、〈意志〉対決するより被害を減らした方がいい。代わりといってはなんだが、《抗あらがいがたき言葉》をアルテミスに撃うってくれ。瞳が有利になる。

神月：心得た！

コウ：頼んだ。カバーリングでダメージが二倍になって[image: 110]点食らう。《リザレクト》だ。

ＧＭ：被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑おさえられてしまいましたね。次は神月の手番です。

神月：《抗いがたき言葉》＋《コンセントレイト》をアルテミスに！　命中は33だ！

ＧＭ：ドッジするしかないが……全然ダメです！　達成値９で失敗！

神月：ならば、以後すべての判定にダイスペナルティ４個こが入るぞ。アルテミスに指を突つきつけて宣言する。貴様に正義はない！　大人しく消えるがいい！

ＧＭ：これは厳しい。メンターによって与あたえられたアルテミスの仮かり初そめの身体が、神月の幻げん覚かく物ぶつ質しつを受けて、ノイズが走るように歪ゆがみます。

神月：さあ、あとは任まかせたぞ、瞳くん！

瞳：任された！




　バトンを託たくされた瞳が気合を入れる。

　そして、突とつ入にゆうした第二ラウンド。瞳はアルテミスへのロイスを取得し───。




瞳：アルテミスに〈意志〉で対決を試みる。達成値は……12！

ＧＭ：こちらの達成値は……３で失敗です！　ダイスペナルティ４個受けて、ダイス１個しか振ふれないんじゃ、勝てるわけがない！

あやめ：起き源げん種しゆで侵蝕率のダイスボーナスもなければ、《サポートデバイス》は【感覚】用だから、〈意志〉には関係ないしね。

ＧＭ：もう少し粘ねばれると思ったんですが……。勝利条件は満たされました。

瞳：じゃあ、ちょっと演えん出しゆつしていいかな？

ＧＭ：はい、どうぞ。

瞳：アルテミスに歩あゆみ寄よりながら語りかける。……たとえメンターが作りだしたんだとしても、あなたもあやめなんだよね？　だったら、心の内に大事なものを持ってるはずだよ。衝動なんかに負けないで、元に戻って。




　優やさしく囁ささやき、そっと瞳がアルテミスに触ふれる。

　動きを止めるアルテミス。




ＧＭ：……彼女は瞳の言葉に、獰どう猛もうな、でもどこか人なつっこさを感じさせる笑みを浮かべると、身体が砂すなのようにさらさらと崩くずれ去さり、消しよう滅めつします。

瞳：消えた瞬しゆん間かん、メンターに向かって言う！（勢いきおい込こんで）見なさい！　あやめはあんたなんかに負けないんだからね！

ＧＭ：瞳の言葉にメンターが思わず後ずさる。三度の失敗に呆然とつぶやきます。「人が、これほどの力を持つはずが……これは何かの間ま違ちがい……」呆然とつぶやきながら、彼女は姿を消します。シーンを終しゆう了りようです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、あやめの三つ目のロイス枠わくが解かい放ほうされました！

神月：完・全・勝・利だな！（笑）

コウ：むしろ、今回負けてたらやばかった。

瞳：いや、本当に（笑）。タイタスが一気に三つとかシャレにならないよ。

あやめ：うん（笑）。みんな、ありがとう！　じゃあ、ロイスを取るね。今回は瞳ちゃんに！

コウ：俺も神月先生にロイスを取ろう。

ＧＭ：了解しました。さて、それでは、次はいよいよクライマックスになります！








《ダブルクリエイト》　一度にふたつの武器を作りだすモルフェウスのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器で攻撃することで、威力を上昇させるノイマンのエフェクト。













　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆人間の可か能のう性せい


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　三つの障しよう害がいを乗のり越こえ、あやめたちはメンターの作りだしたピラミッドを登り切った。

　そうしてたどり着いた頂ちよう上じようで、最後の戦いが始まる。




神月：ついにメンターと直ちよく接せつ対決の時がきたのだな。

ＧＭ：その通りです。みなさんが階かい段だんを上り切ると、いきなりそこはひとつの部屋になっています。広さは五メートル四方といったところ。今までのような通路はありません。

瞳：ピラミッドの頂上ってところか。

ＧＭ：部屋の中央にはメンターが立っています。彼かの女じよはまるで壊こわれた機械のように、ぶつぶつとつぶやいている。「理り解かい不ふ能のう、理解不能……　過か去こにこんなことは一度もなかった」

あやめ：過去にも、こんなことを何度もやってきたの？

コウ：いや、違ちがうだろう。過去にこいつと会った奴やつらは、あやめみたいに拒きよ否ひをしなかったんだと思う。

神月：だから、拒否されて、追おい詰つめられて混こん乱らんしている、というところか。

あやめ：……ねえ、ＧＭ。ちょっと、メンターに訊きたいことがあるんだけど、いいかな？

ＧＭ：はい、どうぞ。

あやめ：じゃあ、メンターに声をかけるよ。……ねえ、どうして、そんなに資し格かくを持つ者っていうのを求めてるの？　あなたは、自分だけでもすごい力を持ってるのに……。

ＧＭ：あやめの声に、メンターがみなさんの方を見ます。そして、虚ろな瞳のまま、質問に淡々と答える。「私わたしを構築するレネゲイドが囁ささやくのです。〝もっと力を！〟と」

あやめ：どういうこと？

ＧＭ：「私は、賢者の石に保存されたレネゲイドをもとに構成された存在です」

あやめ：……。

ＧＭ：「ゆえに、今までの資格者の抱いていた思いが私を突き動かすのです。〝もっと力を、もっと高みへ〟。私を手に入れた者がすべからく、そのような思いを抱いていました」

神月：ふむ……。それが、あやめくんと融合しようとすることと、どう繫がる？

ＧＭ：賢者の石は、他の石を取り込むか、もしくは適合するオーヴァードと融合して、そのレネゲイドを取り込むことで力を強める性質があると言われています。

神月：つまり、あやめくんと融合することで、自身の力を高めようとしているのか？

ＧＭ：その通り。

神月：何とも迷惑な話だな。しかし、力に縛しばられた存在……哀あわれといえば哀れか。

ＧＭ：今度はメンターが質問を返します。「何故、力を否ひ定ていするのです？　今までの資格者はすべて私を受け入れてきたのに」

あやめ：過去にあなたが会った人たちが、どういう人たちだったかは分からない……。でも、あたしは力より、大切なものがあるの。それを失いたくないの！

ＧＭ：「理解不能」機械のように、メンターは繰くり返かえす。「こうなってしまってはいた仕方ありません。最終手しゆ段だんを取らせてもらいます」

瞳：最終手段？

ＧＭ：「資し格かく者しやの精せい神しんを破は壊かいして、肉体のみをもらいます。その後、疑ぎ似じ人じん格かくを形成して仮かり初そめの主とするのです」

あやめ：せ、精神を破壊って、そんなの勘かん弁べんこうむるよ！

神月：やはり戦いは避さけられんか。どうやら裁さばきを下すしかないようだな。

コウ：……一歩前に出て、あやめの前に立つ。

ＧＭ：メンターはあやめを見ていたので、自然とコウと視し線せんが合います。

コウ：彼女に問いかけるぞ。……力を求めないことは、そんなに理解できないことか？

ＧＭ：彼女は頷うなずく。

あやめ：コウ君の隣となりに並ならんで、言葉を繫つなぐ。……あたしには力より優ゆう先せんすべきことがあった。ただ、それだけなんだよ？

ＧＭ：「私の存在意義は、より強き力を手に入れることです」機械のように告げる、メンター。

神月：意見は平行線をたどる……か。

ＧＭ：「認にん識しきを改めなくてはならないようですね。この度出会えた資格者は、私と相反する存在だった。そして、あなた方もまた……」

神月：ならば、私たちをどうするかね？

ＧＭ：その問いにメンターは、一度静かに目を閉とじる。そして、次の瞬しゆん間かんカッと目を見開き、冷たく鋭するどく告げる！




「抹まつ消しようします！」




ＧＭ：メンターを中心に力が膨ふくれあがり、すさまじいプレッシャーとなってみなさんを襲おそう！　さあ、衝しよう動どう判はん定ていをしてください！

一同：成功！

ＧＭ：おおっ、全員成功ですか！　というか、あやめが初めて成功したっ!?（笑）

あやめ：いつも暴ぼう走そうしてたからね。でも、今回は暴走したくなかったから、よかった！

ＧＭ：メンターの放つプレッシャーに耐たえ、みなさんは衝動を抑おさえ込こむ。

瞳：いよいよ最後の対決だね。その前に侵しん蝕しよく率りつを確かく認にんしておこうか。

コウ：95％だ。

神月：96％、コウとほぼ同じだな。

瞳：わたしは[image: 106]％。[image: 100]％超こえちゃったよ。あやめは結局どうなった？

あやめ：ひゃ、[image: 120]％です……（笑）。

一同：ひゃくにじゅうぅううううっ!?

コウ：いくら何でも上がりすぎだろう（笑）。

あやめ：これは本当にやばいかも……。

ＧＭ：でも、メンターはエグゾーストロイスを持ってますからね。それでも意外と大だい丈じよう夫ぶかもしれませんよ。

神月：どういうことだ？

ＧＭ：エグゾーストロイスを持ってる敵てきがいる場合、敵が持ってるエグゾーストロイスの数の分だけ、通つう常じようのバックトラックより侵蝕率を減へらせるんです。

神月：おおっ、そうなのか！

コウ：とはいえ、あやめが限げん界かいギリギリなのは間ま違ちがいない。一気に決着をつけよう！

一同：おうっ！

ＧＭ：みなさんが気合を入れていると、メンターがつぶやく。「旧資格者のレネゲイドの解放を許可。顕在化を開始します」すると彼女の前に、黒い影のようなものが出現します。

あやめ：うわっ、何か増えた！

ＧＭ：黒い影───漆黒の闇で構成された人ひと形がたは、かつての資格者たちのレネゲイドをもとに構築された亡霊のようなものです。亡霊の出現と同時、その内に秘められた力が、ビリビリと大気を振るわせ始める。

あやめ：な、なんか強そうなんだけど……。

瞳：厄介な奴なのは間違いないだろうね。

ＧＭ：メンターが旧資格者の亡霊に向かって命じる。「あの四人を排除しなさい」

神月：……どうやらメンターと戦うには、まずこいつを排除しなくてはならないようだな。

コウ：問題ない。敵は……倒すだけだ！

ＧＭ：ゆらりと動き出した影を前に、身構えるコウ。その時、あなたはふと背後から冷気が吹くのを感じます。

コウ：冷気？　……まさか！

ＧＭ：冷気と共に舞い散るダイヤモンドダスト。次の瞬間、みなさんに襲いかかろうとする亡霊を遮るように氷の壁が出現する！

コウ：これは……カインかっ！　思わず後ろを振り返るぞ。

ＧＭ：すると、コウの予想通り、部屋の入り口にカインが立っているのが見えます。

あやめ：カイン君……。

ＧＭ：「どうやら、最後の舞台には間に合ったみたいだね」酷薄な笑みを浮かべながら、カインは言う。

瞳：ふーん。あんた、本当に共闘する気があったんだ？　猜疑心バリバリでカインを見よう。

ＧＭ：「疑う気持ちも分かるけど、キミたちだけでメンターと亡霊のふたりを相手にするのは少々きついと思うよ？」

神月：むう、敵を減らしてくれるというなら、それはありがたいが……。

コウ：……それで、お前を信用しろと？

ＧＭ：「信用する必要はないさ。敵がふたりいる。そして、それぞれが一体ずつ相手にする。ただ、それだけの話だ」

コウ：お前と共闘か……。ぞっとしない話だ。

ＧＭ：「珍しく同意見だよ。〝降魔の爪メメントモリ〟」ふたりの間で、空気が張り詰める。

あやめ：ううっ……。メンターも怖いけど、こっちはこっちで緊迫してきてるよ～。

コウ：一瞬だけ沈黙して言う。……いいだろう。ただし、メンターは俺たちが倒す。

瞳：コウっ!?

コウ：今、優先すべきはメンターを倒すこと。そのために最善の手を取るだけだ。

瞳：……オッケー。コウがそう言うなら、わたしはそれに従うよ。みんなは？

あやめ：カイン君に助けてもらうのはいろいろ複雑だけど……。やっぱり、街を元に戻してみんなを助けたいから、共闘は受け入れるかな。

神月：呉越同舟だな。状況が状況だ。利用できるものは、すべて利用させてもらうとしよう。

ＧＭ：では、みなさんが共闘に同意したところで、カインがコウに言います。「じゃあ、あの亡霊は僕が相手をしよう」

コウ：それには無言でこくりと頷く。

ＧＭ：みなさんはメンターと、カインは亡霊と。それぞれの敵と対峙する。それでは、戦せん闘とうを開始します。敵はメンター一体！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：まずはセットアップから。メンターは《サポートデバイス》を使用。その身に纏う輝きが増し、プレッシャーも強くなる！

コウ：シンドロームは、バロールとモルフェウスか。

あやめ：（悩なやんだ後）《サポートデバイス》を使います。

コウ：大丈夫か？

あやめ：どうせ限界が近いからね。中ちゆう途と半はん端ぱにするぐらいなら、全力でいくよ！

神月：私も《女王の降こう臨りん》＋《狂戦士》を使う。幻げん覚かく物ぶつ質しつで周囲の風景を、裁さい判ばん所しよへと変へん貌ぼうさせる。……さあ、断だん罪ざいの時だ！

ＧＭ：神月の断罪宣せん告こくにも、メンターは負けません。「この程てい度どの幻覚で私を揺ゆるがすことはできない」

神月：その言葉、憶おぼえておくがいい！　後こう悔かいと共に撤てつ回かいすることになるだろうからな！

瞳：神月先生、相変わらず自信満々だね（笑）。

神月：そういうキャラなのでな（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、実じつ際さいの行動です。まずは行動値ち16のメンターが先手を打つ。

コウ：来るぞ！

ＧＭ：マイナーで《オリジン：ミネラル》＋《オリジン：レジェンド》を使用。装そう甲こう値＋10され、さらに【精神】の判定の達成値が＋10される！

あやめ：パワーアップしたっ!?

ＧＭ：というより、レネゲイドビーイングとしての真の姿すがたを解かい放ほうする形になります。全身が結けつ晶しように包まれ、背せ中なかには白と黒の結晶でできた一対の翼つばさが生える！

瞳：まるで天使ね！　ちょっとばかり皮肉を込こめて言おう。
















ＧＭ：それじゃあ、みなさんを天国へと誘いざなわないといけませんね（笑）。メジャーで《黒星粉ふん砕さい》！　リアクションなしで必中の範はん囲い攻撃になります！

瞳：範囲攻撃なら、《孤こ独どくの魔眼》で、対象を自分ひとりに───。

ＧＭ：おっと、それはできません。

瞳：何ーっ!?

ＧＭ：《孤独の魔眼》が使用されるのは攻撃の判定の直前。ところが《黒星粉砕》には、命中判定そのものがないので、使用できるタイミングが存在しないんです（笑）。

瞳：ぐはっ、そういうことかっ！

コウ：この攻撃は、自分たちで耐たえるしかなさそうだな。

瞳：と、とりあえず、あやめだけは《カバーディフェンス》でカバーリングしておく！

あやめ：ありがとう、瞳ちゃん！

瞳：どういたしまして（笑）。

ＧＭ：では、ダメージロール！　８Ｄ10点で……53点のＨＰダメージ！

コウ：《リザレクト》だ！　これで俺おれも侵蝕率[image: 100]％！

神月：賢けん者じやの石のロイスをタイタス化して復ふつ活かつするぞ！　ここまで来て、メンターに負けるわけにはいかんと、気力で意い識しきをつなぎ止める！

瞳：わたしは剛田のロイスをタイタス化して復活！　倒たおれそうになったところで、脳のう裏りに剛田の姿が浮うかび上あがって活かつを入れてくれる。……このまま倒れちゃったら、剛田に笑われるわ。そいつだけは勘弁よね！

ＧＭ：「一いち撃げきでは砕くだけませんか……。ならば、完全に消しよう滅めつするまでやるまでです」さらに敵てき意いを燃もやすメンター。こちらの行動は終しゆう了りようです。

瞳：移い動どうはせず、《要の陣じん形けい》＋《導みちびきの華はな》＋《エンジェルボイス》で、いつも通り支し援えんする。今回はクリティカル値-1、ダイス＋３個こ、達成値＋10だ！

神月：毎度のことだが、瞳くんの支援には助けられてばかりだな。

瞳：お礼は結果で出してね（笑）。これで侵蝕率は[image: 117]％まで上じよう昇しよう。さあ、みんな。今度はこっちの反撃よ！　〝死の舞踏ダンスマカブル〟！　さあ、死の舞踏を披露しましょう！

ＧＭ：それでは次は、あやめの手番です。

あやめ：マイナーで《ハンドレッドガンズ》。銃じゆうを作り出して、メジャーで《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》その他で全力攻撃！

ＧＭ：受けて立ちます！

あやめ：支援も含ふくめてダイスは22個のクリティカル値は６！　達成値は……54！

ＧＭ：ドッジは無理か……。《魔ま人じんの盾たて》を使用してガードします！

コウ：確かく実じつにダメージを削けずりにきたか！

あやめ：ダメージは57点の装甲値無む視しだよ！

ＧＭ：ガード値40点分弾はじいて、17点受けました！　あやめの放った弾たまが巨きよ大だいな魔眼によって軌き道どうを阻はばまれますが、それすら貫つらぬいてメンターの身体を撃うち抜ぬく！

あやめ：ガード値40点って……メチャクチャ高い！　ほとんど止められちゃった！

ＧＭ：とはいえ、一シーン一回しか使えないので二度目はないですけどね（笑）。

コウ：初手で切り札を切らせた上に、ダメージが入ったと考えれば悪くないな。

神月：確たしかに。さて、それでは次は私の番だな！

ＧＭ：「幻覚などに私の力は侵おかされません！」メンターが鋭く言い放つ。

神月：大言もそこまでだ！　食らうがいい、私の高等裁判所コンボをな！

一同：高等裁判所コンボ!?

瞳：なに、そのけったいな名前のコンボは？（笑）

神月：今までも幻覚で風景を裁判所に変えていたが、それは実は地方裁判所だったのだ。

あやめ：ち、地方裁判所？（笑）

神月：だが、エフェクトレベルが上昇したことで、高等裁判所へと変わるのだよ！

ＧＭ：ち、ちなみに変わるとどうなるんですか？（笑）

神月：上級審によって強くなる！

コウ：強くなるって、何が!?（笑）

神月：正義の力がっ！　それによって攻撃の威力もあがる！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：も、もう滅茶苦茶だ……（笑）。

神月：《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言葉》その他を組み合わせて攻撃だ！　幻げん影えいが傍ぼう聴ちよう席せきまで広がり、そこに立つ傍聴者が「有ゆう罪ざい、有罪！」と声をそろえて叫さけびだす！（一同爆笑）

コウ：（素すになって）いや、そんなマナーの悪い傍聴者はいないですよっ！（爆笑）

神月：あくまで幻影なので（笑）。有罪コールが鳴なり響ひびく中、最後に私が告げる。……有罪ギルテイ！　命中は69！

ＧＭ：こちらのドッジは21で失敗。「ば、馬ば鹿かな！　この私が人ごときが生み出した幻覚に吞のまれているというのですか!?」

神月：ダメージは少々振ふるわなかったな。31点の装甲値無視だ。ただし、さらに以後、あらゆる判定のダイスが５個減げん少しようするぞ！

ＧＭ：ぐあっ、ダメージよりそっちのがきついですよ！

瞳：さすが、高等裁判所コンボ。威い力りよくは抜ばつ群ぐんだ！（笑）

神月：ふっ、これが高等裁判所が持つ力だ！（一同爆笑）

ＧＭ：これで最高裁判所コンボとかになったら、どうなってしまうんでしょうか（笑）。

神月：それはまた次の機会のお楽しみだ（笑）。さあ、次はコウの手番だな。

コウ：マイナーで《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《破壊の爪つめ》。接せつ近きんしながら、全身を異い形ぎよう化させる！　ＨＰが少ないし、《終末の炎》はなしだ。




　メンターに向かって駆け出すコウ。

　右腕が異形化を始めるが、変化はそれに留まらなかった。右腕を覆っていた外殻が全身を包み込み、紅と漆黒に彩られた、異形の騎士のごとき姿へと変貌を遂げる！




コウ：接敵と同時に、右の拳を全力で叩き込む！　《獣けものの力》＋《渇かわきの主》＋《コンセントレイト》で攻撃だ。命中の達成値は……89！

ＧＭ：ぶほっ!?　そんなの避けられませんよ！（笑）

コウ：ダメージは71点の装甲値無視。

ＧＭ：直ちよく撃げきして累るい積せきダメージは[image: 119]点！　まだ、まだ倒たおれません！

コウ：ちっ、《終末の炎》を使っておけば良かったか。ダメージが入ったんで、《渇きの主》の効こう果かでＨＰ20点回かい復ふくだ。




◆第二ラウンド
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ＧＭ：それでは第二ラウンドのセットアップ。こちらは《小さき魔眼》＋《サポートデバイス》を使用。光り輝くメンターの周囲に、無数の小さな球状の魔眼が出現し、攻撃力を強化する！

神月：こちらは特になしだ。

あやめ：もう《サポートデバイス》を使う余よ裕ゆうはない。侵蝕率[image: 140]％だもの（笑）。

ＧＭ：頭ひとつ、いやふたつ分ぐらい飛とび抜ぬけてますね（笑）。では、メンターの行動。ここから怒ど濤とうの勢いきおいで攻せめさせてもらいます！

瞳：おおっ!?

ＧＭ：まず、イニシアチブに《加速する刻とき》を使用して追加行動を得ます！　マイナーで《ダークマター》。メジャーで《レネゲイドスマイト》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《因いん果が歪わい曲きよく》＋《斥せき力りよくの槌つち》その他で、あやめのいるエンゲージに範囲攻撃。命中した場合、ダメージ＋６メートル強きよう制せい移動です。

瞳：今度こそ《孤独の魔眼》！　重力球を生み出して、対象を自分だけにする！

ＧＭ：「人が私の力に干かん渉しようする!?」命中は38！

瞳：ガードするだけしてみる（笑）。

ＧＭ：ダメージは51点になります。

瞳：46点食らって倒たおれるけど、メンターのロイスをタイタス化して復活する。……あんたなんかに負けるもんですか！

ＧＭ：ですが、そろそろロイスの数が厳きびしくなってきたでしょう？　ちなみに、強制移動の先はメンターのエンゲージになります。

瞳：はいはい。

ＧＭ：さらに自分の手番。先ほどと同じコンボで、あやめと神月に攻撃です。命中は39！

あやめ：ドッジは……無理ーっ！　８で失敗！

神月：肉体労働は苦手だ（笑）。私も９で失敗だよ。

ＧＭ：ダメージは54点になります。

あやめ：メンターのタイタスを昇しよう華かさせて復活！　あたしの大切なものを、あなたに奪わせたりなんかしない！

神月：コウに劣れつ等とう感かんを抱いだいていたが、さっきの攻撃で自分を取とり戻もどしたので、コウをタイタス化。それを昇華して復活だ。

ＧＭ：では、起き上がったふたりも、メンターのエンゲージに強制移動になります。そして、自分の手番後のイニシアチブで《加速する刻Ⅱ》を使用！　さらに追加行動を得ます！

コウ：三連続行動かっ！

ＧＭ：マイナーで《斥力跳ちよう躍やく》＋《ダークマター》を使用。ニメートル後方に移動します。そして、三み度たびコンボで今度は全員に攻撃です！

瞳：ところが、そうはいかないのだな。《孤独の魔眼》二発目！

ＧＭ：……っ！　ですよねー（笑）。くうっ、分かってはいたが、瞳の防ぼう御ぎよ能のう力りよくの上昇ぶりが半はん端ぱじゃない。命中は72です！

瞳：ドッジは失敗だよ。

ＧＭ：ダメージは75点！「我が力の前に屈くつしなさい！」メンターの叫びと共に、一ひと際きわ巨大な球状の魔眼が瞳を押おし潰つぶす！

瞳：それは倒れるけど……復活するべきか、どうか……。

神月：ひ、瞳くん、これ以上立ち上がるとやばくないかね？

瞳：ロイスが三つになっちゃうね。でも、バックトラックで倍振ぶりを覚かく悟ごすればいけるいける！　あやめのロイスをタイタスにして起き上がる！　……あたしはオーヴァードとして、あやめの先輩で友達だからね。彼女に任せて倒れてるわけにはいかないのよ！

ＧＭ：むう、ここで瞳が立ち上がらないでいてくれれば、と思っていたのですが……。

瞳：さすがにもう一撃受けるとやばいけどね（笑）。

ＧＭ：こちらの三連続攻撃はこれで終了です。「そんな馬鹿な！　これだけの攻撃を受けて、誰だれひとりとして倒れてないなんて……人間とはいったい……!?」

コウ：どちらかというと、瞳が活かつ躍やくしているからなんだが（笑）。だって、俺、まだ一個もタイタスを切ってない。

瞳：《孤独の魔眼》を取ったのは正せい解かいだったね（笑）。さて、最後に一仕事だ。死の舞踏ダンスマカブルコンボで、みんなに支援！　さあ、最後の舞踏ダンスを始めましょう！

ＧＭ：くうっ、支援を止められなかったか。では、次はあやめの手番！

あやめ：（少し考えて）さすがに限界だ。ここは待機で！

神月：そうするといい。さあ、私たちふたりで決めてしまおうじゃないか、コウ！

コウ：確かに、それができればベストだ。

神月：まずは私からだ。《絶対の恐怖》その他で攻撃！　命中は42！

ＧＭ：くうっ、こっちはダイスペナルティで４個しか振ふれないのに！　……って、出目もひどい！　１、１、１、２ってもう少しでファンブルを出すところだった！（一同笑）

瞳：あと一歩で『ＤＸ３』では超ちようレアなファンブルが見られたのに（笑）。

神月：（ダイスを振る）ダメージは32点の装甲値無視！　これでどうだ！

ＧＭ：累積ダメージ[image: 151]点。メンターのＨＰは[image: 150]点！　戦闘不ふ能のうになりますが、《魂たましいの錬れん成せい》で復活します！　砕くだけていく身体を再さい構こう築ちくして、強ごう引いんに立ち上がる！「ただの人に、私を消し去ることができるはずなど……！」

コウ：いや、お前はその人の力の前に屈くつするんだ。《ハンティングスタイル》＋《終末の炎》で、ＨＰを10点消費。炎を纏まといながらメンターに接敵する！

ＧＭ：紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏い、コウがメンターのもとへと走る。

コウ：《渇きの主》＋《獣の王》その他で攻撃！　リアクション不ふ可かで、命中は89だ！

ＧＭ：こちらに対たい抗こうする手段は……ありません！

コウ：ダメージは84点の装甲値無視！

ＧＭ：《魂の練成》での復活した際さいのＨＰは40点。耐えきれません。木こっ端ぱ微み塵じんです。コウの放つすさまじい殺気にあてられて、メンターの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

コウ：そしてその直後、俺の腕が彼女の身体を貫つらぬく。

ＧＭ：メンターは自分の身体を貫くコウの腕を呆然と見つめます。

コウ：鋭く睨にらみつけて告げる。




「これが、人の力だ……！」

　コウが鋭く言い放つと同時、紅蓮の炎がメンターの身体を包み込んだ。




　メンターの身体がひび割れ、砕けていく。

　赤き炎の中で彼女は───。




　永遠の闇へと堕ちた。




ＧＭ：……メンターの肉体を構成する結晶体が砕け、粉々になって散っていく。復活はありません。戦闘終了になります。

コウ：警戒を解かずに、カインの方を確認するぞ。

ＧＭ：すると、ちょうど向こうも戦闘が終わるところです。旧資格者の亡霊は、カインの生み出した氷の中に閉じこめられ、身動きひとつ、できなくなっています。そして───。




　勝敗は決したと、氷の棺に封じられた亡霊に背を向けるカイン。

　彼が指を弾き、冷酷に告げる。




「白き絶望に沈め」




　氷の棺と共に砕け、霧散する亡霊。

　後に残されたのは虚無だけ。




ＧＭ：……亡霊にとどめを刺したカインがみなさんへ視線を向ける。「そっちも終わったみたいだね」

コウ：ああ……。

瞳：ちなみにＧＭ、ちょっと訊きたいんだけど。

ＧＭ：はい、何でしょうか。

瞳：メンターの作った亡霊ってさ、どんぐらいの強さだったの？

ＧＭ：そうですね……。メンターとほぼ同じだと考えてもらえればよいかと。

神月：我々が四人がかりで倒した強さの敵を、ひとりで相手にしたのか！

ＧＭ：さらに言うなら、カインは戦いの直後だというのに、傷ひとつなく、余裕の笑みすら浮かべていますね。

瞳：〝マスターレイス〟のコードネームは伊達じゃないってことか。

ＧＭ：そういうことです。さて、ふたつの戦いが終わると、部屋が微かに揺れ始めます。それは次第に大きくなっていき、バキバキとピラミッドが砕けていく音がきこえてくる。

あやめ：ええっ!?　ちょ、ちょっと、それやばいんじゃないの!?

ＧＭ：ああ、大丈夫です。メンターが倒れたことで、《キングダム》の効果が解除されただけですから。




　崩れるピラミッド。まるで時が巻き戻るように、綾間市が元の姿を取り戻していく。

　こうして、賢者の石を発端とした事件は───。

　終結を迎えたのだった。








《オリジン：ミネラル》　鉱物などの無機物が原型のレネゲイドビーイングであることを現わす、レネゲイドビーイング専用エフェクト。

《オリジン：レジェンド》　都市伝説などの集合意識が原型のレネゲイドビーイングであることを現わす、レネゲイドビーイング専用エフェクト。

《黒星粉砕》　魔眼を暴走させ、ブラックホール化させて敵を吞み込むバロールのエフェクト。

《魔人の盾》　斥力によって攻撃をはじき返すバロールのエフェクト。

《小さき魔眼》　周囲に無数の魔眼を出現させ、攻撃力を上昇させるバロールのエフェクト。

《ダークマター》　魔眼に意識を集中し、精密制御するバロールのエフェクト。

《レネゲイドスマイト》　周囲のレネゲイドを集め、攻撃能力を高めるレネゲイドビーイング専用エフェクト。

《黒の鉄槌》　重力球によって敵を押し潰すバロールのエフェクト。

《因果歪曲》　物理法則をねじ曲げ、エフェクトの効果範囲を広げるバロールのエフェクト。

《斥力の鎚》　斥力によって敵を吹き飛ばすバロールのエフェクト。

《斥力跳躍》　斥力によって大きく跳躍するバロールのエフェクト。

《魂の錬成》　自身の魂を再構築して復活するモルフェウスのエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：それではバックトラックです。メンターはエグゾーストロイスをふたつ持ってましたから２Ｄ10点、侵蝕率を減へらしてから通常のバックトラックを行なってください。

コウ：エグゾーストロイスは二発持ってたのか。

ＧＭ：《愚者の契けい約やく》と《ありえざる存在》の二発ですね。では、バックトラックの結果を報ほう告こくしてください。

コウ：エグゾーストロイス分で[image: 108]％まで下がって、最終的に83％で戻もどってこられた。

あやめ：あたしは結局二倍振りで72％まで下がりました。

神月：少々出目がよすぎた。65％まで下がってしまったよ（笑）。取得経験点が１点減ってしまうが、もともと１点余っていたし、切りがよくなったと思うことにしよう。

瞳：わたしは一倍振りして、98％でギリギリ帰き還かんだった（笑）。

ＧＭ：社長、また一倍振りでギリギリですかっ！（笑）

瞳：バックトラックで追加振りをしても経験点は少し入るし、ついな（笑）。

ＧＭ：ギャンブラーな（笑）。全員帰還ですね。では、エンディングに参りましょう。







◆Ending01◆新たな始まり


Scene Player ─── 陸原コウ






　メンターが倒たおれたことで、綾あや間ま市は元の姿を取り戻していた。

　光の壁かべも、結晶体のピラミッドも跡あと形かたもなく消えている。

　事件は終わった。

　しかし、それは新たな幕まくの始まりでもある……。




ＧＭ：では、エンディングになります。総そう合ごうエンディングになりますので、全員登場してください。

一同：はーい！

ＧＭ：メンターを倒したあと、みなさんは気づけば綾間市の外れにある、ＵＧＮ綾間市支し部ぶの入っているビルの屋上に立っています。

あやめ：全部元に戻ったの？

ＧＭ：メンターに狙ねらわれた人物を全員救出していますし、すべてが元通りです。変化したのは時間ぐらいですね。街の外へと視線を向ければ、山間に太陽が沈しずんでいくのが見えます。

神月：支部長就しゆう任にん早々、なかなかハードな任にん務むだったな。

瞳：おつかれさま、神月先生。

神月：はっはっ。瞳くんにそう言ってもらえるだけで、疲つかれが吹ふっ飛とぶな（一同笑）。

ＧＭ：街が平へい穏おんを取り戻し、和なごやかな雰ふん囲い気きが流れる。ですが、その直後、みなさんは背はい後ごから冷たい視線を感じ、ぞくりと背せ筋すじに悪寒が走ります！

コウ：素す早ばやく背後に振ふり返かえる！

ＧＭ：すると、そこには酷こく薄はくな笑みを浮うかべるカインが立っています。

あやめ：カイン君……。

神月：そうか……。そういえば彼のことがまだ残っていたな。

瞳：まさか、メンターも倒したところで、ここでさらに一戦やらかそうってんじゃないだろうね？

ＧＭ：いえ、それはないです。カインは酷薄な笑みを顔に貼はりつけたまま言います。「これですべては元通り。ＵＧＮの使命は果たされたわけだ。おめでとう」

コウ：……皮肉を言うためにわざわざ来たのか？

ＧＭ：「いや、そういうわけじゃないよ。ただちょっとお別れの挨あい拶さつにきたのさ」

あやめ：お別れの挨拶？

ＧＭ：「ＵＧＮに正体を知られた以上、学校にはいられないだろう。だから、立ち去る前にね」

コウ：律りち儀ぎなことだな……。

ＧＭ：「別に黙だまって出て行ってもよかったけど、因いん縁ねんの相手ぐらいにはと思ったのさ」




　コウとカインが言葉を交える度に、空気が張はり詰つめていく。

　だが、それが限界を迎むかえる前に、カインは視線をあやめへと移うつした。



















ＧＭ：カインは、あやめに向かって微笑ほほえみながら言います。「……敷島さん。しばらくお別れだ。でも、いずれ迎むかえにくるから」

あやめ：ピラミッドの中でのやりとりを思い出しちゃって、それには何も応こたえられないよ……。

ＧＭ：あやめが無言でいると、カインは再ふたたび口を開く。「心を開いてはくれないか……。今はそれでいいさ。でも、いずれキミは僕ぼくのことを理解してくれると信じてるよ。かつて〝約束〟を交わした、キミなら……ね」

あやめ：約束？　えっ、何のこと？

ＧＭ：「憶えてないのかい？　まあ、キミはひどい体験をした後だったし、忘わすれてしまっていても仕方がないか」そう言って、予想はしてたけどねと最後に彼はつぶやく。

あやめ：どういうこと？

コウ：カイン……お前は何を知ってるんだ？

ＧＭ：コウの言葉に、カインは嘲ちよう笑しようを浮かべる。「キミも忘れてるのか……」

コウ：俺も……？

ＧＭ：「ＵＧＮが記き憶おく操そう作さしたのかな？　まあいいや。僕たちは昔、一度会ってるんだよ」さらりとカインは言う。それと同時、コウとあやめの脳裏にひとつのヴィジョンが浮うかび上あがります。

あやめ：えっ？




　そこはどこか病院のようだった。

　三人の子こ供どもが楽しそうに話をしている。




　ひとりは穏おん和わな笑みを浮かべる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年。

　もうひとりは、仏ぶつ頂ちよう面づらの、黒くろ髪かみ黒目の少年。

　そして、最後のひとりは身体に包帯を巻まいた、寂さびしそうな栗くり色いろの髪の少女。




ＧＭ：……ヴィジョンは一瞬のことですぐに消えてしまいます。

あやめ：ちょ、ちょっと待って！　今の何なの!?

コウ：頭を押さえながらカインを睨にらみつける。……どういうことだ。今見えたのはいったい何なんだ！

ＧＭ：「知りたければ、かつて、敷島さんがあった事じ故このことを調べるといい」ちなみにその事故とは、あやめが両親を失うことになった事故のことです。

一同：っ!?

ＧＭ：みなさんが驚おどろいた隙すきをつき、カインが跳躍して、屋上の外側へと飛び出す。そして、最後に一言。「それじゃあ、また会う日まで」

瞳：逃げられるっ!?

コウ：くっ、待てっ！




　慌あわててカインを追うコウ。

　だが、屋上から飛とび降おりたはずのカインの姿は忽こつ然ぜんと消え、見つけることはできなかった。




「いったい……どういうことなの？」

　呆然とあやめがつぶやく。




　しかし───。




　その問いに答えられる者は、この場にはいなかった。





『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス　日にち常じようのボーダーライン』




fin




And Continued to "Double Cross Genesis 3rd"









　　　　あとがき




『ダブルクロス The 3rd Edition（以下、ＤＸ３）』の発売から四ヶ月。

　周囲では、昔からのユーザーだけでなく、『ＤＸ３』の発売を契機に、『ダブルクロス』の世界に足を踏み入れたという方とセッションをご一緒する機会が度々ありました。

　昔ながらのユーザーと、新しくなった『ＤＸ３』について語るのも楽しいですが、新しいユーザーの方々と触れ合うこともとても楽しく、『ダブルクロス』というＴＲＰＧと出会えたことが、自分にとって、とても幸運なことなのだと再確認しました。

　みなさんにも『ＤＸ３』を通して、新しい、楽しい出会いがありますように。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　この本の著者の伊藤和幸です。

『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス②　日常のボーダーライン』。

　いかがだったでしょうか？

　第一巻はＰＣたちが出会い、仲間となるプロローグ的なものでありましたが、この第二巻をもって、『ジェネシス』シリーズの物語は大きく動き出します。

〝非日常〟の世界に足を踏み入れたあやめ。

　そして、彼女を〝非日常〟の脅威から守ろうとするコウ。

　さらに、そんなふたりと密接な関係を持つことになるカイン。

　この三人を中心に、本書の物語は動いていきます。




　彼らがどのように関わり合い、それぞれの意志にどのような影響を与えていくのか。

　それについては本文をお読みいただければと思います。




　第一巻が『ＤＸ３』のエントリー用を目指したのに対し、本書は『ダブルクロス The 3rd Edition　ルールブック２』と『ダブルクロス The 3rd Edition　上級ルールブック』で追加された、数々のルールやデータの運用と紹介を目的として書かせていただきました。

　本書を通して、〝非日常〟の深遠の一端を感じ取っていただけたならば、幸いです。




　さて、ここからは各話について、解説していきましょう。




第三話

　第三話は『上級ルールブック』掲載の追加ルール〝ディスクリプトロイス（以下、Ｄロイス）〟の導入と、あやめの特殊性を演出することを目的に作成されました。




　また、第一巻ではエントリー用ということでシンプルな構造のシナリオを目指しましたが、第二巻では一風変わったシナリオギミックを入れて、少々凝ったものにしたいと思い、地上と地下───ふたつのエリアに別れてＦＨと戦う、という展開を用意しました。

　この特殊なシチュエーションに対してＰＣたちは、お互いのために勝利条件を満たそうと奮起し、大いに盛り上がってくれました。

　シナリオ作成中、このシナリオギミックがプレイヤーに受け入れてもらえるかと不安でしたが、実際のセッションにおいて、みなさんに喜んでもらえて、ほっと胸を撫で下ろしたのを覚えています。

　ちなみに、本文ではうまくコウと神月、あやめと瞳の二組に分かれていましたが、もしも瞳があやめと一緒に行動しなかった場合は《ハンドリング》による地下への登場を認める予定でした。もし、そうなっていたら、猫モードの瞳の出番が増えていたでしょう。それはそれで面白そうなので、ちょっと書いてみたかったです。




第四話

　第四話はカインの正体をＰＣに明かして、物語を大きく動かすこと。そして、〝エグゾーストロイス（以下、Ｅロイス）〟を用いた、ジャームの運用のサンプルとなるものを目指して、シナリオを作成しました。




　そのために用意されたのが、第三話にも登場するメンターという存在です。

　賢者の石から発生したレネゲイドビーイング───レネゲイドそのものが知性を持った新たな生命体───である彼女は、ただ「神がごとき者を生み出す」という〝解放〟の衝動に囚われたジャームです。

　彼女の持つ強大な力と、その源となっている衝動。

　それを表現する手段として、Ｅロイスの《愚者の契約》が使用されています。あらゆる願いを叶え、相応の対価を求めるこのＥロイスは、メンターのキャラクターを表現する上で、大変役に立ってくれました。この他にも、『上級ルールブック』には、ジャームの個性をより引き出すＥロイスが数多く載っています。『ＤＸ３』の世界をより楽しむため、みなさんも是非、Ｅロイスを活用してみてください。

　なお、このシナリオで、ロイスの重要性を表現するスペリオルロイスの導入も考えたのですが、一話でふたつの追加ルールを説明するのは重くなると判断し、採用を見送っています。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、いよいよ紙面の方も尽きてまいりました。

　ここで本書を執筆するにあたって、協力していただいた方々に感謝を。




　まずは本作のプレイヤーの四人に。第三巻でもよろしくお願いします。

　そして、本リプレイのイラストレーターである亜沙美さん。前巻に引き続き、素敵なイラストを提供していただき、ありがとうございます。

　この本の制作に関わったすべてのスタッフにも感謝を。忙しい作業の連続でしたが、おかげで本書は完成しました。

　そして最後に本書を、手に取ってくださった読者のみなさまに。

　本当にありがとうございます。




　第三巻では、コウやあやめ、そしてカインの隠された秘密を明かすと同時に、神月正義を中心とした物語をご提供できればと構想中です。楽しみにお待ちください。

　それでは、また会うその日まで。


二〇〇九年十月十六日　伊藤和幸



















イラスト：亜沙美、しのとうこ

口絵・本文デザイン：F.E.A.R.
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